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この報告 は、昭和46年 度 におけ

る 日本小型 自動車振興 会か ら、小型

自動車競走法に基づ く自動車等機械

工業振興資 金 の交付 を受けて作成 し

た ものであ ります。
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は し が き

本 報告 「情 報社会化計 画」 は 当 協 会 のなか に設置 され た コン

ピュー タ リゼ ー シ ョン委 員 会(委 員長 北川 一栄(株)住 友 電気工業

会長)が 昭和46年4月 以 降1年 が か りで と り まとめ た もの で、

昭和60年(1985年)に おけ るわが国 の情 報化社会 の構 図 を

設定 し、 これ を実 現す るた めの計 画、手 順 を提示 した もの である。

そ して本報告 は 同委 員会 がす でに発 表 した 「80年 社会 の情報 化

ビジ ョン」お よび 「国際 的 にみた わが国情 報 化 の課題」 に続 く最

終報告 に当 る。 も とより この種の未 来社会計 画 には不確定 要素 が

多 く・かつそ の実 現 に幾 多の困難が予想 され二るが、 同委員会 の成

果が・ わが 国の情 報化 社会の実現 に当っ て何 らかの示 唆 を与 える

ことが で きれ ば幸 いで ある。

なお、本報告 は あ くまで一試案で あ り、今後 さ らに各方面の ご意

見や ご批判 を得、 より適切 な ものに発展させ た ぐ
、 関係各位 の卒

直な ご批判 とご協 力をお願いす る次第 である。

昭和47年5月

(財)日 本経営 情 報開発-協会

理 事長 稲 葉 秀 三
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「情 報 社 会 化 計 画 」

新 しい 国民 目標 を 目指 して

前 文

わが 国はい ま大 きな国民的選択 を迫 られ てい る。その一つ は生

産第 一主 義か ら社会福祉 優先 へ の転換 で あ り、そ の二つ は工 業社

会 か ら情報化社会へ の移行 の問題 で ある。そ して、 この社会福 祉

の向上 と情 報化社会へ の移行 とは相互 に密切 な関連 を持 っ てい る。

そ れは第一 に知 識や情報 の ネ ッ トワー クの形成 が公 害や交通 難 な

どの社 会環 境 の改善 や医療、教 育 な ど人 間福祉 の飛躍的 向上 を も

た らす基礎的 な技術的条件 となるか らで あ り、第二 に知 識や情報

の生産 が中心 となる情報 化社会 では物 的生産 の拡大 が二 次的 な重

要性 しか持 たない よ うに なるか らで ある。

ところで、 わが国の現状 は、将 来 の情 報化社 会の実 現 に向っ て

必ず しも明確 な 目標 や イ メー ジが設定 されてお らず、 また総 合 的

な視野 か らす る情報社会化政策 もまだ確立 されていない 。

本 「情報社 会化計画 」は昭和60年(1985年)に おけ るわ

が 国の望 ま し くかつ実 現 可能 な情報化社 会 の構図 を描 き出 し、 こ

れ を達成 す るための手 段、方法 を提示 した もので、 この計画を実

施 す る ことに よつ て、 わが国の工 業社会 か ら情報化社会 へ の移行

が混乱 な く、かつ 効率的 に達成 され る と同時にそ の過程 で人 間の

知 的創造が一般的 に開花す るダ イナ ミックな高度福祉 社会 の実現

を意 図 してい る。
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竃

第1章 基 本 構 想

L新 しい 国 民 目 標 と して の 情 報 化 社 会 の構 図 の 設 定

わ が 国 は 明 治 維 新 以 来,100年 に わ た る国 民 目標 と して 近

代 的 な 工 業 社 会 の 建 設 を 目指 し,そ の 実 現 に 努 力 して き た が,

い ま や そ の 目標 は ほ ぼ 達 成 され た
。 しか しそ の 反 面,公 害,都

市 過 密 化 ・ 構 造 的 不 況,人 口構 成 の老 令 化 な ど多 くの 社 会
,経

済 的 諸 問 題 が 発 生 して きて い る。 一 方 ,先 進 諸 国 に お い て は 脱

工 業 化 が 進 み,世 界 的 趨 勢 と して,工 業 社 会 か ら 情 報 化 社 会 へ

の 移 行 が コ ン ピ ュ ー タ リゼ ー シ ョ ンの 進 展 を 中 心 に 着 実 に 推 進

され て い る。

そ こ で,こ こ に 「情 報 化 社 会 の 実 現 」 とい う新 しい 国 民 目 標

の 設 定 を提 唱 す る も の で あ る。

情 報 化 社 会 の 究 極 的 目標 はr人 間 の 知 的 創 造 力 の 一 般 的 開 花

を もた らす 社 会 」の 実 現 で あ る
。 知 的 創 造 と は情 報 や 知 識 を 駆

使 して,未 来 の 可 能 性 を 探 究 し,こ れ を 実 現 す る プ ロ セ ス に ほ

か な ら な い 。 そ して 工 業 社 会 の 最 高 段 階 が ,耐 久 消 費 財 の 大 量

消 費 や モ ー タ リゼ ー シ ョ ン を 甲 心 と す る高度大 衆消費社会 であ ると

す れ ば,情 報 化 社 会 は 「 見 え ざ る カ ン バ ス に 未 来 を デ ザ イ ン し,

人 そ れ ぞ れ が 生 き が い を 追 究 し,実 現 して 行 く高 度 知 的 創 造 社

一2一



会 」て あ る 。

2中 期 ・長 期 の 情 報 社 会 化 計 画 の 策 定

と こ ろ で こ の よ うな 高 度 知 的 創 造 社 会 の 実 現 は お そ ら く21

世 紀 ま で 侯 た ね ば な らな い で あ ろ う。 そ こ で,こ れ に い た る ま

で の 中 間 目 標 と し 「 コ ン ピ ュ ー タ ・マ イ ン ド(情 報 化 社 会 に 対

応 し て 行 くた め の 思 考 方 式)の 定 着 」 とい う 中 間 目標 を 設 定 し,

これ を1985年(昭 和60年)ま で に 具 体 化 す るた め の マ ス

タ ー ・プ ラン と して 「情 報 社 会 化 計 画 」 を 策 定 す る。

そ の 場 合,つ ぎの 二 つ の 基 本 的 視 座 に 立 っ て こ れ を 策 定 す る。

第 一 の 視 座 は70年 代 の 社 会,経 済 的 諸 課 題 の 情 報 化 を 通 ず る

緩 和 な い し 防 止 で あ り,と くに ① 知 的 労 働 力 の 大 量 不 足 ②

情 報 ギ ャ ッ プ の 拡 大 ③ 公 害,交 通 難,都 市 過 密 化 の 深 刻 化 な

ど の 重 点 的 解 決 を 計 る。

第 二 の 視 座 は 工 業 社 会 か ら情 報 化 社 会 へ の 段 階 的 ・効 果 的 移

行 で あ り,そ の た め に 政 府 主 導 の 下 に,総 合 的,段 階 的 な 情 報

社 会 化 計 画 を策 定 し,こ れ に 必 要 な 資 金 は 政 府 が 供 給 す る。

情 報 社 会 化 計 画 は 中 期 イ ンパ ク ト計 画 と長 期 基 本 計 画 の 二 つ

に 分 け,中 期 イ ンパ ク ト計 画 は,①1976年 ま で の5ケ 年 計

画 と し,総 額1兆 円 の 国 家 資 金 を 投 入 し,② 将 来 の 情 報 化 社 会
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の 実 現 に イ ンパ ク ト的 な 効果 を もた らす よ うな プ ロジ ェ ク トを

中心 と して 策 定 し,③ これ を推 進 す るた め に 情報 社 会 化 国 民会

議 を設 置 す る 。

長 期 基 本 計 画 は ①1985年 までの 長 期 計画 と し,総 額20

兆 円の 国 家 資 金 を投 入 し,② 「コ ン ピュー タ ・マ イ ン ドの定 着」

を もた らす た め の 環境 条 件 や 主 体 的 条件 の 整 備 と,諸 般 の 情報

化 デ ィメ リヅ ト対 策 を確 立 し,③ そ の た め に情 報社 会化 基 本 大

綱 を策 定す る。

3第 三 セ ク タ ー の 創 設 と育 成

情 報 社 会 化 計 画 は 政 府 の 政 策 主 導 の 下 に,国 家 の 財 政 投 融 資

を 主 た る資 金 源 とす る が,そ の 実 施 に 当 っ て は
,従 来 の 公 的 セ

ク ター と私 的 セ ク ター の ほ か に 新 ら た に 第 三 セ ク タ ー し を 創 設

し,そ の 育 成,発 達 に 努 め る。

将 来 の 情 報 化 社 会 に お い て は こ の 種 の 第 三 セ ク タ ー が重 要 な

セ ク タ ー と して 発 展 す る こ と が 予 想 さ れ る
。
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本 計 画 に お い て は,産 業 別 デ ー タ ・バ ン ク,病 院 供 給 公 社,

頭 脳 集 団 セ ン タ ー,ニ ュ ー タ ウ ン 開 発 公 社 を は じめ,幼 少 年 英

才 教 育 セ ン タ ー な ど教 育 分 野 に お い て も第 三 セ ク タ ー の 具 体 的

構 想 と して 提 示 され て お り,そ の 実現 を 期 待 す る。

4.民 意 反 映 諸 シ ス テ ム の 組 み 入 れ

工 業 社 会 か ら 情 報 化 社 会 へ の 移 行 は コ ン ピ ュ ー タ を 中 心 とす

る情 報 革 命 が そ の 推 進 力 とな る し,社 会,経 済 諸 制 度 や 人 間 の

価 値 観 の 根 本 的 変 革 を も た ら す 上 に,国 家 の 果 す 指 導 的 役 割 が

大 きい 。

そ こ で,管 理 社 会 へ の 危 機 を 回 避 し,一 般 国 民 の 積 極 的 協 力

を得 る た め に,① 情 報 社 会 化 国 民 会 議,② 情 報 ア セ ッ ス メ ン ト

機 関,③ 市 民 政 策 参 加 シ ス テ ム な ど の 諸 シ ス テ ム を 情 報 社 会 化

計 画 の 中 に 組 み 入 れ る 。

情 報 社 会 化 国 民 会 議 は ① 情 報 化 政 策 に 関 す る 審 議 機 関 で

あ り,② メ ンバ ー に は 経 営 者,労 働 組 合,消 費 者 な どの 各 界 代

表 が 選 ば れ る。 ま た 情 報 ア セ ッ ス メ ン ト機 関 は,① 学 者 や 中

立 的 な テ ク ノ ・エ コ ノ ミス トた ち に よ っ て構 成 さ れ る 国 家 的 機

関 で,② 社 会 ・経 済 の 情 報 化 の 進 展 を た えず チ ェ ッ ク.し,評 価

す る と とも に,③ 多 岐 に わ た る情 報 を同 時 性 の 上 に 立 っ て 相 互

に 関 連 づ け,国 民 の 間 の 共 通 意 識 を育 て る。,ま た 市 民 政 策 参 加

シ ス テ ム は,政 策モ デル を使 ・っ て 市 民 が 国 や 自 治 体 の 政 策 決 定 に

θ

P

甘
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自分 の 意 思 を反 映 さ せ るた め の シ ス テ ム で あ る
。

5・TPBS(目 標 ,方 針,手 順 シ ス テ ム)の 活 用

情 報 社 会 化 計 画 の よ うな ビ ジ ョ ン 計 画 の 立 案
,実 施 に 当 っ て

は,こ れ を 多 角 的 に 評 価 し,事 態 の 変 化 に 対 応 で き るだ け の ダ

イ ナ ミズ ム が 要 請 さ れ る
。 こ の た め,TPBSの 手 法 を フ ル に

活 用 す る。

TPBSと は エ・・g・・S・tti・g
,旦 ・li・yM・d・1旦 ・ildi。g、 。d

旦chedulingSystemの 略 称 で,政 策 モ ジ ュ ー ル を 使 用 した 一 種

の シ ナ リオ ・ラ イ テ ィ ン グ の 技 法 で あ り
,① 望 ま し く,か つ 実

現 可 能 な 達 成 目 標 を 設 定 し,② こ れ をサ ブ ・ター ゲ ッ トお よ び

手 段 的 目標 に お ろ し,③ こ れ ら の 諸 目標 に そ れ ぞ れ 達 成 期 限 を

つ け,④ こ れ を 実 現 す るた め に 必 要 な 政 策
,手 段,方 法 を 段 階

的 に 設 定 し,⑤ 政 策 モ ジ ュ ー ル を 使 っ て シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を 行

い,⑥ 最 後 に 望 ま し くか つ 実 現 可 能 な プ ロ ジ
ェ ク ト計 画 を 策 定'

す る。

こ のTPBSの 特 徴 は,◎ 時 系 列 の 複 合 的 な 政 策 モ デル で

あ り,② 政 府 の 政 策,社 会 制 度:市 民 の 行 動 意 識 と い っ た 定 性

的 な 要 素 を政 策 変 数 と して 組 み 入 れ る こ とが で き,③ 計 画 の 過

程 で の 評 価 に も とず い て フ ィー ド ・バ ッ ク が 可 能 な と ころにあ る
。
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第2章 情 報 社 会 化計 画 の 必 要 性 と背 景

1.工 業 化 か ら 情 報 化 へ の 転 換 の 促 進

い 一ま,こ の 時 点 で,わ れ わ れ 情 報 社 会 化 計 画 を 策 定 し,そ の

実 現 を 希 求 す る 最 大 の 背 景 は 地 球 が い ま や 有 限 の 世 界 で,従 来

の よ う な工 業 化 路 線 を そ の ま ま延 長 して,追 求 して い くこ と は

も は や 許 さ れ ず 工 業 化 か ら 情 報 化 へ の 路 線 変 更 を 急 ぐ必 要 が あ

る と い う歴 史 観 に 立 っ て い る こ と で あ る。

国 際 的 な 頭 脳 集 団 で あ る ロー マ ・ク ラ ブ が 米MIT(マ サ チ

ュー セ ッ ツ 工 科 大 学)の フ ォ レ ス タ ー 教 授 を 中 心 とす る研 究 グ

'ル ー プに 委 託 して
,ま と め た 世 界 動 態 モ デ ル で も 「世 界 の 人 口

増 力口と経 済 成 長 が い まの よ うな テ ンポ で 進 む と,食 糧 不 足 を は

じめ,資 源 の 枯 渇,環 境 の 汚 染,人 口 の 都 市 集 中 に よ る社 会 的

な 諸 問 題 の 深 刻 化 な どで,人 類 は 今 後 百 年 の うち に 限 界 に 達 し,

破 局 を迎 え る お そ れ が あ る」 と,警 告 して い る 。'

未 来 学 者R・ ユ ン ク博 士 も 「人 類 は 物 質 文 明 を超 越 して い か

な い 限 り,危 機 に 直 面 す る 。 情 報 化 推 進 は こ れ を回 避 す る た め

の 解 答 で あ る」 とい う趣 旨 の こ と を指 摘 して い る。

い っ て み れ ば,い ーまや 全 地 球 的 な 立 場 か ら,工 業 化 が どの よ

うな 水 準 に あ ろ う と も,あ る い は モ ノ の 蓄 積 が あ るな しに か か
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わ ら ず,い わ ゆ るモ ノ離 れ,つ ま り は 情 報 化 へ の方 向 転 換 を迫

ら れ て い るわ け で あ る。

特 に ・ わ が 国 の 場 合 は,世 界 に 類 例 の な い 速 度 で 工 業 化 路 線

を ツ っ走 っ て き た た め,GNP(国 民 総 生 産)の 拡 大 と とも に
,

資 源 の 不 足,環 境 め 汚 染,過 密 ・過 疎,さ ら に は 円 切 り上 げ を

中 心 とす る 国 際 的 な 経 済 緊 張 な ど社 会 的,経 済 的 な 諸 問 題 を ひ

き起 こ して い る。

こ の た め,わ が 国 は 資 源,公 害,立 地,環 境 ,労 働,国 際 協

調 な どの 面 か ら,従 来 の よ うな 成 長 パ タ ー ン に よ る工 業 化 路 線

を こ れ 以 上 持 続 す る こ と は も は や 許 さ れ な くな っ て きて い る
。

通 産 省 が70年 代 の 通 商 産 業 ビ ジ ョ ン と して 「産 業 構 造 の 知 識

集 約 化 」 を打 ち 出 した の は,ま さに この た め で あ っ た 。

情 報 社 会 化 計 画 の 基 本 的 な 視 産 をrコ ン ピ ュー タ リゼ ー シ ョ

ン を 軸 とす る一 連 の 情 報 化 を 通 じて ,産 業 構 造 を 知 識 集 約 化 す

る一 方,教 育 を は じ め,医 療,交 通 ,公 害,流 通 な ど 超 過 密 化

に よ る社 会 的 な 諸 問 題 を 解 決 しな が ら,同 時 に 工 業 化 社 会 か ら

情 報 化 社 会 へ す み や か に 移 行 さ せ る 」こ とに した の は
,こ の よ

うな 背 景 に よ る も の で あ る。
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2.政 策 主 導 型 を 志 向 す る 理 由

問題 は工業化から情報化へ の路線変更の促 進,工 業 化 社 会 か ら 情 報

化 社 会 へ の 移 行 を い か な る手 段 と方 法 で 実 現 す る か で あ る。

この 場 合,三 つ の 方 策 が 考 え ら れ る。 無 計 画 な 自 由放 任 型,

情 報 産 業 の育 成,振 興 が優 先 して い る現 状 延 長 型,目 標 と長 期

計 画 に 基 づ い て 誘 導 す る 政 策 誘 導 型 の 三 つ で あ る。

こ の う ち,自 由 放 任 型 や 現 状 延 長 型 で は 少 く と も,バ ラ ン ス

の 取 れ た よ り望 ま しい 情 報 化 社 会 を築 く こ とは 困 難 で あ る。 仮

に,情 報 化 が 進 ん だ と して も,そ れ は ご く限 ら れ た 部 分 的 情 報

化 で あ って,い わ ゆ る情 報 化 の ス プ ロー ル 化 や ア ンバ ラ ンス を

招 く こ とに な る。 工 業 化 の 発 展 で,産 業 公 害 が 拡 大 した よ うに,

や が て 情 報 公 害 を 拡 散 す る お そ れ も あ る。

そ こ で,こ の 情 報 公 害 を未 然 に 防 止,除 去 しな が ら,で き る

だ け バ ラ ン ス の 取 れ た,よ り望 ま しい 情 報 化 社 会 を 実 現 す る に

は ど う して も 政 策 主 導 型 の 必 要 性 が あ る。

そ の 政 策 主 導 型 の モ デ ル が 当 委 員 会 で ま とめ た,こ の 情 報 社

会 化 計 画 で あ もる。

▼

の

■

3.本 計 画 の 主 要 な 諸 特 徴

い わ ゆ る"世 直 し 袖や"新 しい 国 づ く り'ふ を め ざ し た 類 似 の
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開 発 プ ロ ジ ェ ク トま た は,プ ラ ン は す で に い ろ い ろ 発 表 され て

い る が'そ の 多 くは ・ 住 宅 ・道 路 な ど を 中 心 とす る 建 設 関 係 プ

ロ ジ ェ ク トか ・ レ ジ ャ ー や 余 暇 増 大 の た め の リク リェ_シ 。 ン

関 係 の プ ロジ ェ ク トで あ る。 こ れ に 対 し,本 計 画 は,情 報 化 や

社 会 的 シ ス テ ムの 開 発 を 目 指 して い る と こ ろ に 最 大 の 特 色 髄

る。

す な わ ち,こ の 情 報 社 会 化 計 画 に は 類 似 の 他 の プ ロ ジ
ェ ク ト

ま た は プ ラ ン に 比 べ て ・ お よ そ 次 の よ うな 特 徴 が あ る
.悟 、

表 参 照)

① 中 期 イ ン パ ク ト計 画 と 長 期 基 本 計 画 の 二 段 構 え に な
っ て い

る こ と。 こ れ は 計 画 を施 策 に 結 び つ け て 具 体 化 す る上 で
,よ

り実 現 しや す くす る た め で あ る
。

② 目 的 意 識 が 情 報 化 と い う点 に 集 約 され ,は っ き り して い る

こ と。 他 の 類 似 の プ ロ ジ ェ ク トや プ ラ ン の 大 半 は 工 業 化 路 線

の 延 長 上 で,発 想 とね ら い の 転 換 がみ ら れ な い
。

③ ソ フ トウ ェ ア ・オ リエ ン テワドで あ る こ と
。 他 の 類 似 の プ ロ

ジ ェ ク トや プ ラ ン の 大 半 は 設 備 や 施 設 の 拡 充
,整 備 が 中心 で,

い わ ば 八 二 ドウ ェ ア ・オ リエ ン テ ドで あ る
。 そ の 点,当 計 画

は いわ ば 社 会 の 各 分 野 の シ ス テ ム の 組 み 直 しで あ り
,量 の 拡

大 よ り も 質 の 転 換 を め ざ して い る。
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④ 対 象 が 社 会 の 各 分 野 に ま た が っ て い る こ と 。 他 の 類 似 の プ

ロ ジ ェ ク トや プ ラ ン は 対 象 を 限 定 した,い わ ば 単 目 的 プ ロ ジ

ェ ク トだ が,当 計 画 は 多 面 的 プ ロ ジ ェ ク トで あ る。

⑤ 所 要 資 金 も規 模 ・内 容 か らみ て 妥 当 性 を 持 つ こ と 。 中 期 イ

ンパ ク ト計 画 が1兆 円,長 期 基 本 計 画 が20兆 円 で,他 の 類

似 の プ ロ ジ ェ ク トや プ ラ ン に 比 べ て も,そ の 規 模 ・内 容 か ら

み て,き わ め て 妥 当 な 規 模 で あ る。

この よ うな 背 景 と特 徴 か ら み て も・ こ の 情 報 社 会 化 計 画 は き

わ め て 時 宜 を得 た,妥 当 な ナ シ ョナ ル ・プ ロ ジ ェ ク トで あ る と

考 え ら れ る。

▼

6

一11－

L



◆

▼

第1表 関 連 プ ロ ジ ェ ク トーまた は プ ラ ン の 内 容 と規 模

一 過 去1年 間 に 立 案 ま た は 施 策 に 移 され た お も な例 一

'

'

立案 ・推進の主体 テ ー マ お も な ね ら い
、

期 間 必 要 資 金

r

備 考

「

工
(年度) (億 円)

通 産 省
*CATV実 験 タ ウン建 設 「生活 の情報 化」基礎実験 47-50(4) 100

通 産 省
※ パタ_ン 情 報 処理 システ ムの研 究 開発 情報処理の先端技術開発 46-53(8) 350

通 産 省
*沖 縄の海洋博覧会

海洋 開発 の祭典 と可能性追求 47-49(3) 1,000

文 部 省

(情 報処理教育会議)
情報処理技術者の要員養成 55年 まで に50万 人 を確保 47-55⑨ 1,522

各大学 に教育 セ ンターを{

設 置す るためめ設 備費

運 輸 省
*新 大阪国際空港建設 47-5903) 5,000

鉄 道建 設4,800

運 輸 省
※山 陽新幹線(岡 山一博多)建 設 45-49(5) 9,300 { 橋 ・トン ネル な ど4 ,500

コン ピ ュー タ リゼ ー シ ョン委 情 報 社会 化(中 期 イ ンパ ク ト)計 画
情報化社会へ のす みやか な移行 と社会

的諸問題 の解決
47-53(7) 10,000

'

運 輸 省
*東 北 ・上 越 ・成 田 の3新 幹線 建設 46-49④ 16,000

運 輸 省 東 北 ・北 海道 ・北陸 ・九州 の3新 幹 線 49-54～ 20,000

(鉄 道 建 設 審 議 会) 建設 55(6～7) ～30 ,000

建 設 省
*下 水 道整備5カ 年計 画 46-50(5) 26,000

日本 電 信 電 話 公 社
※電 信電話拡 充7カ 年計画 期 間 中,1970万 個 の電話 架 設 な ど 46-52(7) 85,000

日本 電 信 電 話 公 社 電信電話新5カ 年計画
期 間 中,8万 台 の デ ー タ通 信 端末 普 及

な ど
53-57(5) 118,000

建 設 費90,000{

債 務償 還28,00℃

コ ン ピ ュ一 夕 リゼ ー シ ・ン 委 情 報 社 会 化(長 期 イ ンパ ク ト)計 画
情報化社会へ のすみやかな移 行 と社会

的諸 問題の解決
47-60(14 200,000

経 済 企 画 庁
新全 国総合 開発計画

(大 規模開発 プロジェク ト)
総合交通体 系な どの建設,整 備 44-60(1W

300,000

～500 ,000

運 輸 省

(運 輸 政 策 審 議 会)

建 設 省

総合 交通体系の あ り方

国土建設行政の基本方針

(国 土建設 の長期構想)

60年 の輸送需要 を吸収するため
一
,

3LDK住 宅3,000万 戸,市 街 地 下

水 道 の完 全 普 及 市 町村 道 舗 装 率25%

47二60(14

45-60(16}

1,000,000

2,500,000
45-60年 間 の 累積{

公 共投 資総額
、 「

(注)※ 印 は完 全 実 施 中 の もの。

*印 は一 部 実 施 中の もの。
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第3章 前 提 条 件

情 報 社 会 化 計 画 が 実 現 され る た め に は 少 く と もつ ぎの4つ が そ

の 前 提 条 件 とな る。

1.コ ン ピ ュ ー タ リゼ ー シ ョ ンの 社 会的 情 報 化 段 階 へ の 移 行

わ れ わ れ は 現 在 の 工 業 社 会 が コ ン ピ ュ ー タ リゼ ー シ ョ ンの 進

展 を 中心 と して 情 報 化 社 会 に 移 行 しつ つ あ る とい う歴 史 的 な 基

本 的 認 識 に 立 つ もの で あ るが,発 展 段 階 的 に は1970年 代 を

社 会 的 情 報 化 段 階 へ の 本 格 的 移 行 期 と い うふ うに 規 定 す る。

先 進 工 業 諸 国 で は そ れ ぞ れ の 国 民 性,価 値 観,風 土,政 治 体

制,社 会 経 済 構 造 の 相 異 か ら,コ ン ピ ュ ー タ リゼ ー シ ョ ンに は

特 化 傾 向 が み ら れ る(欧 米 情 報 化 調 査 団 報 告 書 「国 際 的 に み た

わ が 国 情 報 化 の 課 題 」 参照)が,全 体 的 な 趨 勢 と して は,政 府 や

企 業 な ど経 営 体 を 中 心 と した 情 報 化 段 階(経 営 的 情 報 化 段 階)

か ら,社 会 福 祉 な い し社 会 開 発 志 向 の 情 報 化 段 階(社 会 的 情 報

化 段 階)へ と発 展 し よ う と して い る。

酬 っ て わ が 国 の 現 状 は,ド ル ・シ ョ ッ ク を契 機 と した 構 造 的

不 況 も あ り,コ ン ピ ュ ー タ 関 連 産 業 に も 不 況 の 色 が 濃 い が,わ

れ わ れ は これ を 単 な る不 況 の 影 響 と して 把 え ず コ ン ピ ュ一 夕 リ

ゼ ー シ ・ ン の 発 展 段 階 に お け る 一 つ の 屈 折 点 とみ な す 。 す な わ
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ちわ が国 も他 の 先 進 諸 国 と同 じ く,経 営 的 情報 化 の段 階 はほ ぼ

終 り,つ ぎの 社 会 的 情 報 化へ の段 階 に 入 ろ う と して い るが,ま

だ その ため の 諸 条件 が 整備 され な い た め に,一 時 的な 停 滞 期 と

して の 屈 折 点 に 直 面 してい る。

しか し,70年 代 の後 半 か ら政 府 の 積 極 的 な 情 報 化 政 策の 推

進 と情 報 化投 資 を契 機 と して,わ が 国 も本 格 的 な 社 会 的 情報 化

段 階 に移 行 す るこ とが 期待 され る。 そ の根 拠 と して は,日 本 が

欧 米 諸 国に 比 較 して全 国 的規 模 の 社会 的 情 報 化 を積 極 的 に展 開

させ るた め の 有利 な 条 件 と して,① 超 過 密社 会 で社 会 的情報 化

へ の 社 会 的 ニ ー ズ が 高 い,② 電 話,新 聞,テ レ ビな ど全 国 的 な

情 報 ネ ヅ ト ・ワー ク が完備,③ 中央 集 権 的 で全 国 的規 模 の社 会

的 情 報 化 政 策 が 実 施 し易 い,④ 経 済成 長 路 線 が 民 間投 資 主導 型

か ら公 共 投 資 主 導 型へ 転 換 して きて い る,⑤ 国民 が 単 一 民族 で

文 化 が 均 質 化 してい る,⑥ コ ン ピュー タ産 業,ソ フ トウ ェア産

業 な ど情 報 関 連 産 業 の 自立 化な ど数 多 くの 条 件 が 備 わ ってい る。
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第2表 コ ン ピ ュ ー タ リゼ ー シ ョ ン の 発 展 段 階

、

●

農民階
、

第1段 階

1945～1970

第2段 階

1955～i1980

第3段 階

1970～1990

第4段 階

1980～2000

巨大 科 学 ベ ー ス 経 営 ベ ー ス 社会 ベー ス 個 人 ベ ー ス

目 標

価 値 観

主 体

対 象

基 礎 科 学

情報化 パター ン

国防 ・宇 宙開発

国 家 威 信

国 家

自 然

自 然 科 学

目 標 達 成 型

国民総生産

(GNP)

経 済 成 長

経 営 体

組 織
'

経 営 科 学

効率追求型

国民総福祉
(GNW)

社 会 福 祉

大 衆

社 会

社 会 科 学

問題解決型

国民総充足

(GNS)

自 己 実 現

個 人

人 間

行 動 科 学

知的創造型

資料 出所:コ ン ピュー タ リゼ ー シ ョン委 員会 ・欧 米 情 報 化調 査 団 報告 書

「国 際的 に み た わ が国情 報 化 の 課題 」

◎

2.知 識 集 約 型 産 業 を 中 心 と す るGNPの 持 続 的 成 長

GNPが こ ん こ も か な り長 期 に わ た り持 続 的 成 長 を維 持す る

こ と は,わ れ わ れ の 情 報 社 会 化 計 画 の 実 現 に 当 っ て 重 要 な 前 提

条 件 の 一 つ に な る。

そ の 理 由 の 第 一 は 社 会 的 情 報 化 は コ マ ー シ ャ ル ・ベ ー ス に の

らず,か つ 巨 額 の 先 行 投 資 を 必 要 とす るか ら で あ る。

わ れ わ れ の 情 報 社 会 化 計 画 の 中核 的 な プ ロ ジ ェ ク トは 医 療,

教 育 を 中 心 とす る社 会 的 情 報 化 に あ るが,こ れ ら は 何 れ も コ マ

ー シ ャル ・ベ ー ス に の りに くい ば か りで な く
,巨 額 の 先 行 投 資
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を必要 とす る。 一

そ こで,こ れ らの 情 報 化投 資 は い きお い 国家 資 金 に依 存 せ ざ

る を得 な いが,こ れ を可 能 にす るため に はGNPの 規 模 が少 く

と も現 在 の数 倍 に 拡 大 す る必 要 が あ る。

そ こでGNPの10%前 後 の 持 続 的 成長 が望 まれ る。

=われわ れ の長 期 情 報社 会化 計 画 で は1972年 か ら85年 ま

で の 約14年 間 に総 額20兆 円 程 度 の 情 報 化 へ'の政 府 の財 政資

金 投 入 を見 込 ん で い るが,そ の 可能 性 の 根 拠 と して こん このG

NPの 成 長 率 を年 平 均11%と して,85年 のGNP約400兆

円 と 推 定 し,同 じ く 政 府 の 公 共 事 業 を 中 心 とす る固定 資本形成 が

年率16%の 増加 を維持す る とみ れば,そ の累積額は377兆 円 とい う こ

とにな り,}その10%が 情 報 化 投 資 に ふ り向 け ら れ る とす れ ば 約38・

兆 円 とな る。 そ して,さ らに そ の 半分 程 度 がわ れわ れ の 情報 社

会 化 計画 に投資 される と仮定 す ると20兆 円 とな り,ほ ぼ妥 当な線がでて く る 。

そ の 第 二 は 情 報 の コ ス トが 高 く,そ の 社 会 的,.個 人 的 利 用 に

は 限 界 が あ る か らで あ る。 世 界 に お け る コ ン ピ ュ ー タ市 場 の70

%はIBMに よ っ て 占め ら れ,そ の 市 場 価 格 はIBMベ ー ス で

決 め ら れ て い る 。 こ れ に 加 え て,コ ン ピ ュ ー タ関 連 産 業 は 技 術

の 進 歩 が 早 く,旧 い 機 種 の 陳 腐 化 に 加 え,全 体 の 市 場 の 規 模 カヂ

小 さ く量 産 しに くい とい う特 殊 事 情 が あ る。
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第3・表GNPと 情 報 社 会 化 投 資 の 関 係

(単 位億円)

■

、1970年 1975年 1980年 1985年

GNP(名 目) 732000 1,290,300 2273900 4007,400

政府間定資本形成比率 85% 16.0% 12.0% 14.3%

政府固定資本形成額 61,900
・

129,900 272,900 573,200

情 報化 投資比率(推 定) 16% 5% 10% 15%

情報 化投 資額(推 定) 1,000 6,500 27,300 86,000

金 上 累 積 額(推 定) 1,000 19β00 105,900 395,400

情報社会化計画比率 50.3%

一　 -

10,000

(1976年)

50.6%

情報社会化計画累積額 200,000

(注)1.コ ン ピュ一 夕 リゼー シ・ン委員会推定。

2・GNPの 成長率は名 目で年 率11%,政 府固定 資本形成 の伸 び

率は年率16%と 想 定。

将 来,知 的 創 造 が 一 般 的 に 開 花 す るた め に は,一 般 の 家 庭 に

ホ ー ム ・タ ー ミナ ル が つ くこ とが そ の 条 件 に な るが,現 在 価 格

一 誌 量 のTSSに よ る情 報 サ ー ビ ス料 金 は1ケ 月17万 円

程 度 で,現 在 の 勤 労 所 帯 の 月 当 り 平 均 実 収11万5千 万 円

程 度,1ケ 月 の 情 報 費 が2万2400円(45年 度 郵 政 省 調 査)

で は 到 底 そ の 利 用 は 不 可 能 で あ る。 しか し,も し85年 ま で に

家 計 所 得 が そ の3倍 の35万 円程 度 に な り,情 報 サ ー ビ ス料 金

が 逆 に3分 の1の5万 円程 度 に ま で 下 が れ ば,家 計 に 占め る情
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第5表 情報社 会化 インパ ク ト計画所要 資金一覧 表

(単 位 億円)

プ ロ ジ ェ ク ト 名 金 額 1プ 。 ジ ェ ク ト名 金 額

行 政 デ ー タ ・パ ン ク (920) 広域公害 防止 シス テム (]β00)

地 域公 害 防止 セ ン ター 550

コ ン ピ ュ ー ト ・ ポ リ ス 計 画 (3,600) 公害防除研究所 400

CVS 1,950 公害防除施設 850

CATV 1.450◆

無 人 ス ー パ ー 30 頭 脳 集団 セ ン ター (1,190)

地 域 健 康 管 理 80 シ ン ク ・ タ ン ク 関 係 820

地 域 冷 暖 房 90 市 民参 加 シス テ ム 30

研 修 セ ン ター 340

広域遠域 医療 システ ム (700)

オー トメ化 病 院 340 中小 企業 のMエS化 (390)

救 急医療 シ ス テ ム 45 中 央 セ ン タ ー 50

遠 隔 医療 シス テ ム 55 地 区 セ ン ター 340

地域 健康 管 理 70

医 療 工 学 研 究 所 190 労 働力再 開 発 セ ン ター (550)

・

()

コン化』ごタ志 向教 育 実験 学 区 (820) コ ン ピ ュー タ平 和 部 隊 (30)

教 育 工学 研 究 セ ン ター 350

学校事務 の合理化 40

個別学 習指導 システ ム 140

コン ピュー タ志 向教 育 290

一

合 計 10,000

●



報 費g)割 合 い は 約15%に な り,一 応 ホ ー ム ・ター ミナ ル が 一

般 に 利 用 され る経 済 的 条 件 が 整 っ て く る。

●

3.政 府 の 情 報 化 総 合 政 策 の 確 立

さ ら に わ れ わ れ の 情 報 社 会 化 計 画 に と っ て 決 定 的 な 比 重 を 持

つ の は 政 府 の 情 報 化 総 合 政 策 の 確 立 で あ る。

わ れ わ れ の 分 析 結 果 に よ れ ば,情 報 社 会 化 計 画 を 実 現 す る た

め の 機 能 的 要 素(フ ァンクシ ョナル ・エ レメ ン ト)と して ・ ① 政 策 ・

②制 度,③ 資 金,④ 要 員,⑤ 技 術,⑥ 需 要 の6っ が あ げ られ た

が,そ の 中 で 「政 策 」 が そ の 重 要 度 か ら して 第1位 を 占 め て お

り,続 い て 「制 度(制 度 の 変 革へ の 利 害 関 係 団 体 の 協 力)」,

「要 員 」 「需 要 」 の 順 で,「 資 金 」 や 「技 術 」 が 最 下 位 に あ る。

つ ま り,技 術 や 資 金 面 で の ネ ッ ク は そ れ ほ どで は な く・ 政 府 の

立 遅 れ や,利 害 関 係 団 体 の 抵 抗 が 大 き な 阻 害 要 因 に な っ て い る

こ とが 明 ら か に な っ・た 。

と くに,政 府 の 情 報 化 政 策 の 立 遅 れ は こ ん こ の わ が 国 情 報 化

の 推 進 に と っ て 決 定 的 な ネ ッ クに な っ て い る。

わ れ わ れ の 政 策 シ ミュ レ ー シ ョ ン で は 情 報 化 政 策 の 決 定 が1

年 遅 れ れ ば,そ れ だ け 情 報 社 会 化 が 遅 れ,そ の 相 関 度 は0.7と

い っ た 数 値 が 計 算 され て い る。
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そ こ で,政 府 の こ ん こ の 施 策 と して 要 請 され る こ と が2点 あ

る。

そ の 第 一 は,こ れ か ら の 公 共 投 資 の 柱 と して 情 報 社 会 化 投 資

を重 視す る こ とで あ る。 日本 経 済 が 構 造 的 不 況 に 喘 ぎ,こ れ を

打 開 す るた め に,民 間 投 資 主 導 型 か ら 公 共 投 資 主 導 型 へ の 転 換

が 叫 ば れ て い るが,そ の 場 合 わ れ わ れ に は ① 住 宅,道 路 な ど を

中 心 とす る建 設 投 資,② レ ジ ャ ー や 余 暇 増 大 の た めの リクレェー

シ ョ ン投 資,③ 情 報 や 知 譜 の 増 大 を め ざ す 情 報 化 投 資 とい う3

つ の 選択 の道 が 開 け て い る。 そ して現 在 までの 政 府 の 施 策 は 建

設 投 資 に 重 点 を 志 向 し,続 い て リク リ エー シ ョ ン 投 資 に 傾 斜 し,

情 報 化 投 資 の 比 重 は ひ じ ょ うに 低 い 。

折 角 の 公 共 投 資 主 導 型 で も,こ の よ うな 政 府 の 基 本 的 姿 勢 で

は 到 底,新 しい 国 民 目標 と して の 情 報 化 社 会 の 実 現 に は 程 遠 い 。

そ こ で この 際,公 共 投 資 の 中 で の 情 報 化 投 資 の 比 重 を 思 い 切 っ

てmPＬPし,少 く と もそ の10%程 度 に ま で 早 急 に 引 き あ げ る必

要 が あ る。

そ の 第 二 は 総 合 的 な 社 会 的 情 報 化 政 策 の 確 立 で あ る。 い ま ま

で の 政 府 の 情 報 化 政 策 は 主 と して 情 報 産 業 の 育 成 に そ の 重 点 が

お か れ て い た 。 確 か に,こ の よ うな 政 策 が わ が 国 の コ ン ピ ュー

タ産 業 の 自 立 化 を 可 能 に し,ま た ソ フ トウ ェ ア 産 業 の 育 成 に 貢
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●

敵 して きた こ と は 事 実 で あ る。 しか し,こ れ か ら の 情 報 化 政 策

は産業政策に加 え 社 会 政 策 へ の 拡 大 が 必 要 とな る。 そ の 理 由 は す

で に の べ た ご と く,世 界 的 趨 勢 と して,こ れ か ら の70年 代 が

経 営 的 情 報 化 段 階 か ら 社 会 的 情 報 化 段 階 へ の 発 展 的 移 行 期 に あ

る とみ ら れ るか ら で あ る。 そ して,社 会 的 情 報 化 に 際 して は 長

期 的 展 望 を 持 っ た 総 合 的 な 施 策 の 確 立 が 望 ま れ る。 も しこ れ を

怠 れ ば ① 情 報 化 の ス プ ロー ル 化,(無 秩 序 な 情 報 化),② 情 報 化

投 資 効 果 の 減 殺,③ 情 報 化 に よ る デ ィ メ リ ッ'トの 増 大 な ど好 ま

しか ら ざ る事 態 を 招 来 す る恐 れ が 多 分 に あ る。

`

4.人 間 の 知 的 創 造 力 水 準 の 向 上

最 後 に 人 聞 の 知 的 創 造 力 水 準 の 全 般 的 向 上 の 問 題 が あ る。 こ

の 前 提 条 件 は あ る意 味 で も っ とも 困 難 な もの で,こ れ は前 提 条

件 とい う よ り は 一 つ の 仮 説 とい うべ きか も知 れ な い 。

か っ て の 産 業 革 命 に よ る工 業 社 会 の 実 現 に 当 っ て,工 業 製 品

に 対 す る需 要 の 創 出 は,購 買 力 の 問 題 で あ り,人 間 性 の 側 面 か

ら は 何 ら障 害 は な か っ た 。 有 用 物 で あ る以 上,人 間 の 欲 求 は そ

の 効 用 の 充 足 を 受 入 れ た 。 しか し,情 報 の 消 費 は 人 間 の 知 的 創

造 力 の 向 上 と 相 侯 っ て は じ め て そ の 価 値 を 実 現 す るの で あ る。

そ こ に は 人 間 の 論 理 的 思 考,自 己 規 制,新 しい 能 力 の 開 発 が 要
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求 され る。 コ ン ピ ュ ー タ を 中 心 とす る社 会 的 情 報 化 は テ レ ビを

中 心 とす る受 け 身 の 情 緒 的,感 覚 的 な 映 像 化 社 会 を 志 向 す るの

と異 な り,主 体 的 ・論 理 的 ・目 的 志 向 的 な 知 的 創 造 社 会 で あ る

る こ とが 強 調 され る必 要 が あ る。

そ こ で,わ れ わ れ の 情 報 社 会 化 計 画 に お い て は マ ン ・マ シ ン

的 思 考 に よ る 自 己 学 習 を 主 体 とす る各 種 の 教 育 プ ロジ ェ ク トが

織 り こ ま れ て い る(第4表 参 照)。 こ れ ら を 通 じて ど れ だ け 将

来 の 人 間 が 知 的 創 造 力 水 準 を高 め,情 報 化 社 会 に 対 応 す る思 考

様 式 と して の コ ン ピ ュ ー タ ・マ イ ン ドを定 着 さ せ る こ と が で き

るか,こ こ に わ れ わ れ の 情 報 社 会 化 計 画 が 成 功 す るか 否 か の 最

大 の カギ が あ る とい え る。 わ れ わ れ が 中 間 目標 と して 「コ ン ピ

ュー タ ・マ イ ン ドの 定 着 」 を 設 定 した所 以 も こ こ に あ る。

,

■
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第4表 マ ン ・コ ン ピ ュ ー タ ・ シ ス テ ム の 循 環 構 造

人 間

■

情 報 シ ス テ ムの開 発
ヒ ン ピユ一 夕1

1.問 題 意 識 の 把 握

2.目 標 の 設 定

3.ア ウ ト ・プ ッ トの 設 計

4.イ ン ・プ ッ トの 設 計

5.処 理 ロ ジ ッ ク の 開 発

6・プ ロ グ ラ ム の 開 発

7.ハ ー ドウ ェ ア の 選 定

8.デ ー タ の 収 集

情 報 の評 価 ・利 用

1情 報 の 評 価

2.問 題 発 見

3.要 因 分 析 ・評 価

4.改 善 策 の 開 発

5.解 決 策 の 開 発

6.機 会 の 創 造 ・開 発

7総 合 判 断

8.最 適 の 意 思 決 定

9.最 適 行 動 選 択

↓
情 報 の処 理 ・伝 達

1.演 算 ・作 表

2.情 報 検 索

3.例 外 事 項 発 見

4.差 異 分 析

5.相 関 分 析

6.最 適 化

7.シ ミ ュ レ ー シ ョ ン

8.定 型 的 判 断

9,コ ン ト ロ ー ル 指 令

10.フ ィー ドバ ッ ク 指 令

11.警 告 指 令

12情 報 伝 達
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第4章 情報 社 会化 計 画 の 内 容

情 報 社 会 化 計 画 は,1985年 に お い て 望 ま し く,か つ 実 現 可

能 な 情 報 化 社 会 の 構 図 を 設 定 し,こ れ を 実 現 す るた め の 情 報 化 プ

ロ ジ ェ ク トを 総 合 的 な 形 で と り ま とめ,こ ん こ の わ が 国 の 情 報 化

社 会 の 実 現 に 対 す る 一 つ の 試 案 を 提 供 し よ う と す る も の

で あ る。

そ して,情 報 社 会 化 計 画 は 大 別 して,r中 期 イ ン パ ク ト計 画 』

とr長 期 基 本 計 画 』の2つ に 分 け ら れ,前 者 は 将 来 の 情 報 化 社 会

の 実 現 に 当 っ て,イ ン パ ク トと な る よ うな プ ロ ジ ェ ク トを 中 心 に

策 定 され た 期 限5ケ 年 の 中期 計 画 で あ り,後 者 は1985年 ま で

に 将 来 の 情 報化 社 会 の 骨 か く とな る よ うな社 会 ・経 済 的な 諸 条 件

の 整備 を意 図 して い る。

,

ひ
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'

i

へ 中期 イ ンパ ク ト計 画

1.計 画 の 概 要

中 期 イ ンパ ク ト計 画 の 基 本 的 な 狙 い は,将 来 の 情 報 化 社 会 実

現 に 当 っ て,そ の イ ンパ ク トとな る よ うな プ ロ ジ ェ ク トを選 定

し,こ れ を短 期 間 に 集 中 的 に 実 施 しよ う とす る と こ ろ に あ る。

期 間 は1972年 か ら76年 ま で の5ケ 年 間 と し,総 額 ・1兆

円 の 国 家 資 金 を投 入,最 初 の1年 間 は 調 査,研 究,準 備 に あ て,

残 り の4年 間 で 具 体 化 す る 。

本 計 画 の 所 要 資 金 は そ の大 部 分 を 政 府 の 財 政 投 融 資 に よ っ て

賄 い,ま た 一 般 国 民 の コ ン セ ン サ ス と協 力 を得 るた め に,

「情 報 社 会 化 国 民 会 議 」 を 設 置 す る。

ま た計 画 の 実 施 に 当 っ て は,プ ロ ジ ェ ク トの 性 質 上,政 府 が

直 接 運 営 に 当 ら ざ る を 得 な い もの を の ぞ き,原 則 と して 民 間 企

業 が 経 営 主 体 と な り,第3セ ク タ ー の 育 成 に 努 め る。'

2.プ ロ ジ ェ ク トの 選 定

本 計 画 の 中 心 とな る プ ロ ジ ェ ク トの 選 定 は つ ぎの よ うな 基 準

に よ る。

① 将 来 の 情 報 化 社 会 の 実 現 に 対 し,突 破 口 とな る よ うな も の
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② さ らに,そ れ が 一 つ の 基 礎 とな っ て,将 来 の 本 格 的 な 発 展

に つ ら な る も の

③ 社 会 的 ニ ー ズ が 高 く,か つ 民 間 ベ ー ス で 企 業 化 の 困 難 な も

の

④ 将 来 の 情 報 化 社 会 の モ デ ル と して,実 験 的 な 意 味 を 持 つ も

の

⑤ 長 期 基 本 計 画 の 各 タ ー ゲ ッ トの 中 か ら,い くつ か を 組 み 合

せ た 複 合 的 な プ ロ ジ ェ ク トで あ る こ と

以 上 の 選 定 に も とず い て,① 行 政 デ ー タ ・バ ン ク,② コ ン ピ

ュー トポ リ ス計 画,③ 広 域 ・遠 隔 医 療 シ ス テ ム,④ コ ン ピ ュー

タ志 向 教 育 実 験 学 区,⑤ 広 域 公 害 防 止 シ ス テ ム,⑥ 頭 脳 集 団 セ

ン タ ー,⑦ 中 小 企 業 のMIS化,⑧ 労 働 力 再 開 発 セ ン タ ー,⑨

コ ン ピ ュ ー タ 平 和 部 隊 の9つ の プ ロ ジ ェ ク トが 設 定 され て い る。

9

3.各 プ ロ ジ ェ ク トの 概 要

① 行,政 デ ー タ ・バ ン ク 所 要 資 金920億 円

本 プ ロ ジ ェ ク トの 目 的 は 現 在 官 庁 が 作 成 して い る行 政 関 係 の

諸 資 料 や デ ー タ を 分 散,集 中 の 二 本 建 て で 管 理 し,こ れ ら の デ

ー タ を 関 係 諸 官 庁 の 要 求 に 応 じて
,バ ッ ヂ 処 理 ま た は オ ン ・ラ

イ ン で 加 工,処 理 し,サ ー ビ ス し よ う、とす る もの で あ る。 こ れ
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を 通 じて 官 庁 の 行 政 施 策 の 立 案 に 資 す る と と もに ,大 学 ・一 般

企 業`二 も 公 開 し,外 部 情 報 の 有 力 な 供 給 源 とす る
。

シ ス テ ム は ① 行 政 資 料 の 情 報 検 索,② 政 策 モ ジ ュ ー ル お よび

政 策 モ デ ル ・ プ ロ グ ラ ム の 提 供 の2つ に 大 別 され,そ の 基 本 構

成 と して は,

① 国 の 重 要 統 計 資 料 は 過 去10年 分 に さか の ぼ り
,マ イ クn

フ ィ ッ シ ュ の 形 で 蓄 積 す る 。

② 使 用 頻 度 の 高 い 行 政 資 料 は 磁 気 テ ー プ の 形 で 保 管 し,自 動

倉 庫 に 格 納 す る。

、 ③ 政 策 の 策 定 に 必 要 な 政 策 モ ジ ュー ル ・ユ ニ ッ トを 多 数 用 意

す る と と も,こ れ を使 用 し て 政 策 を 立 案 す るた め の プ ロ グ ラ

ム を準 備 す る。

(注)政 策 モ ジ ュー ル とは 例 え ば 「1980年 に お け る府 県

別 の 小 学 校 数 の 算 定 」 とい っ た 場 合 に,こ れ に 必要 な

各 府 県 別 の 違 令 人 口 の 推 定 値 や 標 準 的 な 学 級 数 ・教 師

数 そ の 他 の 数 値 を1ユ ニ ッ ト と して 組 み 合 せ た 形 の も

の 。

② コ ン ピ ュ ー トポ リ ス 計 画 所 要 資 金3,600億 円

コ ン ピ ュ ー トポ リ ス と は 将 来 の 情 報 化 社 会 に 実 現 す る こ とが

予 想 され る 「情 報 化 都 市 」の こ と で あ り,こ の プ ロ ジ ェ ク トで
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は 多 摩 ニ ュ ー タ ウ ンの よ うな こ れ か ら 建 設 され る ニ ュ ー タ ウ ン

を対 象 と して,将 来 の 情 報 化 都 市 の モ デ ル 的 な 実 験 を 行 な う。

都 市 の 情 報 化 の 中 核 とな る シ ス テ ム は ①CATV(有 線 テ レ

ビ 網),②CVS(無 人 操 縦 交 通 シ ス テ ム),③ 無 人 、

化 ス ー パ ー,④ 地 域 健 康 管 理,⑤ 地 域 冷 暖 房 の5つ で 構 成 され

る。

CATVは 単 な る多 チ ャ ネ ル の テ レ ビの 有 線 放 送 だ け で な く,

家 庭 か ら も イ ン ク ワ ィア リー の で き る双 方 交 通 と し,主 要 な 情

報 サ ー ビス は ① 地 域 ニ ュ ー ス,② 買 物 ・レ ジ ャ ー 相 談,③ 火 事

な どの 緊 急 通 報,④ 医 療 育 児 相 談,◎ 教 育 な ど。
"

CVSは ニ ュ ー タ ウ ン の 中 に,CVSの 交 通 網 を 敷 設 し,

そ の 軌 道 上 に2人 乗 りの 無 人 運 転 車 が 配 置 され る。

ま た 無 人 化 ス ー パ ー は生 鮮 食 品 を 中 心 に,自 動 冷 凍 倉 庫 と,

サ ン プル ・セ リン グ ・シ ス テ ム と,磁 気 カ ー ドを 結 び つ け た 無

人 化 スー パ ー を 開 設 し,こ れ と産 地 と を 直 接 結 ぶゆ

さら に 地 域 健 康 管 理 に つ い て は ニ ュー タ ウ ンの 住 民 全 部 に 対

し,個 人 別 の 医 療 デ ー タ ・フ ァイ ル を 作 成 す る と と も に,年2

回 定 期 的 な 健 康 診 断 を 行 な い,疾 病 の 予 防 と,健 康 管 理 を重 点

と した 医 療 情 報 シ ス テ ム を 実 施 す る。
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③ 広 域 ・遠 隔 医 療 シ ス テ ム 所 要 資 金700億 円

長 期 基 本 計 画 に あ る各 種 の 医 療 プ ロ ジ ェク トを 総 合 的 に と り

入 れ た モ デ ル 実 験 地 区 を 選 定 す る 。

シ ス テ ム と して は,完 全 オ ー トメ 化 した 病 院 に お け る 地 域 健

康 管 理 シ ス テ ム を 中心 と して,こ れ に 遠 隔 医 療 お よ び 救 急 医 療

シ ス テ ム を 組 み 込 む 。

地 区 と して は10万 人 ぐ ら い の 住 民 を対 象 と し,病 院 事 務,

診 断,治 療,臨 床,医 学 研 究 な ど トー タ ル ごシ ズ テ ム と して の

理 想 的 な オ ー トメ化 病 院 を 建 設 し,こ れ に 医 療 工 学 研 究 所 を 付

属 さ せ,最 新 のME機 器,技 術 と病 歴 フ ァイ ル を結 び つ け た 医

療 工 学 的 研 究 を 行 な う。

ま た こ の モ デ ル 病 院 と離 島 ・僻 地 を 結 ん で 問 診 と現 地 の病 状

検 査 と病 歴 フ ァイ ル を結 ん だ 遠 隔 医 療 シ ス テ ム の 標 準 的 モ デ ル

を 開 発 す る と と も に,周 辺 地 区 の 交 通 事 故 な どに よ る救 急 医 療

シ ス テ ム を も組 み 入 れ る。

④ コ ン ピ ュ ー タ志 向 教 育 実 験 学 区 所 要 資 金820億 円

教 育 大 の よ うな 大 学 を 中心 と し,周 辺 の 幼 稚 園,小,中,高

校 と を 結 ん だ コ ン ピ ュ ー タ志 向 教 育 の 実 験 学 区 を設 定 す る。

プ ロ ジ ェ ク トの 内 容 と して は長 期 基 本 計 画 に あ る各 プ ロジ ェ

ク ト① 学 校 事 務 のEDP化,② 個 別 学 習 指 導 シ ス テ ム,③ コ ン ビ
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ユ 一 夕志 向 教 育,④ 教 育 科 学 研 修 セ ン ター の 全 部 を 複 合 的 に 組

み 入 れ,① 将 来 の コ ン ピ ュ ー タ 志 向 教 育 に 当 っ て の 問 題 点,②

標 準 的 な 教 育 シ ステ ム の 設 計,③ 知 識 ネ ッ ト ワー ク に よ る教 育

効 果 の 測 定,④ 新 しい 画 期 的 な 個 別 学 習 シ ス テ ム の 開 発 な どに

資 す る。

こ の 場 合,と くに 問 題 解 決 型 の 個 別 学 習 を 中 心 と した コ ン ピ

ュ ー タ志 向 教 育 シ ス テ ム が 現 在 の 集 団 画 一 的 な 教 育 シ ス テ ム と

異 な っ た ど の よ うな 教 育 効 果 を あ げ ら れ る か に つ い て,客 観 的,

科 学 的 な デ ー タ の 集 収 と分 析 に 重 点 を お く必 要 が あ る。

教 育 に お け る コ ン ピ ュ ー タ の 導 入 に 対 し,現 場 の 教 師 の 積 極

的 な 協 力 が 重 視 さ れ る だ け に こ の 点 が と くに 重 要 で あ る。

⑤ 広 域 公 害 防 止 シ ス テ ム 所 要 資 金1,800億 円

公 害 指 定 地 区(た と え ば 水 島 地 区 な ど)を 対 象 と した 総 合 的

な 公 害 防 止 シ ス テ ム を 開 発 す る。 こ の 場 合,そ の 地 区 に 設 置 さ

れ る 地 区 公 害 情 報 セ ン タ ー を 中核 と し,こ れ と公 害 発 生 地 点 ま

た は 発 生 源 と通 信 回 線 で 結 ん だ 直 接,間 接 の 予 測,警 告,制 御

シ ス テ ム を 開 発 す る。 公 害 の 対 象 と して は 工 場 公 害 だ け で な く,

大 気 汚 染,海 水,河 川,ゴ ミな ど各 種 の 公 害 を 含 め,発 生 源 と

して は 工 場 ビル,自 動 車 な どす べ て を含 め る。

ま た,こ の セ ン タ ー に 隣 接 して,公 害 防 除 研 究 セ ン タ ー を 設
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置 し,公 害測 定 器 や 公 害 防 除 技 術,廃 棄 物 処 理 ,加 工 な どの 技

術 を 研 究,開 発 す る。

さ ら に,一 般 市 民 の 協 力 を得 るた め に ,セ ン タ ー 内 に,公 害

防 除 市 民 会 議 の ご と き も の を設 け る
。

噺

●

⑥ 頭 脳 集 団 セ ン タ ー 所 要 資 金1,190億 円

都 心 に 霞 ケ 関 ビル 級 の 超 高 層 ビル を建 設 し,そ の 中 に,国 立,

民 間 を 含 め,各 種 の シ ン ク ・タ ン クを 集 め ,一 大 シ ン ク ・タ ン

ク の 集 団 地 区 を 出 現 させ る。 こ の ビル に は シ ン ク ・タ ン ク に 必

要 な 共 通 施 設 をす べ て 完 備 す る。(コ ン ピ ュ ー タ,各 種 モ デ ル,

プ ロ グ ラ ム ・ラ イ ブ ラ リ,デ ィス カ ッ シ ョ ン ・ル ー ム
,実 験 施

設 な ど)

ま た この セ ン ター と 政 府 の デ ー タ ・バ ン クや 科 学 技 術 情 報 セ

ン タ ー そ の 他 の デー タ ・バ ン ク と オ ン ・ラ イ ン で 結 ぶ
。

将 来,プ ロジ ェ ク ト単 位 で 一 時 的 に 結 成 され る シ ン ク.タ ン

ク に も 施 設 を 開 放 す る こ と が ,シ ン ク ・タ ン ク の 育 成 に と っ て

重 要 で あ る。

ま た こ の セ ン タ ー に 企 業 の 管 理 者 や 専 門 技 術 者 の た め の 大 学

院 と 同 格 の 教 育 ・研 修 セ ン タ ー を お き,長 期 コー ス(1～2年

間)を 開 講 し,社 会 人 の 修 士,博 士 ク ラ スの 育 成 を計 る と と も

に,ア メ リカ の 大 学 の ビ ジ ネ ス ・ス ク'一 ル の 第1級 講師 を招へ い
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す る。

さ ら に,市 民 参 加 セ ン タ ー を 併 設 し,市 民 が 公 共 的 な 社 会,

経 済 的 諸 問 題 に つ い て,政 策 モ デ ル を使 用 した シ ミュ レ ー シ ョ

ンや グル ー プ討 議 に 参 加 で き る よ うに 政 治 に 対 す る民 意 反 映 シ

ス テ ムの モ デル 実 験 を や る。

⑦ 中小 企 業 のMIS化 所 要 資 金390億 円

東 京 都 内 の 青 色 申告対 象事 業 所(約12万)を 対 象 と して,

青 色 申 告のEPP化 をテ コ と して,中 小 企 業 の 近 代化 を促 進 す

る。

こ の た め,約1万 ぐら い の 事 業 所 を 選 ん で 企 業 診 断,経 営 管

理 資 料(毎 月)の 提 供 を行 う こ と と し,そ の た め の 中 小 企 業 情

報 セ ン タ ー を 設 置 す る。 ま た 対 象 事 業 所 に は 端 末 機 を お き,セ

ン タ ー と リモ ー ト ・バ ッ ヂ に よ る デ ー タ の 入 出 力 を可 能 にす る。

セ ン タ ー に は 各 種 の 中 小 企 業 診 断 用 の デ ー タ や フ ァイ ル を備

え,専 門 指 導 員 を常 置 さ せ る。

ま た,中 小 企 業 経 営 者 や 経 理 担 当者 の 研 修 施 設 を 付 属 させ る。

従 来,中 小 企 業 の 近 代 化 が 容 易 に 効 果 を あ げ て い な い 経 験 に

か ん が み,青 色 申告 のEDP化 を 中 心 に,本 格 的 な 経 営 の 近 代

化 を 実 現 す るの が,こ の プ ロ ジ ェ ク トの 狙 い で あ る。
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⑧ 労 働 力再 開 発セ ン タ ー 所 要 資金550億 円

この セ ンター は 主 と して 中 ・高年 層 の 能 力再 開 発 を 目的 と し,

常 時1,000人 程 度 を収 容で き る規 模 の もの とす る。

また,単 に 新 しい 技 能 を身 に つ け るこ とや 再 就職 の ため の

補 習 的な 技 能 訓 練 で は な く,各 人 のい まま での キ ャ リア ・プ ア

イル や 性 格 テ ス トな どに よ る本人 の適 性 や潜 在 能 力 の 発 見,開

発に 努 め る と と もに,カ ウ ンセ リ,ングや 指導 に よ って 本 人 が 自

主 的 に社 会復 帰す るた め の 計 画 化 や能 力 開 発 に と り組 む よ うに

仕 向け る。 そ して,再 就 職 とい った職 業 斡旋 で はな く,中 高 年

層 の 人 た ちが 自 ら進 ん で社 会 的 活 動に 復 帰 して 行 くよ うにす る

こ とを教 育,訓 練 の主 眼 とす る。

そ の ため,労 働 市 場 セ ン ター だ け でな く,新 しい 機 会 の 開発

に 役 立 つ よ うな 諸情 報 をで き るだけ広 い情 報 ネ ッ ト ・ワー クか

ら得 ら れ る よ うに工 夫 す る。

な お,こ の施 設 に は宿 泊 施 設 を充分 に 用 意 し,お 互 いの コ ミ

ュニ ケー シ ョン の 中か ら社 会 的 活 動へ の 復帰 の い と ぐち をつ か

む よ うにす る。

⑨ コ ン ピ ュー タ平 和 部 隊 所 要 資 金30億 円

発 展 途 上 国 へ の 経 済 援 助 の 有 力 な柱 と して コ ン ピ ュ ー タ平 和

部 隊 を 創 設 す る。 こ れ に は コ ン ピ ュー タ 関 係 の シ ス テ ム ・ア ナ
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リス トや プ ログ ラ マー の外 に・,関 連技 術者 や マ ネ ジ ャー な どを

組 み 合 せ て,チ ー ム を編 成す る。

期 間 は一 プ ロジ ェク ト最 低2年 と し・ 発 展途 上 国 の 発展ig寄

与 す るプ ロジ ェ ク トを 重 点 的 に選 択 す る。..

ま た,単 な る コ ンサ ル テ ー シ ョ ンや社 会 開 発 モ デル の 開発 だ

け で な く,こ れ に 関 連 して 必要 とな る各 種 の 技 術 や 施 設 の援 助

もつ け 加 え る。

こ れ か らの 発 展 途 上 国 援 助に 当 っ て は,対 象 国 の 工 業 化や 資

源 開 発 へ の 援 助 だけ で はな く,医 療,教 育 な ど社 会 福 祉 的な援

助 が重 要 に な って く る し,さ らに 工 業 化 と情 報 化 を並 行 させ な

が ら 発展途 上 国 の 近 代 化 を進め るこ とが新 しい援 助政 策 にな っ

て く る。

さ らに,医 療 ・教 育 の分 野 で の援 助 に 当 って,わ れ わ れの 情

報 社 会化 計 画 に織 りこ まれ て い る離 島 ・僻 地 に 対 す る遠 隔医 療

シ ステ ムや 通 信 回 線 で結 ん だ コ ン ピ ュー タ志 向教 育 の 技 術 が大

きな役 割 を果 す よ うにな るこ とが 強 調 されね ば な らな い し,も

しこの よ うな コ ン ピュー タ平和 部隊 が 創 設 され た場 合,日 本 の

若 いSEや プ ログ ラ マー に とって 非 常 な 刺 戟 に な るこ とも確 か

で あ る。
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B.長 期 基 本 計 画

1.計 画 の 概 要

わ が 国 に お け る情 報 化 社 会 の 究 極 目標 と して 「人 間 の 知 的 創

造 力 の 一 般 的 開 花 を も た らす 社 会 」 の 実 現 を 目 指 す が,こ こ

ま で に い た る 中 間 段 階 と して,1985年 ま で に こ の よ うに 情

報 化 社 会 が 成 立 す るた め の 社 会,経 済 的 環 境 や 主 体 的 条 件 を 整

備 す る た め に 「コ ン ピ ュー タ ・マ.イ ン ドの 定 着 」 と い う中 間 目

標 を 設 定 し,そ う した 目標 を 達 成 す るた め の 骨 か く と な る よ う

な タ ー ゲ ッ トを 複 合 的 な 形 で 選 定 し,そ の そ れ ぞ れ に つ い て,

達 成 年 次 や 中 間 目標,手 段 目標 を 設 定 し,こ れ ら を 実 現 す るた

め の 具 体 的 な 手 段,方 策 を 策 定 す る。

期 間 は1972年 か ら85年 ま で の14年 間 と し,こ の 間 に

総 額20兆 円 の 国 家 資 金 を 投 入 す る。

所要資金 はその大 部分 を国の財政資金に依 存 し,ま た第 三 セ ク ター の

育 成 ・活 用 を 計 る 点 は 中 期 イ ンパ ク ト計 画 と同 様 で あ る。
1

2.プ ロ ジ ェ ク トの 選 定

本 計 画 に お い て 選 定 され る プ ロ ジ ェ ク トな い し タ ー ゲ トは つ

ぎの 基 準 に よ る。

① 中 間 目 標 と して の コ ン ピ ュ ー タ ・マ イ ン ドの 定 着 に 重 要 な
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条 件 とな る よ う な も の

② コンピュータ ・オ リエ ンテ ッ ドな社会 ・経 済環境 の整備 に役 立つ もの

③ コン ピュー タ ・オ リエ ンテ ッ ドな行動主体 の 確 立 に 貢 献 す る も の

④ 将 来 起 る と予 想 され る情 報 公 害 の 防 止 に 役 立 つ もの

⑤70年 代 に お い て 深 刻 化 の 予 想 され る社会経済的諸問題(公 害,

交 通 難 な ど)の 解 決 に 役 立 つ も の

⑥ 社 会 的 分 野 の 情 報 化 で,企i業 の コ マ ー シ ャル ・ベ ー スに の

りに くい も の

⑦ 将 来 の 情 報化 社 会 の 実 現 に 欠 くこ とが で きな い が,長 期 的

な 視 野 で と り く ま ね ば な ら な い 性 格 の も の

以 上 の よ うな 選 択 基 準 に 従 っ て,① 全 国 情 報 ネ ッ ト ・ワー ク の

形 成,② 行 政 の 合 理 化,③MISの 高 度 化,④ コ ン ピ ュ ー タ志 向

教 育,⑤ 医 療 の 近 代 化,⑥ 公 害 防 止 シ ス テ ム,⑦ 流 通 機 構 の 近 代

化,⑧ 交 通 体 系 の シ ス テ ム 化,⑨ ホ ー ム ・ター ミナ ル の 普 及,⑩

情報化の国際協 力,⑪ 情 報 デ ィ メ リ ッ ト対 策 の11a2重 点 的 な タ ー

ゲ ッ トお よ び プ ロ ジ ェ ク トを 選 定 す る。

ま た,各 タ ー ゲ ッ トの 達 成 に 当 っ て は,そ れ ぞ れ に つ い て 中 間

目 標 や 手 段 目標 を 選 定 す るが,そ の 場 合 ① 小 規 模 の モ デ ル か ら段

階 的 に 規 模 を 拡 大 す る,② 利 害 関 係 者 や 団 体 の 比 較 的 抵 抗 の 少 な'

い 分 野 か ら は じめ,漸 次 制 度 の 根 本 的 変 革 を 必 要 とす る分 野 へ 発
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展 させ る,③ コ ン ピ ュ ー タ を利 用 した 知 的 創 造 能 力 を 開 発 す るた

め の 教 育 を 先 行 させ る と い っ た3つ の 設 定 基 準 を 設 定 した 。

L
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3.各 プ ロ ジ ェ ク トの 概 要

① 全 国 情 報 ネ ッ トワー ク の 形 成

全 国 的 な 規 模 で の 情 報 ネ ッ トワー ク(デ ー タ通 信 網)の 形

成 は 将 来 の 情 報化 社 会 実 現 に 当 っ て そ の 基 礎 とな る もの で あ

る。 過 渡 的 に は 現 在 の 電 話 回 線 を 使 用 す るが,将 来 の デー タ

通 信 に お い て は ① フ ァク シ ミ リや 映 像 の 伝 送 ②TSSに よ

る 多 重 化,③ 高 速 性 と信 頼 度 の 向 上 な ど量 ・質 両 面 か ら の 向

上,拡 大 が 予 測 さ れ る の で,こ れ に 対 応 す る た め 広 帯 域 回 線

1

、を含 め だ デ ー タ通 信 網 を別 個 に敷 設 す べ きで,あ る と考 え ら

L亘 る.

そ こ で,1985年_,広 帯 ⌒ 網 に よ る1
「

デ_飛 信 回 線 … 万 回 線 を 実 現 す る.差 当(力

は 東 京 ・大 阪 な どの 大 都 市 お よび 離 島 僻 地 な どか ら は じめ ・

漸 次,他 の 一 般 都 市(含 む 農 村)に 拡 大 して 行 く。

ま た,デ ー タ 通 信 網 の 利 用 に 関 連 して は,電 々公 社 と一 般

企 業 と の 公 正 競 争 の 原 則 を明 確 化 す る と と もに,寛 々公 社 は

① 全 国 的 規 模 の もの で,② 公 共 性 の 強 い 分 野 に 情 報 サ ー ビ ス

を 重 点 的 に 取 り扱 う こ とが 望 ま しい 。,

さ ら に ・ 通 信 回 線 料 金 に つ い て』ま・ 電 話 回 線 料 金 とは 別 の
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料 金 体 系 と し,と くに 教 育,医 療 な どの 公 共 的 利 用 に つ い て

は そ の 大 量 需 要 が み こ ま れ るの で 特 別 会 計 な どに よ る低 料 金

制 が と られ る必 要 が あ る。

② 行 政 の 合 理 化

行 政 の 合 理 化 に つ い て は,そ の 中核 的 な ター ゲ ッ トと して,

行 政 デ ー タ バ ン ク の 設 置 を 目 指 す 。 こ れ は2段 階 に 分 け,前

段 で は テ ー プ ・ベ ー ス の 自 動 倉 庫 と,マ イ ク ロ フ ィ ッ シ ュな

ど を 活 用 した デ ー タ ・バ ン ク を1976年 ま で に 設 置 す る。

デ ー タ と して は 政 府 の 基 本 的 な 行 政 資 料 や 統 計 デ ー タ の 中,

と くに 各 省 で 共 通 して 利 用 す る頻 度 の 高 い もの を選 定 して 過

去10年 分 を フ ァイ ル し,重 要 な も の は 個 票 ベ ー ス とす る。

こ の プ ロ ジ ェ ク トに 関 連 して,安 価 大 容 量 の 記 憶 装 置 と デ ー

タ ・ベ ー ス ・マ ネ ジ メ ン トの ソ フ トウ ェ ア を 開 発 す る。 後 段

で1985年 ま でに 行 政 情 報 セ ン タ ー に 発 展 させ,前 述 の 基

本 デ ー タに 加1し て,政 策 立 案 の た め の 各 種 政 策 モ デ ル を 開 発

し,こ れ に 使 用 す る政 策 モ ジ ュー ル を 多 数 用 意 す る。 な お こ

れ ら 行 政 チ ー タ ・バ ン ク は 一 般 企 業 や大 学 に も公 開 し,利 用

で き る よ うに す る。

つ ぎの サ ブ ・ター ゲ ッ トと して 政 策 科 学 研 修 セ ン ター の 設

置 を 考 慮 す る。 こ れ は,官 庁 の 中堅 幹 部 に コ ン ピ ュー タ を利
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用 した 高 度 な 政 策 科 学 の 知 識,技 術 を 習 得 す るた め の も の で,

海 外 留 学 制 度 を並 用 す る.

地 方 自 治 体 に つ い て も同 様 の 構 想 の も とに 自 治 行 政 デ ー タ

.バ ン ク を 設 置 し,政 策 科 学 自治 研 修 セ ン ター を 開 設 す る。

こ の ほ か,国 民 の 意 思 を 国 家 や 自 治 体 の 行 政 に 反 映 させ る

た め の 民 意 反 映 シ ス テ ム の モ デ ・レを ・985年 ま で に 実 現 す

る 。

③MISの 高 度 化

MIS(経 営 情 報 シ ス テ ム)の 高 度 化 は,オ ペ レ ー シ ョ ナ

ルMIS(現 場 段 階 の 総 合 的 なMIS)は 現 在 ほ ぼ 達 成 さ

れ て い る の で,マ ネ ジ ェ リア ルMIS(管 理 者 段 階)を19

80年,戦 略MIS(ト ッ プ段 階)を1985年,国 際MI

S(多 国 籍 企 業 段 階)を1990年 に,そ れ ぞ れ 対 象 企 業 の

70%以 上 に 定 着 さ せ る よ う に す る。 そ して,MISそ れ 自

体 の 発 展 は 企 業 の 努 力 に 任 か せ,政 府 は こ れ を,側面 的 に 促 進

す るた め の 諸 施 策 を 推 進 す る。

そ の た め に,1976年 ま で にMIS研 修 セ ン タ ー を 政 府

の 長 期 融 資 に よ っ て 設 置 す る。 企 業 の 管 理 者 や 中 堅 幹 部 ・ 専

門 技 術 者 を 対 象 と し,長 期 コ ー ス と短 期 コ ー スに 分 け る。 こ

の プ ロ ジ ェ ク トの 中 で,会 話 モ ー ドの ラ ン ゲ ー ジ,自 動 ブ ロ
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グ ラ ミン グ の ソ フ ト ウ ェ ア を 開 発 す る。

ま た,東 京 ・大 阪 に そ れ ぞ れ50業 種 つ つ合 計100ケ 所

の 業 種 別 デ ー タ ・バ ン ク を 設 置 し,各 関 係 業 種 の 企 業 に 必 要

な 統 計 資 料 や デ ー タ を 蓄 積 す るほ か,こ れ を 利 用 す る場 合 の

ソ フ ト ・ウ ェ ア(予 測 モ デル や 構 造 モ デル,政 策 モ デ ル)な

ど を 開 発 し,企 業 に オ ー プ ン で 使 用 さ せ る。

さ ら に,1985年 ま で に 貿 易,貨 物 輸 送,航 空,気 象,

公 害 な どに つ い て 国 際 的 な デ ー タ ・ トラ ン ス ミ ッ シ ョ ン ・セ

ン タ ー10ケ 所 を 設 置 す る。 こ れ ら の セ ン タrは 刻 々 に 関 連

デ ー タ や ドキ ュ メ ン ト(書 式)を 収 受 し,蓄 積 し,伝 送 す る

が,そ れ だ け で な く国 際 法 規 に 関 連 あ る ドキ ュ メ ン トの チ ェ

ッ ク,管 理,レ フ ァラ ン ス の 機 能,権 限 を 持 つ 。 と くに 国 際

貿 易 デ ー タ ・ トラ ン ス ミ ッ シ ョ ン ・セ ン ター に つ い て は ジ ャ

ン ボ ・ジ ェ ッ トに よ る貨 物 の 超 高 速,大 量 輸 送 時 代 を迎 え,

そ の 設 置 が い そが れ て い るの で,1976年 ま で に そ の 実 現

を期 待 す る。

④ コ ン ピ ュ ー タ 志 向 教 育

コ ン ヒ。ユ 一 夕志 向 教 育 は コ.ン ピ ュ一 夕 ・マ イ ン ドの 定 着 の

ため 迂 回 的 で あ るが,も っ と も 効 果 的 な 手 法 で あ る。 そ こ で

長 期 計 画 の も と に 前 期(1972～80年)と 後 期(81～
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85年)に 分 け,前 期 は 学 校 事 務 の 合 理 化,個 別 学 習 指 導 な

ど,教 師 の 側 の ニー ズ が 高 く,か つ 比 較 的 受 け 入 れ ら れ や す

い プ ロジ ェ ク トを選 定 す る と と も に 教 育 科 学 研 修 セ ン ター を

設 置 して 情 報 化 社 会 に 対 応 す る新 しい タ イ プの 教 師 の 育 成 を

計 り,後 期 に 入 っ て か ら 本 格 的 な コ ン ピ ュー タ 志 向 教 育 を 展

開 す る。

学 校 事 務 の 合 理 化 は 時 間 割 り作 成,試 験 の 採 点,身 体 検 査,

IQテ ス ト,学 級 経 営評 価 な ど のEDP化 を1980年 ま で

に 全 国 の 小 中学 校 に 完 全 実 施 す る。 そ して こ れ を 通 じて ① 教

師 の 学 級 経 営 に お け る繁 雑 な 事 務 か ら の 解 放 と,② コ ン ビ ュ

タ,ア レル ギ ー の 解 消 を計 る。

個 別 学 習 指 導 シ ス テ ム は ① 各 生 徒 ご との 学 力 を 各 課 日 ご と

に 記 憶,理 解,応 用,総 合 判 断 力 な ど に わ け て 構 造 的 に 分 析

し,ま た ② ク ラ ス の 全 員 に 対 す る集 団 的 な 評 価 を 通 じて 各 人

の 相 対 的 な 位 置 や 特 殊 性 を適 確 に 把 握 し,③ それぞれの ウィー

ク ・ポ イ ン トを ド リル 方 式 で 個 別 に 指 導 す る。

教 育 科 学 研 修 セ ン タ ー に は 教 育 科 学 研 究 所 を付 属 させ,新

しいCAI機 器 や 技 法 を フ ル に 活 用 した教 育 を 実 施 し,優 秀

な 教 職 員 に は さ ら に イ ン ス トラ ク タ ー と して の 教 育 を ほ ど こ

し,研 修 指 導 要 員 の 補 充 ・強 化 に 努 め る。
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さ らに コ ン ピ ュ ー タ 志 向 教 育 に 関 して は,モ デル 実 験 学 区

に お け る実 験 成 果 を と り入 れ,漸 次 他 の 学 区 に 拡 大 し,19

85年 ま で に 全 国 の 幼 ・小 ・中 ・高 校(51,000校)に 自

己 学 習 用 の 端 末 機 を 備 え た 専 用 教 室 を整 備 す る。

な お コ ン ピ ュ ー タ志 向 教 育 の 実 施 に 当 っ て は と くに ① 幼 児

の 潜 在 能 力 の 開 発,② 問 題 解 決,知 的 創 造 力 の 育 成 と,③ 自

己 規 制 と多 元 的 民 主 主 義 を 中 心 と した 新 しい 倫 理 教 育 を 重 視

し,④ 幼 少 年 の 英 才 教 育 に つ い て は,第 三 セクターの活用 を計 る。

⑤ 医 療 の 近 代 化

医 療 の 近 代 化 は コ ン ピ ュー タ志 向 教 育 と並 ん で,社 会 的 情

報 化 の 主 柱 を な す が,こ の 分 野 も教 育 と同 様 に も っ と も保 守

的 で,新 しい シ ステ ム の 導 入 が 困 難 視 され る分 野 で あ る。

そ こ で,こ の プ ロ ジ ェ ク トも教 育 同 様,社 会 的 ニ ー ズ が 高

く,か つ 比 較 的 実 現 の 容 易 な 救 急 医 療 シ ス テ ム と遠 隔 医 療 シ

ス テ ム を 先 行 させ、 後 段 で 総 合 病 院 の オー トメ化 と広域健 康管 理

シ ス テ ム の 実 現 を 目 指 す 。

救 急 医 療 シ ス テ ム に つ い て は1980年 ま で に 人 口50万

以 上 の 都 市 に 対 して 交 通 事 故 そ の 他 に 対 す る救 急 医 療 情 報 シ

ス テ ム を実 施 す る。 そ の た め 緊 急 診 断 装 置 を備 え た 救 急 車 や

通 過 道 路 の 緊 急 交 通 管 制 シ ス テ ム を合 せ て 開 発 す る。 ま た 専

一42一



故 発 生 デ ー タや 患 者 の 治 療 記 録 を フ ァ イル し,分 析 す る こ と

に よ っ て 事 故 防 止,救 急 治療 の 改 善 に 資 す る。

遠 隔 医 療 シ ス テ ム に つ い て は,1985年 『まで に 全 国 の 離

島 ・僻 地570ケ 所 に 対 して 完 全 実 施 を 目 指 し,都 市 の 総 合

病 院 と離 島 僻 地 の 保 健 所 とを オ ン ラ イ ン で 結 び,① テ レ ビ電

話 に よ る 問 診,② 高 性 能 の 総 合 症 状 検 出 機 器 と,③ 個 人 別 医

療 フ ァイ ル を組 み 合 せ た シ ス テ ム を 開 発 す る。

総 合 病 院 の オ ー トメ 化 は病 院 事 務(予 約 制,点 数 計 算,薬

剤 管 理,べ1ソ ト管 理 な ど)の 自 動 化,機 械 化 と診 断 ・治 療 の

効 率 化 を計 る。1976年 ま で に 救 急 ・遠 隔 医 歴 シ ス テ ム と

結 び つ け た モ デル 総 合 病 院 を 建 設 し,そ の 経 験 を も とに,標

準 的 な オ ー トメ化 総 合 病 院 の 規 格 化 を 計 り,1985年 ま で

に 各 府 県 に3ケ 所 宛,総 合 病 院 を 開 設 す る。 こ の た め に 第3

セ ク タ ー と して 病 院 供 給 公 社 を 創 設 す る。

ま た 広 域 健 康 管 理 シ ス テ ム と して は1985年 ま で は 人 口

50万 人 に つ い て1ケ 所 当 て に 健 康 管 理 セ ン タ ー(i,500

ケ 所)を 設 置 す る こ と を 目標 と し,毎 年2回 金 住 民 の 健 康 診

断 を 実 施 し,そ の デ ー タ を 基 に して 全 国 民 の 個 人 別 健 康 プ ア

イ ル を 整 備 す る。 そ の 前 段 と して,差 当 りは1976年 ま で

に 血 液 型,異 状 体 質 な ど を 記 録 し～ヒ健 康 手 帳 を 作 成 す る と と
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もに,大 都 市,中 都 市,農 村 地 区 な どの タイ プ別 に健 康 管 理

セ ン ター のモ デル を開 発す る。

⑥ 公 害防 止 シ ステ ム

1980年 ま でに 主 要 公害 指 定地 区 に対 し地 区 公 害防 止 シ

ステ ム を実 施 し,同 じ く80年 まで に大 都 市 の総 合公 害防 除

シ ステ ムを 実 現 し,85年 ま でに全 国 公 害 情報 セ ン ター を設

置 す る。

地 区 公害 防 除 シ ステ ムに つ い ては発 生源(工 場 な ど)に 各

種 測定器 をつ け た直 接 の警 告 ・予 測 ・制御 シ ステ ム を実施 す

る。 これ と並行 し,公 害 防 止 技 術,廃 棄 物の 無 害 化,加 工 に

よ る有 用 物化 の ため の新 しい技 術 や機 器,施 設 の 開発 の ため

に1,000億 円 の開 発資 金 を投入 す る。

大 都 市 総 合 公 害防 除 シ ステ ムは東京,大 阪 な どの大 都 市 お

よび その 周 辺 の 大 気,河 川,ゴ ミ,騒 音 な ど全 般 に わ た る総

合 的 な公 害 防 除 シ ステ ム を実現 す る。 この ため 交 通 管 制 や化

学 公害 対 策,都 市 再 開 発 な どの 諸 対策 や地 域 の住 民 運動 や協

力体 制 な ど総 合 施 策 を推 進 し,少 くと も1980年 ま でに公

害最 低 基 準 達 成 を 目指 す。

さ らに 全 国 公 害情 報 セ ンターの主要 任 務 は全 国 的規 模 の海

岸 ・大 気 を含 め た総 合 的 な短 期 ・長 期 の 公 害 の 予防,事 前 調
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整 に あ る。 と くに 未 発 見 の 諸 公 害の 発 見 や 将来 発 生 を予 想 さ

れ る新 しい タ イ プの 公 害 の 予 知 とその対 策 に つ い て の調 査,

研 究 を重 視す る。 この ため に 各種 の実 験 装 置や 技 術 を完備す

る と と もに,超 大 型 コ ン ピュー タ とエ コ ロジ ー ・モ デル を使

用 した シ ミュ レー シ ョン を実 用 化す る。 また そ の 成 果 を も と

に 国 際間 の協 力 を強 化 す る。

⑦ 流 通 機構 の 近 代 化

生 鮮 食品 を 中心 とす る日用 消 費 物 資の 供給 と価 格 の 安定 を

計 る た め に,大 型 ス ー パ ー の シ ス テ ム イヒを 計 り,こ れ と産 地

と を コ ー ル ド ・チ ェ ー ン を通 じて 直 結 させ る。

大 型 スー パ ー は5,000世 帯 当 りに1ケ 所 宛 設 置 し,19

85年 ま で に 全 国 の100万 以 上 の 都 市 に 合 計1,000ケ 所

を 実 現 す る。 シ ス テ ム の 基 本 は ① 冷 凍 自 動 倉 庫,② サ ン プル

・セ リン グ ,③ 磁 気 カ ー ドを 結 び つ げ た トー タ ル ・シ ステ ム

とす る。.

1980年 ま で に まず モ デ ル 地 区 と して 「大 阪 市 お よび そ

の 周 辺 地 区 を含 め て,20ケ 所 の 大 型 ス ー パ ー を 開 設 し,85

年 ま で に 全 国 の 主 要 都 市 に 拡 大 して 行 く。

こ の だあ の 所 要 資 金 は 国 が 長 期 融 資 し,生 鮮 食 品 小 売 業 対

策 と して,中 小 企 業 者 の 協 同 化 を 奨 励 す る。
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⑧ 交 通 体 系 の シ ス テ ム化

交 通 体 系 の シ ス テ ム は ①CVS(C・mputer-c・ntr・11ed

VehicleSystem無 人 操 縦 交 通 シ ステ ム)と 広域 交 通 情 報 シ

ス テ ム の2つ に 分 け る。

CVSは 主 と して ニ ュ ー タ ウ ン お よ び 大 都 市 の 都 心 地 区 を

対 象 と し,コ ン ピュ ー タ 制 御(無 人 操 縦,高 能 率 運 転)の 新

しい 都 市 内 交 通 シ ス テ ム で あ り,.す で に そ の モ デ ル は 開 発 ず

み で,こ れ を差 当 り1976年 ま で に 多 摩 ニ ュ ー タ ウ ンの よ

う な ニ ュー タ ウ ン地 域 で 実 際 に 運 営 し,そ の 経 験 を も とに 漸

次 大 都 市 の 都 心 地 区 を 中 心 に こ れ を拡 大 実 用 化 し,1985

年 まで に は 東 京,の 都 心 地 区 に 実 施 す る 。',

ま た 広 域 交 通 情 報 シ ス テ ム は ① 広 域 集 中 ダ イ ナ ミ ヅ ク ・コ

ン ト ロー ル 方 式(数10ケ 所 の 信 号 機 や 方 向 指 示 機 を交 通 の

渋 滞 情 況 に 応 じて 刻 々 に ダ イ ナ ミ ッ ク に 変 更 しな が ら 車 の 流

れ を 制 御 す る方 式)と ② メ ッ シ ュ別 交 通 情 報 シ ス テ ム(道 路

交 通 地 域 を 細 分 化 し,ド ラ イ バ ー が 刻 々 に 通 過 予 定 地 区 の 交

通 情 報 が カ ー ・ ラ ジ オ を 通 して 得 ら れ る シ ステ ム)の 組 み 合

せ に よ っ て 構 成 され る。

1976年 ま で に100万 以 上 の 大 都 市 の 渋 滞 地 域 に こ れ

を 実 施 し,85年 ま で に は 全 国 の 高 速 道 路 網 と50万 以 上 の
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主 要 都 市 に 拡 大 す る。

⑨ ホ ー ム ・タ ー ミ ナ ル の 普 及

ホ ー ム ・タ ー ミナ ル の 普 及 は,情 報 化 社 会 の 最 高 段 階 に い

た る重 要 指 標 の1つ で あ る。 本 計 画 で は こ れ を 前 段 と後 段 に

分 け,前 段 は1980年 ま で と し,主 と して 経 営 者,管 理 者,

専 門技 術 者,中 小 企 業 主 な どが 自 宅 で業 務 用 に 使 用 し,家 庭

の 主 婦 や こ ど もは 限 界 利 用 者(付 加 的 に 利 用 す る こ と)に 止

ま る段 階 で あ り,後 段 に 入 っ て ホ ー ム ・タ ー ミナ ル の 購 買主

体 が 現 在 の テ レ ビの よ うに 家 庭 の 主 婦 や こ ど も に 漸 次 移 り

85年 ま で に 全 世 帯 の1%に ホ ー ム ・タ ー ミナ ル が 普 及(25

万 台)す る こ と を想 定 す る。

な お80年 に お け る ホ ー ム ・ター ミナ ル の 普 及 程 度 は 企 業

の 経 営,管 理 者1万 人(全 体 の5%),専 門 技 術 者3.5万 人

(全 体 の1%)卑 小 企 業 者(青 色 者 全 体 の1%),計6万 個

を想 定 し,そ の 場 合 のTSSに よ る情 報 費 用 と して 月額10

万 円 を 見 込 ん で い る。

ま た,85年 に お け る 普 及 台 数25万 台 の 実 現 の 前 提 条 件

と して ① 勤 労 者 所 得(4人 世 帯)が 名 目 で 月 収35万 円に な

り,② ポ ー ム ・タ ー ミナ ル が30万 円,TSS料 金 が 月額5'

万 円 程 度 に そ れ ぞ れ 下 り,③ 情 報 ナ ー ビ スが 買 物,育 児,教
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育,家 計 な ど多 様 化 し,④ 国 民 の 行 動 や 思 考 様 式 が モ ー タ リ

ゼ ー シ ョ ン か ら コ ン ピ ュ ー タ リゼ ー シ ョ ン に 漸 次 移 行 す る こ

とな ど を 想 定 して い る。

⑩ 情 報 化 の 国 際 協 力

発 展 途 上 国 に 対 す る経 済 援 助 と して 従 来 の 工 業 化 や 文 化 的

援 助 に 加 え て,新 しい 形 態 と して 情 報 化 に よ る経 済 援 助 が 考

え ら れ る。

そ こ で,本 計 画 で はGNPの0.1%を こ の 種 の 情 報 化 を 通

ず る経 済 援 助 に あ て る こ と と し,こ れ は大 別 して ① コ ン ピュ

ー タ平 和 部 隊 の 派 遣
,② 国 際 教 育 ネ ッ ト ワー ク,③ 国 際 医 療

ネ ッ トワ ー クの3つ とす る。

、 ノ'

コ ン ピ ュー タ 平 和 部 隊 は 地 域 開 発 や 工 業 化 計 画 ,文 盲 の 解

消,風 土 病 の 撲 滅 な ど相 手 国 の 社 会 開 発,福 祉 の 向 上 を 目 指

した プ ロ ジ ェ ク トを と り あげ,シ ステ ム分 析 そ の 他 の 手 法 を

用 い て,そ の 具 体 的 な 社 会 シ ス テ ム を 開 発 し,こ れ に 必 要 な

技 術 や 設備,要 員,資 金 の 裏 付 け を し,1980年 か ら85

年 ま で に 総 額250億 円 を 支 出 す る。

ま た 国 際 教 育 ネ ッ ト・ワー ク は,コ ン ピ ュー タ志 向 教 育 に お

け る新 しいCAIシ ス テ ム(ComputerAssistedlnstruction

の 略)や デ ー タ 通 信 に よ る遠 隔 教 育 シ ス テ ム の 方 法 を 援 用 し
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て,こ れ を 国 際 版 に 変 容 し,そ れ ぞ れ の 国 情 に あ った も の を

開 発 し,そ の 開 発 に 当 っ て は 相 手 国 並 び に 他 の 関 係 諸 国 と協

力 す る。

同 様 に,国 際 医 療 ネ ッ ト・ワー クに つ い て も離 島 ・僻 地 に 対

す る遠 隔 医 療 シ ス テ ム の 技 術,経 幹 を フ ル に 活 用 す る。 な お

教 育,医 療 の 両 ネ ッ ト ・ワ ー ク に 対 す る国 際 的 な 拠 出金 は,

1985年 に お い て 年 間1,000債 円 程 度 を 見 込 む 。

⑪ 情 報 化 デ イ メ リ ツ ト対 策

情 報 社 会 化 計 画 の 進 展 に 伴 っ て 各 種 の 情 報 公 害 そ の 他 の デ

ィ メ リッ トの 発 生 が 予 想 され るの で,こ れ に 対 す る予 防,除

去 の た め の 諸 対 策 を 事 前 に 準 備 す る。

デ ィメ リッ ト対 策 は ① プ ラ イ バ シ ー の 保 護,② 情 報 の ス プ

ロー ル 化 の 防 止,③ 情 報 独 占 の 排 除,④ コ ン ピ ュー タ 犯 罪 の

防 止 な どの 情 報 公 害 対 策 と,① 技 術 の 陳 腐 化 と,② 省 力 化 に

よ る不 適 応 労 働 力 の 再 開 発 の2つ に 分 け る。 そ して 情 報 公 害

防 除 の た め の 具 体 的 方 策 と して,プ ラ イノミシー 保 護 法 そ の 他

の 法 律 に よ る 規 制 措 置 と情 報 ア セ ス メ ン ト機 関(lnformation

AssessmentB・ard)な どの 監 視 ・調 整 機 関 の 設 置 とい う二 面

的 方 法 を採 用 す る。

と くに 情 報 再 調 整 機 関 の 設 置 は ① 刻 々 に 発 生 す る多 数 の 異
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質 の情 報 を同 時 性 の 上 に立 って相互 に 関連 づけ,② 情報 の ス

プ ロー ル 化 を防 止す る と と もに,③ 人 間 相 互や 世代 間 の価 値

観や 思 考 の継 続 か ら くる情 報公 害 を防 止 し,④ 情 報 化 社会 に

対 応す る共 通 の 思考 様 式 を定 着 させ るた め に重 要 な 施策 で あ

る。

ま た不 適 応 労 働 力 の 再 開 発 に つ い て は,常 時1,000人 を

収 容 す る大 規 模 の 労 働 力 再 開 発 セ ン ター を1976年 ま で に

総 額500億 円 を も っ て 開 設 す る。 そ の 運 営 方 針 は 単 な る職

業 訓 練 や 再 教 育 で は な く,本 人 が 自 主 的 に 社 会 復 帰 す る た め

の 新 しい 機 会 を つ く り出 す よ うな カ ウ ンセ リン グ や 指 導 を 行

な う。
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第5章 メ リ ッ ト ・ デ ィ メ リ ヅ ト

情 報 社 会 化 計 画 が 実 現 さ れ た 場 合 に は 数 多 くの メ リッ トが 期 待

され る。 しか し,本 計 画 が 情 報 革 命 の 推 進 を 目 指 して い る以 上,

こ れ に 伴 うデ ィ メ リ ッ トの 発 生 も い ろ い ろ と予 想 さ れ る。 そ こ で,

メ リヅ トと デ ィメ リヅ トを 事 前 評 価 し,で き るだ け メ リ ッ トを 最

大 に す る と同 時 に デ ィ メ リ ッ トを 最 小 限 に 止 め る た め の 措 置 を 講

ず る必 要 が あ る。

そ こ で ます プ ロ ジ ェ ク ト別 に メ リッ ト ・デ ィメ リッ トを 検 討 し,

つ ぎに 計 画 全 体 が も た ら す 社 会 ・経 済 的 な メ リ ッ ト と デ ィメ リ ッ

.ト を総 合 化 した 形 で 事 前 評 価 す る こ とに す る。

1.プ ロ ジ ェ ク ト別 に み た メ リ ッ ト ・デ イ メ リ ツ ト

情 報 社 会 化 計 画 は 重 点 的 な プ ロジ ェ ク トを 中 心 に 策 定 され て

お り,各 プ ロ ジ ェ ク トご とに 個 有 の 性 格 か ら く る メ リ ッ ト ・デ

ィメ リッ トの 特 性 を 持 っ て い る。

第6表 は,こ れ ら に つ い て,コ ス ト面 を付 加 した メ リッ ト ・

デ ィメ リッ トの 総 合 評 価 を 行 な い,さ ら に こ れ を い くつ か の 類

型 に パ タ ニ ン化 した もの で あ る。

こ の 表 で,Aと 評 点 され て い る も の は,① コ ス トは か な りの資
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金 を 要 す る が,② メ リ ッ トも大 き くか つ 長 期 的 ・波 及 的 で,③

デ ィ メ リッ トの 比 較 的 少 な い もの で あ る。 そ して こ のAグ ル ー

プ に 属 す る も の は 「全 国 情 報 ネ ッ ト ・ワ ー ク 」 とrコ ン ピ ュー

タ志 向 教 育 』 『医 療 の 近 代 化 」の 三 つ で あ る。

す な わ ち 「全 国 情 報 ネ ッ トワ ー ク」 は ① 全 国 的 な デ ー タ通 信

網 の 確 立,② フ ァク シ ミ リや 映像 な ど高 度 な 情 報 の 高 速 ・多 重

伝 送,ま た 「コ ン ピ ュー タ志 向 教 育 」 は ① 個 別 能 力 主 義 教 育,

② 脱 学 年 制,③ コ ン ピ ュー タ マ イ ン ドの 定着,さ ら に 「医療 の

近 代 化 」 は ① 無 医 地 区 の 解 消,② 事 故 死 亡 率 の 減 少,③ 国 民 の

罹 病 率 の 低 下,平 均 寿 命 の 延 長 な どそ れ ぞ れ 大 き な 社 会 的 メ リ

ッ トが あ る。 こ れ に 対 し,そ の デ ィメ リ ッ ト と して は,① 巨 額

な 投 資 が 必 要 で,② 教 師 や 医 師 の 社 会 的 地 位 や 権 威 の 低 下 とい

った デ ィメ リッ トか あ るが,メ リッ トの 大 き さに くらべ て比 較

的 少 な い。

そ こ で こ のAグ ル ー プ に 属 す る プ ロジ ェ ク トは 長 期 的 視 野 の

も とに,計 画 的 ・段 階 的 に 推 進 す べ き,将 来 の 情 報 社 会 化 の 根

幹 を な す 性 質 の も の で あ る。

つ ぎ のBグ ル ー プ は ① コ ス トは そ れ ほ ど巨 額 で は な く,② メ

リッ ト も大 き い が,③ そ の 反 面 デ ィ メ リ ッ トも大 きい もの で,

r行 政 の 合 理 化 」 と 「MISの 高 度 化 」 『流通機構 の近代 化 」の
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三つ が これ に該 当す る。

す な わ ち,「 行 政 の 合 理 化」 の場 合.① 予 算 の 最 適 配 分,②

脱 省庁 化,③ 民 意 の 政 治へ の フ ィー ド ・バ ヅクな ど重要 な メ リ

ッ トが あ る反 面,① 政 府 へ の 情 報 集 中,② プラ イバ シーの侵 害

とい っ た重 大 な 管 理 社 会 化 へ の 危 険 性 を内 包 して い る。 また 「

MISの 高 度化 」 は① 経 営の 近 代化,② 企 業 の 国 際競 争 力の 強

化,③ 産 業 の 情 報 化 の促 進 とい った多 くの メ リッ トが あ る反 面 ・

① 省 力化や 専門 的 技 術の陳 庚 化 に よ る失 業,配 置 転 換 問題 ・ ②

オー トメ化 に よ る人 間 疎外,③ 企 業 の 巨大 化 に 伴 う国 際 支配 の

拡大 とい った デ ィメ リッ トの発 生 が 危倶 され る。

また 「流 通 機 構 の近 代 化」 は① 生 鮮 食 品 の 供 給 と価 格 の 安定

② 流通 機 構 の 簡 素化,③ 流 通 コ ス トの 低 減 とい った 画期 的な メ

リッ トが あ る反 面 ① 管理 価 格 の 危険 性 や,② 中小零 細 食 品業 者

の 転廃 業 とい う深 刻 な 社 会 問 題 の発 生 が予 想 され る。

そ こで,こ のBグ ル ー プに 属 す るプ ロジ ェク トに つ い ては,

その 実施 に 当 って予 想 され るデ ィメ リッ トを抑 止 す るため の 諸

対 策 が 事前 に 十 分 検 討 され,準 備 され る必要 が あ り,場 合に よ

っ ては そ の 実 施 の テ ンポ をゆ るめ る とい った 配 慮 が必 要 とな る。

っ ぎにCグ ル ー プ は ① その 社 会 的 ニ ー ズ が高 く,緊 急 性 を要

し,② その メ リッ トが 直 接 的 で 即効 的 だ が そ の 性 質 が 消 極的,
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③ か つ 比 較 的 コ ス トが 多 額 を 必 要 とす る もの で あ る。 そ して こ

れ に 属 す る もの はr公 害 防 止 シ ス テ ム 』と 「交 通 体 系 の シ ス テ

ム 化 」の 二 つ で あ る。 こ の 二 つ は 情 報 社 会 化 計 画 の 各 プ ロジ ェ

ク トの 中 で,現 在 も っ と も緊 急 性 を要 す る も の で あ る。 しか も

そ れ が 実 施 され れ ば 公 害 の 防 止,交 通 難 の 解 消 とい ら た 直 接 的

で 即 効 的 効 果 が あ が る。 しか しメ リッ トの 性 格 は どち ら か と い

え ば 消 極 的 で,コ ン ト ロー ル と して の 性 格 が 強 い 。 す な わ ち,

公 害 の 制 御 や 交 通 管 制 は い わ ば 高 度 成 長 の 歪 み に 対 す る デ ィメ

リ ッ ト対 策 で あ り,そ の 抜 本 的 解 消 に は よ り本 格 的 な 施 策 が 必

要 で あ る。 そ こ で,こ の 二 つ は 他 の プ ロ ジ ェ ク トに 先 行 して 早

急 に 実 施 され ね ば な ら な い が,「 公 害 防 止 シ ス テ ム」 に つ い て

① 公 害 物 質 の 無 害 化 や,② 有 用 物,の 加 工 転 化 に 関 す る 技 術 開

発,ま た 「交 通 体 系 の シ ス テ ム 化 」 に つ い て は ① 新 しい 広 域 交

通 シ ス テ ム の 開 発,② 都 市 の 再 開 発 や 地 方 分 散 とい っ た 抜 本 的

な 方 策 が こ れ と並 行 す る必 要 が あ る。

最 後 のDグ ル ー プ は ① メ リッ トが 大 き く,② デ ィ メ リッ トは

少 い が,③ ま だ そ の 需 要 が 潜 在 的 段 階 に 止 ま っ て い る も の で,

『ホ ー ム ・タ ー ミナ ル の 普 及 」と「情報化 の 国 際 協 力 」の 二 つ が

こ れ に 属 す る。

す な わ ち 「ホ ー ム ・タ ー ミナ ル の 普 及 」 は ① 個 人 の 知 的 創 造
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力の 向 上,② 高 度情 報 化社 会 の基 礎 条 件 をな す もの で あ るが ・

い ま まで に の べ た 各 プ ロジ ェク トが 具 体化 し,そ の 効 果 が 現実

の もの とな っ た段 階 で は じめ て そ の潜 在 的 需要 が 顕 現化 す る。

また 「情報化の国際協力は ① 発 展 途 上 国の 工 業 化や 文 化 水 準 の 向上

② 南 北 間 の 格 差 の 縮 少,③ 各 国 の グ ローバ ル 意 識 の 強 化 とい っ

た 大 きな メ リッ トが 期 待 され るが,こ うした こ と も国 内 におけ

る社会 的 情 報 化 が一 定 の 水 準に まで到 達 した後 に お い て は じめ

て 現実 的 な 課 題 とな り得 る。

そ こ で これち 二 つ の プ ロジ ェ ク トは本 計 画の 後 期,す なわ ち

1980年 以 降 に お い て 本 格 的 に と り組 まれ るべ き性 質 の もの

で あ る。

2.社 会 ・経 済 的 に み た メ リ ッ ト ・デ ィ メ リ ッ ト

つ ぎに,情 報 社 会 化 計 画 全 体 が も た ら す 社 会 ・経 済 的 な メ リ

ッ トお よび デ ィメ リッ トの 側 面 か ら こ れ を 眺 め て み よ う。

A社 会 ・経 済 的 な メ リ ッ ト

① 情 報 産 業 基 盤 の 確 立

情 報 社 会 化 計 画 が も た らす 第 一 の 経 済 的 メ リッ トは 情 報 産

業 基 盤 の 確 立 で あ る。 も しこ の 計 画 が そ の ま ま 実 施 され れ ぽ

① 向 う14年 間 に 総 額20兆 円 の 政 府 に よ る情 報 化 投 資 が 行

一55τ



われ,② 全 国的な 広帯域 のデー タ通信 網を中心 と した100万 回線が 整

備 され,③ コン ピ ュ ー タ産 業 お よ び ソ フ ト ウ ェ ア 産 業 に は

20兆 円 の 継 続 的 需 要 が 約 束 さ れ プ ④ 大 容 量 記 憶 装

置 や ホ ー ム ター ミ ナ ル な どの 新 技 術 や 機 器 の 開 発 が 進 み,⑤

医 療 教 育 な ど社 会 的 分 野 の 新 しい 潜 在 市 場 が 創 出 され る。

現 在 の 情 報 産 業 の 規 模 は コ ン ピ ュ ー タ産 業 が3,200億 円,

ソ フ トウ ェ ア 産 業 が300億 円 と推 定 さ れ て い る こ とか ら す

れ ば.20:兆 円 と い う政 府 の 情 報 化 投 資 は と の 約60倍 近

くに な り,本 計 画 の 持 つ 情 報 産 業 へ の イ ンパ ク トが い か に 強

い か が 解 る。

② 社 会 福 祉 の 飛 躍 的 向 上

第 二 の メ リ ッ トは 社 会 福 祉 の 飛 躍 的 向 上 で あ る。70年 代

に は 公 害,交 通,物 価 な どの 社 会 問 題 が 一 層 深 刻 化 す る と と

も に 所 得 水 準 の 向 上 に 伴 っ て 医 療 面 へ の 社 会 的 ニ ー ズ が 急 速

に 高 ま る こ とが 予 想 され る が,こ れ ら の 諸 問 題 は 情 報 社 会 化

計 画 の 推 進 に よ っ て 効 果 的 に 解 消 す る こ と が 可 能 に な る。 す

な わ ち 本 計 画 の 推 進 に よ っ て ま ず 医 療 面 で は ① 全 国570ケ

所 の 離 島 ・僻 地 の 無 医 地 区 が 解 消 し,② 全 国 に1500の

健 康 管 理 セ ン ター が 設 立 され,主 要 都 市 に オ ー ト メ 化 病 院

が 整 備 され る。 そ の 結 果,国 民 の 罹 病 率 お よ び 死 亡 率 は 少 く
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と も30%程 度 の 改 善 炉 期 待 され る。

ま た 公 害 防 止 に つ い て は ① 全 国 主 要 公 害 指 定 地 域 の 公 害 が

基 準 値 以 下 に 低 下 し,② 大 都 市 の大 気,河 川,ゴ ミ,騒 音 な

どの 公 害 が 現 在 の 少 く と も3分 の1以 下 に 改 善 され,③ 全 国

公 害 情 報 セ ン ター の 活 動 に よ り未 知 の 諸 公 害 の 発 見 と事 前 措

置 が と ら れ る。 こ れ に よ っ て 公 害 病 患 者 の 発 生 が 少 く と も現

在 の10分 の1程 度 に な る も の と期 待 さ れ る。

さ ら に 交 通 面 で は ①CVSを は じめ 新 しい 交 通 シ ス テ ム が

ニ ュ一 夕 ヴ ン や 大 都 市 の 中 心 地 域 に 普 及 し,② 大 都 市 の 交 通

の 流 れ は30%以 上 緩 和 さ れ,③ 光 化 学 ス モ ッ グ な どの 自 動

車 公 害 が 解 消す る。

ま た 消 費 生 活 面 で は 大 型 ス ー パ ー に よ っ て 小 売 り の20%

が 扱 わ れ る こ とに よ っ て ① 流 通 コ ス トが50%程 度 削 減 さ れ

② 生 鮮 食 品 の 価 格 が 安 定 し,③ 消 費 者 物 価 の 上 昇 が 少 く と も

5%以 下 に 抑 え ら れ る。

③ 社 会 ・経 済 諸 制 度 の 変 革

第 三 の メ リッ トは 古 い 社 会 ・経 済 諸 制 度 の 根 本 的 な 変 革 で

あ る。 す な わ ち本 計 画 の 実 現 に よ っ て,硬 直 化 した 政 治 や 行

政 機 構 や 医 療 ・教 育 制 度 な ど を 将 来 の 情 報 化 社 会 に 対 応 した

ダ イ ナ ミ ッ ク で 多 元 的 な 制 度 に 脱皮 さ せ る こ とが 可 能 に な る。
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す な わ ち,政 治 ・行 政 面 で は ① 行 政 デ ー タ ・バ ン ク や 予 算

の 最 適 配 分 を 通 ず る脱 省 庁 化,② 民 意 反 映 シ ス テ ム に よ る 国

民 の 政 治 へ の 参 加 が 実 現 し,経 済 面 で は ① 産 業 別 デ ー タ ・バ

ン ク病 院 供 給 公 社,頭 脳 集 団 セ ン ター な どの 第 三 セ ク タ ー の

創 設,② 政 府 の 情 報 社 会 化 政 策 に よ る 知 識 集 約 型 産 業 構 造 へ

の 転 換 が 実 現 す る。

ま た 教 育 面 で は 個 別 学 習 指 導 シ ステ ム や コ ン ピ ュ ー タ志 向

教 育 の 普 及 に よ っ て ① 明 治 以 来 の 集 団 画 一 教 育 が 個 別 能 力 主

義 教 育 に か わ り,② 脱 学 年 制,テ ス ト廃 止 が 実 現 す る。

さ ら に 医 療 面 で は ① 病 院 の オ ー トメ 化 や 広 域 健 康 管 理 シ ス

テ ム に よ っ て,封 鎖 的 ・ 保 守 的 な 医 療 制 度 が 打 破 さ れ,②

市 民 中 心 の 民 主 的 な 医 療 制 度 が 確 立 され る。

こ の よ うに 政 治 ・経 済 ・社 会 の 各 分 野 に わ た っ て,抜 本 的

な 変 革 が 行 わ れ るが,と くに 医 療,教 育 の 両 分 野 に つ い て は,

そ の 保 守 性 の 深 さか ら して 情 報 社 会 化 計 画 の 推 進 こ そ が そ の

変 革 を可 能 に す るキ メ 手 に な る とす ら い え るの で あ る。

④ 知 的 創 造 力 の 開 花

第 四 の そ して あ る意 味 で も っ と も重 要 な メ リッ トは,知 的

創 造 力 の 一 般 的 開 花 で あ る。 将 来 の 情 報 化 社 会 に は こ れ に 対

応 した 思 考 様 式 が 必 要 で,こ れ は 知 的 創 造 力 の 向 上 を基 底 と
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した コ ン ピ ュー タ ・マ イ、ン ドの 定 着 で あ る。

こ う した 観 点 か ら本 計 画 で は コ ン ピ ュ ー タ ・マ イ ン ドを 定

着 させ る た め の 一 連Qサ ブ プ ロ ジ ェ ク トが 多 数 組 み 込 まれ て

い る。

そ の 第 一 は 政 策 科 学 研 修 セ ン タ ー,MIS研 修 セ ン ター そ

の 他 の 各 種 研 究 セ ン タ ー の 設 置 で あ り.こ れ に よ っ て10年

間 に ①200,000人 の 公 務 員,②80,000人 の 企 業 の 中

堅 幹 部,③150,000人 の 教 職 員,④10,000人 の 一 般 市

民,合 計4'40,000人 の 人 間 が コ ン ピ ュ ー タ を利 用 した 専

門 技 術 を 習 得 す る。

そ の 第 二 は 全 国 の 幼 ・ 小 ・ 中 ・ 高 校(51,000

校)に 対 す る コ ン ピ ュー タ志 向 教 育 の 実 施 で あ り ・ これ に よ

っ て ① 毎 年 約2,000万 人 の 学 生 が 問 題 解 決 型 の コ ン ピ ュー タ

志 向 教 育 を 受 け,②20年 後 に は 全 人 口 の 約30%に コ ン ピ

ュ ー タ ・マ イ ン ドが 定 着 す る。

そ の 第 三 は ホ ー ム ・ タ ー ミ ナ ル の 普 及 で,①1985年 『ま

で に 全 世 帯 の1%(25万 世 帯),②1990年 ま で に 全 世

帯 のfO%(250万 世 帯)に ホ ー ム ・タ ー ミ ナ ル が 普 及'し ・

③ 家 庭 の 主 婦 や 子 ど も 達 に も コ ン ピ ュ ー タ ・マ イ ン ドが 定 着
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す る。

この よ うな 知 的 創 造 力 の 開 花 に は 数10年 に わ た る 蓄 積 を

必 要 とす る が,本 計 画 が 計 画 どお り実 施 さ れ る場 合,1990

年 ご ろ ま で に は 国 民 一 人 一 人 の 多 元 的 価 値 観 に 基 く知 的 創 造

力 の 一 斉 開 花 が 期 待 さ れ る。

B社 会 ・経 済 的 な デ ィ メ リ ッ ト'

① 管 理 社 会 へ の 危 険 性

社 会 経 済 的 デ ィメ リ ッ トの 第 一 は 管 理 社 会 へ の 危 険 性 で あ

る。 コ ン ピ ュー タ を 中 心 とす る情 報 革 命 は あ る意 味 で 原 子 力

以 上 の 両 刃 の 剣 で あ る。 そ の メ リッ トが 高 い だ け,そ の デ ィ

メ リッ トも 深 くな る危 険 性 が 多 分 に あ る。 そ う した デ ィメ リ

ッ トの 中 で も っ と も 危 惧 され るの が 管 理 社 会 化 へ の 危 機 で あ

り,具 体 的 に は ① プ ラ イ バ シ ー の 侵 害,② 情 報 の 集 中 独 占,

③ 省 力 化 ・オ ー トメ 化 に よ る人 間 疎 外 の 三 つ で あ る。

ま ず プ ラ イ バ シ ー の 侵 害 の 関 連 あ る もの と して ① 行 政 デー

タ ・バ ン ク,② 医 療 の 個 人 別 フ ァイ ル,③ 個 人 別 の 学 習 フ ァ

イ ル,④ 個 人 別 の 信 用 調 査 フ ァイル な ど個 人 ペ ー ス の 各 種 の

デ ー タ ・フ ァイ ル の 作 成 で あ る。 と くに 行 政 デー タ ・バ ン ク

に は 個 人 や 企 業 の プ ラ イ バ シ ー に 関 す る情 報 が 多 数 フ ァイ ル

さ れ る。 そ こ で 一 般 国 民 の プ ラ イ バ シ ー を 保 護 す るた め に,
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① 行 政 機 関 に よ る他 目 的 へ の 個 人 フ ァイ ル の 利 用 の 禁 止,②

個 人 フ ァ イル の 閲 覧 ・訂 正 の 権 利,③ 個 人 的 情 報 の 公 的 機 関

で の 公 述 拒 否 の 権 利 な ど一 連 の 措 置 が 必 要 に な る。

同 様 に これ ら の デ ー タ ・バ ン ク が 特 定 の 権 力 者 に よ ら て 独

占 され る と き,管 理 社 会 の 危 険 性 が 生 ま れ る。 そ こ で ① 情 報

の 分 散,② 情 報 の 一 般 公 開,③ 情 報 利 用へ の 監 視 機 関 の 設 置

な どの 措 置 が 必 要 に な る。

さ らに 企 業 に お け る省 力 化 や オ ー トメ 化 に よ る失 業 の 不 安

や 人 間 疎 外 を 除 去 す るた め に は ① 労 使 の 事 前 協 議 制,② 労 働

力 の再 開 発,③ 労 働 力 の 流 動 化 の 促 進,④ 新 しい 社 会 的 機 会

の 開 発 と い っ た 一 連 の 措 置 が 必 要 に な る。

こ こ で と くに 強 調 され ね ば な ら な い こ とは ① デ ィ メ リッ ト

対 策 の 事 前 準 備,② 計 画 実 施 の テ ン ポ や ス ケ ー ル の ダ イ ナ ミ

ッ ク な 調 整,③ 情 報 の ス プ ロー ル化 に 対 す る 強 力 な 監 視,調

整 機 関 の 設 置 とい っ た 一 連 の 諸 施 策 の 重 要 性 で あ る。

② 知 的 エ リー トと大 衆 の 階 層 格 差 の 拡 大

第 二 の デ ィメ リ ッ トは 情 報 化 社 会 に お け る新 しい 知 的 エ リ

ー ト階 層 と一般 大 衆 との 格 差 の 拡大 で あ る。

将 来 の 情 報 化 社 会 で は 工 業 社 会 と異 っ た 新 しい 階 層 格 差 の

出 現 が 予 想 され る。 そ れ は 一 方 に お い て コ ン ピ ュ ー タ の 情 報
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を駆 使 して 新 しい 情 報 化 社 会 を リー ドす る高 度 な 専 門 技 術 を

も っ た 官 僚 や 企 業 の 幹 部 テ ク ノ エ コ ー ミス トた ち で 構 成 され

る知 的 エ リー トと,他 方 に お け る余 暇 と レ ジ ャ ー を 楽 しむ 一

般 大 衆 との 間 の 階 層 格 差 の 拡 大 で あ る。

こ う した 新 しい 階 層 格 差 を 解 消 す るた め に は ① コ ン ピ ュー

タ 志 向 教 育 の 徹 底,② 新 しい 社 会 的 機 会 の 創 出,③ 新 しい タ

イ プ の 自 主 的 な コ ミ ュ ニ テ ィ の 発 展,④ ベ ン チ ャー ・ ビ ジ ネ

ス の よ うな 少 数 グ ル ー プ に よ る共 同 企 業 化 の 促 進 な どの 諸 方

策 が 講 ぜ ら れ る必 要 が あ る。

③ 人 間 性 や 倫 理 の 喪 失

第 三 の デ ィメ リ ッ トは 人 間 性 や 倫 理 観 の 喪 失 で あ る。 コ ン

ピ ュ ー タ の も た ら す 社 会 革 命 的 意 義 は 人 間 の 知 的 創 造 力 の 増

幅 で あ る。 した が っ て 一 連 の 情 報 社 会 化 計 画 に よ っ て わ れ わ

れ の 知 的 創 造 力 は 飛 躍 的 に 高 め られ る 反 面,人 間 の 情 緒 性 や

倫 理 面 が ア ンバ ラ ン ス に な る危 険 性 が あ る。

そ こ で この 面 で の デ ィ メ リ ッ ト対 策 も十 分 に 講 じ ら れ る必

要 が あ る。

そ の た め に は コ ン ピ ュ ニ タ 志 向 教 育 と並 行 して ① 情 緒 面 へ

の 教 育 を よ り一 層 充 実 す る と と もに ② 新 しい 倫 理 基 準 に も と

ず い た 倫 理 的 教 育 が 重 視 され る。
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と くに こ れ か らは,◎ ひ と りひ と りの 自覚 に 基 く自己規 制

と,② 社 会 に 対 す る積 極的 な貢 献 の 二 つ が新 しい倫 理基 準 に

な る。 公 害 の よ うな もの をな くす た め に は 国民 一 人一 人 の 自

覚 と適 切 な 行 動 が 要 求 され る し,そ の た め に は社 会 生 活に お

け る自己規 制 がひ じよ うに重 要 な倫 理 基 準 に な る。

さ らに,こ れ か ら の倫 理 は,他 人 に迷 惑 をかけ な い とい っ

た 消極 的 な 性 格 の ものか ら,一 人 一 人 が 知的 創 造 力 を フル に

発 揮 して,社 会 に 対 し積極 的 に 貢献 す る こ とが一 般 市 民の 義

務 に ま で高あ られ る とい った 積 極 的 な 性 格 に 変 る もの と予想

され るの で あ る。
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● ・

● ・

第6表 プ ロ ジ ェ ク ト別 に み た コ ス ト ・メ リ ッ ト ・デ メ リ ッ ト

＼ 項 ・
＼

(

コ ス ト

|

メ リ ト
総 合 評 価

プ ロジ ェク ト名
＼

ツ デ メ リ ッ ト
コ ス ト

.

メ リ ッ ト
i デメリ

ッ ト 評 価

億円 ①将来の情報化社会成立の基 ①多額の投資を必要とする。

10,790 礎 とな る全 国的 なデ ー タ通 ②情報の氾濫をより一層激化
・

全国情報 信 網 が 確立 す る。・ させ る^

ネ ッ ト ワー ク ② プ アク シ ミ リや映 像 な ど高
◎ ◎ ■ A

度な情報の高速 ・多重伝送

が可 能 に な る。
,

億 円

6,700
①予算の最適配分など政策の ①政府に情報が集中し,管 理

1

決定 が 合理 化 され る。' 社会への危険性が増大する。

②脱省庁化が進む。 ② 企業 や値 入 の プラ イバシ ー
、

行政の合理化
③ 国民 の意 志 を政 治 に フ ィー

ド ・バ ック され るこ とが可

が侵 され る心配 が あ る。
○ @ ◎ B

能 に な る。
`

④企業の経営戦略のためのデ

一 夕 が豊 富 に供 給 され る。

、

'

億 円

17.350'
①企業の体質が改善され経営

が近代化する。
①省力化が進み,専 門的技能

や技術の陳腐化が速まる。

MISの 高度 化 ②企業の国際競争力が強化さ ②企業の国際的な資本進出と ◎ ひ ○ B

れ る 。 支配力が増大,国 際的緊張

が高 ま る,

億 円 ①個別能力主義中心の教育が ①教師の社会的地位や権威が
11⑰690

普 及 す る。 脅か され る。

コ ン ピ ュ ー タ ②教師が雑用から解放される。②教師 と学生の入間的ふれあ

志向教育
③脱学年制 ・テスト廃止が可 いが 少 な くな る。 ◎ ◎ ● A

能 に な る。 ③情操教育や倫理的な教育が

④ コ ン ピ ュ ー タ ・マ イ ン ドが お ろそ かに な る。

定 着 す る。
♪

1 億円 ①無医地区が解消する。 ①多額の国庫負担が必要にな
24,000 ②交通事故の死亡者が減少し, る 。

治 癒 率 が高 ま る。 ②人口の老命化が一層促進さ

医療の近代化 ③医者や看護婦の雑務が減 り れ る。 ◎ ◎ o A

不足 が緩 和 され る。

④国民の罹病率が低下 し平均

余 命 が 延 び る。
P

億円 ①各種の公害が防止され,公 ①企業の社会的コス トが高く

公害 防止 システ ム

'

4,870
害 病 が 減 少す る。

② エ コ ロジ カル な自然 との 調

なる。

②経済成長が抑制され,景 気 ○ ○ o C

和 が 促進 され'る。 が悪 くな る。
.

億 円. ①生鮮食品の供給 と価格が安 ①中小企業の転廃業問題が起

流通機構の近代化
8,130 定する。

②流用機構の近代化が促進す

る。

②管理価格の危険性が強まる。
○ ◎ ◎ B

る 。

.

交通体系の 億円 ①都市の交通難が緩和する。 ① 自動車産業に打撃を与える。

シス テ ム化
7β60 ②大気汚染や交通事故が減少 ②人や貨物の移動が制限され ◎ ○ ● C

す る。 る 。
'

億円
① 自宅勤務が増え,朝 晩の通 ①主婦が暇ができ怠け者にな

ホ ー ム ・タ ー ミナ ル
3,270 勤 ラ ッシ ュが緩 和 され る。 る 。

の普及
②主婦が家事労働から解放さ ② コ マー シ ャル情 報の 悪 影 響 ○ ◎

'

● D

れ る 。 が一 層強 まる。

③個人の知的創造力が高まる。

情報の国際協力

億 円

10,250

①発展余上国の工業化や社会

福祉が向上する。

②各国のグローバル意識が強

①発展余上国の人口爆発が促

進される。

②国際的な劃一化が進む。
◎ ◎ o D

め られ る。

}; 〆
`





第6章 実 現 可 能 性

●

情 報 社 会 化 計 画 は 単 な る ビ ジ ョ ン で は な く,あ く ま で そ の 実 現

を 前 提 と した も の で な け れ ば な ら な い 。 そ こ で,本 計 画 の 策 定 に

当 っ て は,こ れ を 「望 ま し くか つ 実 現 可 能 な 計 画 」 に す る た め,

二 つ の ア プ ロー チ を 行 な っ た 。 第 一 の ア プ ロー チ は 「 ビ ジ ョ ン型

か らの フ ィー ドバ ッ ク 」で あ り,第 二 の ア プ ロー チ はr現 状 延 長

型 と の ギ ャ ッ プ の 解 消 』で あ る。 そ して こ う'した 両 面 か ら の ア プ

ロー チ を 通 して,ビ ジ ョ ン型 と現 状 延 長 型 の 中 間 に 位 す る 「実 現

可 能 型 計 画 」 を 導 き だす とい っ た 二 段 構 え の 方 法 を と っ た 。

1.ビ ジ ョ ン型 計 画 か らの フ ィ ー ドバ ッ ク

①D計 画 とPro計 画 と の 比 較

第 一 の ア プ ロー チ と して の 「ビジ ョ ン型 計 画 か ら の フ ィー

ドバ ッ ク」 は ③ ま ず 望 望ま しい ビ ジ ・ ン計 画(こ れ をDi・irable

計 画 と名 付 けD計 画 と略 称 す る)を 策 定 し,② こ れ を制 約 条

件 の 面 か ら 再 評 価 し,③ 望 ま し くか つ 実 現 可 能 な 計 画(こ れ ・

をPr・bable計 画 と 名 付 け,Pr・ 計 画 と略 称 す る 〉に フ ィー

ドバ ッ クす るや り方 で あ る。

そ こ で まず,わ れ わ れ は 主 と して ビジ ョ ンに 重 点 を お い た
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D計 画(ビ ジ ョ ン 型 計 画 ・)を策 定 した が,そ の 骨 子 は ① 「コ

ン ピ ュー タ ・マ イ ン ドの 定 着 」 を 中 間 目 標 と し,② 「全 国 情

報 ネ ッ ト ワー ク の 形 成 」 以 下9つ の サ ブ ・タ ー ゲ ッ トを殺 定

し,③ こ れ ら を1980年 ま で に 実 現 し,④ そ の 所 要 資 金 は

約39兆 円 とす る とい う内 容 の もの で あ る。

そ して,っ ぎ に こ のD計 画 に つ い て 制 約 条 件 の 面 か ら 再 評

価 して,実 現 可 能 な 線 に ま で フ ィー ドバ ッ ク したPro計 画 で

は 達 成 目標 や こ れ を 実 現 す るた め の サ ブ ・タ ー ゲ ッ トに つ い

て は 根 本 的 な 変 化 が み ら れ な か っ た が ① 達 成 年 度 が1985

年 に 延 長 され,② コ ン ピ ュ ー タ 志 向 教 育 そ の 他 の プ ロ ジ ェ ク

の 規 模 が 大 巾に 縮 少 され,③ 所 要 資 金 が 約20兆 円 に 削 減 さ

れ た 。

第7表 は,D計 画 とPro計 画 との 問 の 所 要 金 額,規 模 の 変

更 な ど フ ィー ドノミッ クの 結 果 を 示 した もの で あ る。

一65一



ー

Φ
O

l

－●
・ ■ ・

第7表D計 画か らPτo計 画 へ の フ ィー ドバ ッ ク一 覧 表

プ ロジ ェ ク ト名 D計 画所要資金 Pr・計 画 所 要 資 金1削

i

減 額 規 模 の 縮 少,グ レー ドの引 下 げ

億円 億円 億円
全国情報 ネッ トワー ク 10,790 10,790 0

行政の合理化. 8,920 6,720 2,200 ①行政情報センターや自治行政データバンクの質的水準の
/

引下げ
② 政 策 科学 研修 セ ン ター の規 模 を2倍,自 治 研 修 セ ン ター

を1ケ 所から3ケ 所に増設

MISの 高度 化

・

17,260 17,360 十100 ①MIS研 修 セ ン ター1ケ 所 を2ケ 所 に増設

コン ピュー タ志 向教 育 260,670 110,690 148,980 全 国 の 幼 ・小 ・中 ・高 校 ・ の 端 末 数 を65%に 削 減

8教育用端末機の価格を研究開発 と量産で50%減

医療の近代化 38,460 24,000 14,460

8法裁 縫鷺轡 漂 ㌫㌶竪聖駕。所の
規模を%に 縮少

公害防止システム 10,870 4,870
6,000 ①大都市公害防除センターの規模,グ レートを約%に 縮少

流通機構の近代化 16,240 8,120 8,120 ① 大型 無人 化 スー パー 全 国2,000ケ 所 を1,000ケ 所1C
縮少

交通体系のシステム化 14,290 7,860
6,430 ①大阪のCVSを とり止め

ホ ー ム ・タ ー ミナ ル の 普

及

3,270 3ド270 0 .

情報化の国際協力 15,500 10,250 5,250

8畠嚥 二あ孟罐},蒜 講;ζ 蒜 麟
減

情報化 デ ィメ リッ ト対策 530 530 0



②D計 画 の 制 約 条 件 別 の 評 価

D計 画 をP・ ・計 画 に フ ィー ドバ ッ ク す るた め に,わ れ わ れ

は ① 技 術,② 資 金.③ 要 員,④ 制 度.⑤ 需 要,⑥ 政 策 の6つ

の 計 画 実 現 の た め の 制 約 条 件 を 設 定 し,各 プ ロ ジ ェ ク トご と

に,そ の 難 易 度 に 応 じて5段 階 の 評 点 を行 な い,こ れ を基 に

して プ ロ ジ ェ ク トの 実 現 可 能 性 に つ い て グ レ ー ドづ け を 行 な

っ た 。

第8表 お よび 第9表 は こ れ ら一 覧 表 に ま とめ た も の で,評

点 は 高 い もの ほ どそ の 実 現 の 困 難 度 が 高 い こ と を 表 わ し,ま

た グ レー ドに つ い て はD2が 理 想 型,D1が 努 力 目 標 型,Pr・

が 実 現 可 能 型,Plが 現 状 延 長 可 能 型,P2が 自 由 放 任 可 能 型

を そ れ ぞ れ 示 して い る。

こ れ ら の 表 か ら つ ぎの3つ の 特 徴 的 傾 向 が 導 き出 さ れ る。

ω プ ロ ジ ェ ク ト別 に み た 場 合 ① 行 政 の 合 理 化,② コ ン ピ ュ

ー タ 志 向 教 育
,③ 医 療 の 近 代 化,④ ホ ー ム タ ー ミナ ル の 普

及,⑤ 情 報 化 の 国 際 協 力 の5つ にD1とD2,つ ま り努 力 目

標 型 と理 想 型 の サ ブ ・プ ロ ジ ェ ク トが集 中 して い る こ と。

(2)グ レ ー ド別 で もD2とD・ の2つ が 合 計 して16ケ に 達 し,

全 体 の45%を 占め て い る こ と。

(3)制 約 条件 か らみ た評 点 で は 困難 度 の 高 い4と5が 全 体 の
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第8表 一1D計 画の実現可能性の評 点表

評 点 項 目
プ ロジ ェク ト名

全 国情 報 ネ ッ トワー ク

行 政合 理化

行 政 デー タ ・バ ンク

行 政情 報 セ ンタ ー

政 策科 学 研 修 セ ン ター

自治 行 政 デ ー タ ・バ ンク

政 策 科学 自治研 修 セ ン ター

民 意 反映 シ ステ ム

MISの 高 度化

MIS研 修 セ ン ター

業種 別 デー タ ・バ ンク

国際 デー タ ・ トラ ンス ミッシ ョン セ
ン ター

コン ピュー タ志向教 育

学校 事務 の合 理化

個別 学習 指導 シス テ ム

教 育 工学 研 修 セ ン ター

コン ピュー タ志 向 教 育

医 療の近 代化,

救急 医療 シス テム

遠隔 医 療 シ ステ ム

総合 病 院 オ ー トメ化

広域 健 康 管理 シ ス テ ム

技術 資金 要員 制度 需要 政策 評点
グ レ
ー ド

2 3 3 2 4 3 17 Pro

3 2 3 3 3 3 17 Pro

3 1 4 5 2 3 18 D1

2 1 3 1 3 2 12 P1

2 3 4 5 3 3 20 Dl

2 2 3 1 4 3 15 P1

3 2 3 5
.

3 5 21 D2

2 1 3 2 3' 2 13 P1

ぎ 3 3 3 2 3 17 PrO

2 2 2 4 3 3 16 Pro

1 2 3 3 1 4 14 P1

3 3 4 5 3 4 22 D2

3 1 3 2 3 3 15 P1

4 4 5 5 3 4 25 D2

1 2 1 2 1 3 10 P1

3 2 4 3 1 4 17 D1

4 4 5 5 2 4 24 D2

3 4 3 4 2 4 20 D2

.

'
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第8表 一2D計 画の実現可 能性 の評 点表

公害防 止 システ ム

地 区公 害防 止 セン ター

大 都 市公 害 防 除 セ ンタ ー

全 国公 害情報 セ ン ター

流 通機 構の近 代化

モ デル地 区大 型 ス ーパ ー

全 国主要 都 市 スー パー 化

交通 体 系の システ ム化

ニ ュー タウン のCVS

大都 市 のCVS

広 域 交通 情報 シ ス テム

ホ ー ム ・ター ミナ ルの 普及

ホ ーム ・ター ミナルの 限 界利 用

TSSの 大衆 化

情 報化 国 際協 力

コン ピュー タ平 和 部隊

国 際教 育 ネ プ トワー ク

国 際医療 ネ ッ トワー ク

情 報化 デ ィメ リッ ト対 策

情報 公害 対策

労働 力再 開発 セ ンター

(注)1)D2一 実 現 が 困難 視 され る理 想型 プ ロジェ ク ト

(27～30点 ま たは5が2ケ か4,5の 計 が3ケ 以上)

D1==長 期 の努 力 で実 現 可 能 な努力 目標 型 プロジ ェ ク ト

(22～26点 また は4が2ケ か5が1ケ か4.5が1ケ つ つ)

Pro==望 ま し くか つ実 現 可能 な実現 可能型 プ ロジ ェ ク ト

(16～21点 ま たは4が1ケ)

P1=現 状延 長 で実 現 可能 な現 状延 長型 プ ロジ ェク ト

(10～15点 ま たは2が4ケ 以上)

P2=自 由放 任 で実現 可 能 な 自然 達成 型 プ ロジ ェク ト

(6～9点 ま たは1が4ケ 以上)

2)評 点が 高 い ものほ ど実 現 困難 度が 高 い。
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第9表 情報社 会化計画実現可能性の評 点一覧表

評点 ラン キ ン グ

技 術(新 しい技 術 や機 器 や ソフ ト
ウェ アの開 発) .

資金(所 要資金の総供給 可能量 と
各 プロジェク トのニーズに
み あつた所要 資金 との関係)

要員(専 門技術 者 やS.Eや プ ログ

ラマ ーな ど)

制度(古 い社会制度 や システ ムの

持つ保守的性格や利害関係

者の抵抗)

需要(潜 在需要 や顕 在需要,並 び

に購売力 と価格 の相対関係)

政策(政 府や 自治体 の情報社会化
政策の推進の度合 い)

小 計

で

点
状

ー

1
現

能

(

汀

2

5

1

2

6

0

16

2点
(現 状延
長で可能)

10

10

5

7

10

3

45

3点

(現 状 プ
ラス変革

で可能)

14

11

1'8

9

13

16

81

4点

(新 しい
飛躍 プラ
ス変革で

可能)

6

5

6

7

3

13

41

5点

(長 期 の
努力 と変

革が必要)

1

2

3

8

1

1

15

4と5の

計

7

7

9

15

4

14

56

総計 に対
す る同比

率

21%

21

28

46

12

42

29

(注)評 点 ランキングの教鞭 鰍 社会化計 画の各 プ・ジーハ に評 点され酪 ・ンクの合計個数 を示す
。



29%を 占め,要 素 別 で は 「政 策 」 と 「制 度 」 の2っ で 過

半 数 の51%を 占め て い る。

こ の よ うな 実 現 可 能 性 の 評 価 結 果 はD計 画 を そ の ま ま 実 現

す る に は 多 くの 困 難 が 伴 うこ と を 示 して い るが ・ こ れ は 本 計

画 が ビジ ョ ン に 重 点 を お い た 計 画 で あ り・ 当 然 予 期 され た と

こ ろ で も あ る。 こ の 評 価 結 果 に 基 い て,わ れ わ れ は つ ぎの よ

うな3つ の 側 面 か らの フ ィー ドバ ッ ク を 行 な っ た 。

① 達 成 年 次 の5年 延 長

ま ず 第1の 大 きな フ ィー ド ・バ ッ ク は 達 成 年 次 を 当初 の

1980年 か ら1985年(昭 和60年)へ5年 延 長 した

こ とで あ る。 そ の 理 由 は2つ あ り,そ の 第1は い まみ て き

た よ うに 各 プ ロ ジ ェ ク トご との 評 点 結 果 か ら して,80年

ま で に こ れ ら の プ ロ ジ ェ ク ト全 部 を達 成 す る こ と は 時 間 的

に 困 難 と判 断 され た か ら で あ る。

そ の 第2は 科 学 技 術 庁 の 行 な っ た 「技 術 予 測 」 の 実 現 可

能 年 次 とわ れ わ れ の 計 画 プ ・ ジ ≡ ク トの 達 成 年 次 との 比 較

に お い て,技 術 面 か ら して もほ ほ5年 前 後 の ず れ が あ る こ

とで あ る。 しか も科 学 技 術 庁 の 場 合 に は 必 ず し も そ の 全 般

的 な普 及 を前 提 と して お らず,単 な る技 術 開発 の 可能 性 を

示 した もの も 含 ま れ て い る。 こ う・した こ と を 考 慮 した 場 合 ・
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第10表 情報社会化計画 とr技 術予測調査 」との達成年度比較

ー

ベ
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ー

情 報 社会 化 プ ロジェ ク ト 達 成 年 度 科学技術庁の技術予測項 目 達 成 年 度 ギ ャ ッ プ

広域交通情報 システ ム 1980年 誘 導方 式 に よるハ イ ウェイ情 報 伝 達 システ 1981年 1年
ムの普 及

大都市全域の交通制御 システ ムの実現 1983年 3年

大都市総合公害防除 センター 1980年 都市廃棄物完全処理技術の開発 1989年 9年

・

下水道,工 場排水 の完全浄化 装置の開発 1987年 7年

コ ン ピ ュ ー タ 志 向 教 育 1980年 創造性 開発技 術の学校教 育への利 用 1984年 4年

初 等 ・中等 教 育 の訓 練 シ ス テ ムの 開発 1983年 3年

遠隔医療診断 システム 1980年 遠隔医療診断 システ ム(無 医村な ど)の 実
現

1985年 5年

総合 病 院 のオ ー 、トメ化 1980年
、

コ ン ピュー タ導 入 に よる臨 床検 査,病 床 管 1982年 2年
理,自 動問診 の大 巾自動化

地域 健康 管理 シ ステ ム 1980年 各 地 区 ごとの全病院,全 医師の保有 カルテ 1987年 7年
の集 中管理

高性能症状総合検出機 1980年 疾 病の早期 発見の ための簡便,完 全 な検査 1986年 6年

法 の 開発 、

救急 医療 システ ム 1980年 救 急 医 療 の全国 ネ ッ トワー ク化 と救 急 セ ン 1986年 6年
ター へ の搬送 シ ステ ムの 完 成

大型 スー パー の シス テ ム化 1980年 生 鮮食 料 品 の全 国 的 左 コー ル ド ・チ ェー ン 1981年 1年
・シ ス テ ム の 整 備

情 報公 害 の デ ィメ リ ッ ト対 策 1980年 個人 や集 団 の プ ライ バ シー,機 密保 護 シ ス 1987年 7年

| ,テ ムの確 立

(注)科 学技術庁の技 術予測 は同庁編 「技術 予測報告書」(昭 和46年9月)に よる。



わ れ わ れ の プ ロ ジ ェ ク トを 全 体 と して85年 に ず らす こ と

が努 力 目 標 とい う意 味 合 い を含 め て 一 応 妥 当 な 線 と判 断 さ

れ た の で あ る。

② ス ケ ー ル お よ び グ レー トの 調 整

第2の フ ィー ド ・バ ッ ク と して は,達 成 年 次 の5年 延 長

を 前 提 と しな お か っ そ の 実 現 の 困 難 視 され る プ ロ ジ ェ ク ト

に つ い て は,そ の ス ケ ー ル(規 模)を 縮 少 し,そ れ で も な

お 困 難 な もの は そ の グ レー ドを 下 げ る とい っ た フ ィー ドバ

ヅ ク方 式 を と っ た 。 ス ケ ー ル を 拡 げ る方 が 有 効 と判 断 さ れ

た もの は 逆 に ス ケ ー ル を拡 大 す る と い った 調 整 も あ わ せ 行

な っ た。

ま ず ス ケ ー ル を縮少 した もの と して は ① コ ン ピ ュ ー タ志 向

教 育 の 全 国 幼 小 中 高 校 へ の 端末の数65%に 縮 少 し,② 総 合

ナ ー トメ 化 病 院 の 各 県5ケ 所 設 置 を3ケ 所 に,③ 大 型 ス ー

パ ー の 全 国2,000ケ 所 を1,000ケ 所 に,.④ 大 都 市 のC

VSか ら大 阪 を 除 外 す る とい っ た 調 整 を 行 な っ た 。

逆 に ス ケ ー ル を拡 大 した も の は ① 政 策 科 学 研 修 セ ン タ ー,

②MIS研 修 セ ン タ ー,③ 教 育 工 学 研 修 セ ン ター な どの 教

育 施 設 関 係 で ほ ぼ 二 倍 に 引 き 上 げ た か,こ れ は 情 報 社 会 化 ㌔

計 画 に お い て 教 育 へ の 先 行 投 資 の 重 要 性 が 再 確 認 され た か
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ら で あ る。

③ 所 要 金 額 の 調 整 と 削 減

第3の フ ィー ド ・バ ッ ク は トー タ ル 金 額 の 調 整 で あ り,

当 初 のD計 画 で 積 み 上 げ ら れ た 所 要 金 額39兆6千 億 円 を

20兆 程 度 に 圧 縮 す る方 向 で 調 整 作 業 を 行 な っ た 。

調 整 金 額 を2.0兆 円 と した の は,プ ロ ジ ェ ク トの 規 模 の

縮 少 に 伴 う所 要 金 額 の 削 減 と,も う一 つ は,本 計 画 の 基 本 構

想 でGNPの 伸 び や 政 府 の 固 定 資 本 形 成 の 総 枠 か ら,本 計

画 へ の 政 府 の 情 報 化 投 資 の 総 額 を20兆 円程 度 に 想 定 して

い た こ と もそ の 根 拠 とな っ て い る。 す な わ ち ,7.o年 か ら

85年 に い た る政 府 の 固 定 資 本 形 成 累 積 額 推 定376兆9

千 億 に 対 し,情 報 化 投 資 を そ の10%程 度 の37兆7千 億

円 と 見 込 み,そ の半分 の約20兆 円 を この 情 報 社 会 化 計 画 に

ふ り向 け る と い うの が こ の 数 字 の 根 拠 に た って い る。(第

3章 前 提 条 件 の 第3表 参 照)

そ して この20兆 円 とい う情 報 社 会 化 投 資 の 総 枠 は 政 府

の 情 報 化 政 策 の 現 状 や,制 度 上 や 要 因 面 か ら の 制 約 を 考 慮

に 入 れ た 場 合,一 応 の 説 得 力 の あ る もの と考 え ら れ る
。
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2.現 状 延 長 型 計 画 と の ギ ャ ッ プ 解 消

①3つ の 選 択 モ デ ル

第2の ア プ ロー チ と して の 「現 状 延 長 型 計 画 との ギ ヤ 、ッ プ

解 消 」 は 第1の ア プ ロー チ とは 逆 に ① 現 状 を 延 長 した 場 合 の

計 画へ こ れ をPo・ ・.ible計 画 と名 付 け,P計 画 と略 称 す る)

を 策 定 し,② こ れ とPro計 画 との 間 の ギ ャ ッ プ を 発 見 し,③

そ の ギ ャ ッ プ を解 消 す る た め の 諸 方 策 を た て る とい っ た フ ィ

ー ドバ ッ ク の や り方 で あ る。

こ の 場 合,わ れ わ れ は ① 政 策主導性 型,② 現 状 延 長 型,③ 自

由 放 任 型 の3つ の モ デ ル を 設 定 した 。 そ して ① の 政 策 主 導 型

に は第1の ア プ ロー チ で 策 定 され たPro計 画 を そ の ま まモ デ

ル と し て 使 用 し,② ③ に つ い て 新 ら た に モ デ ル を 作 成

した 。 一 一

そ して,こ の3つ の モ デ ル に つ い て,そ の 特 徴 的 傾 向 を パ

タ ー ン化 して 図 示 した もの が 第11表 で ある 。 こ の 図 か らわ れ

わ れ は そ れ ぞ れ の モ デル の 持 っ て い る情 報 化 路 線 の 性 格 ・ そ

の 相 異 か ら も た ら され る85年 に お け る3つ の 異 っ た 情 報 化

社 会 の 予 測 図,そ して 政 策 主 導 型 モ デ ル と他 の2っ の モ デ ル

との間 の 計 画 実現 に 当 って生 ず るギ ャ ップ とい った もの を読

み と る こ と が で き る 。



●

第11表 三つ の情 報 化モ デル の比 較

セ、＼
＼ ＼橿 報 化 の モデ ル}

情靴 のパ・一ジ＼i
政策主導型

①情報化の主体

②情報化の原動力

情

報 ③情報化の方向

化

の ④情報化のテンポ

性 ⑤情報化の構造

格

⑥情報化の規模

①経済の発展

②GNPの 成長

九 ③産業構造
八

妻④竺蜘:こ

魏
化 ⑤情報化社会の中核
社 体

⑦ ⑥社会形態
汗 ⑦ 情報化の社会的 メ
測 リッ ト
図 ⑧ 情報化の社会的デ

ィメ リット

計

画
実
現

の
ギ

ヤ

①達成可能年次

②1985年 の計画

達成度

③政府の情報化投資

i④ 重点 プロジェク ト

政 府

政 策 に よる計 画

化

社 会 ベー ス の情

報 化

速 い

バ ラ ン ス の とれ

た 情 報 化

全 国 ・国 際 レベ

ル

安 定的

年率10%以 上

知識集約型へ移

行

医 療 ・教育 な ど

の人 間福 祉的な

分野

コン ピュー タ ・

ユーテ ィ リア イ

高度充足社会

知 的創造力 の向

上

官僚統制 ・管理

社会化

現状延長型
}

自由放任型

1鰐 ・メリ・・⇒ 事前に準備

官 民の協 力 体制

政 府 の誘 導

産 業 ベー ス と企

業 ベー ス

緩 やか

ア ンバ ラ ンスの

情 報 化

地域 ・産 業 レベ

ル

減速経済

年率10%前 後

公共関連産業の

発展

公害 ・交通 な ど

社会環境の分野

産業別 デー タ ・

パ ンク

福祉社会

社会福 祉の向上

プライバシー ・

情報の集中独 占

民 間 企 業

私 企 業 の 自由競

争

企 業 の コマ ー シ

ャル ・ペー ス

遅 れ る

情 報 化 のス プ ロ
ー ル化

産 業 ・企 業 レベ

ル

不 安 定

年 率7%以 下

サ ー ビ ス ・レジ

ャー 産 業 の発 展

省 力化 ・オ ー ト

メ化 と コマ ー シ

ャル 情 報 サー ビ

ス

商業 用CATV

情 緒社会

余暇 とレジャー

の増 大

失業の階層格差
・犯罪の増加

ぽit。%;8こ3t%已 £:t%

累 積20兆 円110兆 円5兆 円

全 国 情報 ネ 。 ■ 交通 ・公 害 ・スMISの 高度 化

;三熱i㌫ 二議 ∴㌘
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② 情 報 化 の 性 格 に み られ る相 異

まず,こ の3つ の モ デル に お け る情 報 化 の 性 格 の 相 異 に つ

い て い え ば,第1の モ デ ル は 政 策 主 導 型 で あ るの で,①

情 報 化 の 主 体 に な る もの は 政 府 で,② 総 合 的 な 情 報 化 政 策 が

社 会 ベ ー ス の 情 報 化 を 中 心 に 計 画 的 に 推 進 され,し た が っ て

③ 情 報 化 の テ ン ポ が 速 く,④ 各 分 野 の 情 報 化 が バ ラ ン ス を と

っ た 形 で 行 わ れ,⑤ 情 報 化 の 規 模 も 全 国 的 な 規 模 か ら 国 際 的

な 規 模 に ま で 発 展 す る こ とが 期 待 さ れ る。

これに対 し二 番 目の モデルに な ると,こ れ は 現 状 延 長 型 に な る

の で ① 情 報 化 は 官 民 の 協 力 体 制 と政 府 の 誘 導 政 策 の も とに,

② 産 業 ベ ー ス と企 業 ベ ー ス の 情 報 化 を 中 心 に 個 別 の 情 報 化 が

行 な わ れ るの で,③ 情 報 化 は ア ンバ ラ ン ス の 形 で 進 行 し,④

そ の テ ン ポ も や や 緩 くな り,⑤ そ の 規 模 も地 域,産 業 レベ ル

が 中心 に な っ て く る。

三 番 目 の モ デ ル は.自 由 放 任 型 で,こ れ は 現 実 に は 日本

の 実 態 に 合 わ な い が,一 応 参 考 と して 示 した も の で あ る。 こ

の 場 合 に は ① 私 企 業 が 情 報 化 の 主 体 に な るの で,そ こ に は 自

由 競 争 原 理 が 働 き,② 情 報 化 の 方 向 は コマ ー シ ャ ル ・ベ ー ス

に の る も'の か,企 業 内 の 情 報 化(MIS)に 集 中 し,③ 無 秩J

序 の 情 報 化 が や が て 情 報 化 の ス プ ロご ル 化 を も た ら す 一 方,
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④ 社 会 的情 報 化 の方 は 遅 れ るの で,⑤ 情 報化 の 規 模 も全 体 と

して そ れだ け 限 定 され て くるよ うに な る。

③85年 に お け る情 報 化 社 会 の 予 測 図

この よ うな3つ の モ デル の持 つ 情 報 化の 性 格 の ちが い は 当

然,将 来 の 情 報 化 社 会 の性 格 や 規 模,内 容 に 決定 的 な 影 響 を

及 ぼ さざ る を得 な い だ ろ う。 そ こで この3つ の異 な った情 報

化 路 線 に よって どの よ うな異 ったパ ター ンの 情 報化社 会 が 出

現 す るか を1985年(昭 和60年)に つい て大 胆 に 描 き出

してみ る とつ ぎの よ うに な る。

まず 経 済 全般 に つ い て い えば 第1の 政策 主 導 型 モ デル では

①経 済の 発 展 が安 定 的 で,② 毎 年10%以 上 のGNPの 持続

的 成長 が期 待 され るの に 対 し,現 状 延長 型 モ デル で は① 経 済

全 体 が減 速 経 済 に入 り,GNPの 成 長率 も10%,8%前 後

に 下 が る。 また 自由放 任 型 モ デル で は も っ と条 件 が悪 化 し①

経 済状 態 が絶 えず 不安 定 にな り,②GNPの 成 長 率 も7%以

下 に下 が る こ とが 予 期 され る。

この よ うな 相 異 は,政 策 主 導 型 モ デルで は工 業 社 会 か ら情

報 化 社会 へ の 移 行 が効 率 的 に行 わ れ,そ の 過程 で新 しい需 要

の 創 出 が 期 待 され る の に,現 状 延 長 型 モ デ ル,自 由 放 任 型 モ

デ ル の 場 合 に は,情 報 化 社 会 へ の 移 行 過 程 で,依 然 と して 工
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業 化路 線 が踏 襲 され るの で公 害 や 都 市 の過 密化 の 深刻 化や 国

際 的 な経 済 秩 序 の混乱 が 予想 され るか らで あ る。

つ ぎに情 報 化 社会 の性 格,内 容 に つ い て い えば,政 策主 導

型モ デルでは ① 産業構造 が重化学工 業型か ら知 識 集 約 型 産 業 に 転 換

し,② コ ン ピ ュ ー タ ・ユ ー テ ィ リイ(コ ン ピ ュ ー タ の 公 共 利

用)が 情 報 化 の シ ン ボ ル に な り,③ 医 療 ・教 育 な どの 人 間 福

祉 の 分 野 で の 情 報 化 が 進 み,④ 国 民 一 人 一 人 の 知 的 創 造 力 が

向 上 し,⑤ 高 度 充 足 社 会 の 実 現 を 志 向 す る こ とが 期 待 され る。

これに対 し現状延長型モデルの場 合には ① 政府主導 の公共投 資 が 専

ら住宅,道 路 な どの 建 設 事 業 に 集 中 し,② 行 政 デ ー タバ ン クや

産 業 別 デ ー タ バ ン ク が 情 報 化 の 中 核 とな り,③ 社 会 ベ ー ス の

情 報 化 も公 害,交 通 な ど社 会 環 境 の 改 善 に 向 け ら れ,④ 国 民

の 社 会 福 祉 が 向 上 す るの で,⑤ シ ビ ル ・ ミニ マ ム を 充 足 す る

程 度 の 福 祉 社 会 は 実 現 す る。

また自由放任型モ デル の場合は ① レジ ャー産業や フフ ッシ ョ ン産 業

が リー デ ィ ン グ 産 業 に な り,② 情 報 化 も 省 力 化 や オ ー トメ化

コマ ー シ ャ ル ・ベ ー ス の 情 報 サ ー ビ スな ど が そ の 中 心 に な り,

③CATVに よ る映 像 化 都 市 が 情 報 化 社 会 の シ ン ボ ル とな る。

そ こ で@'余 暇 や レ ジ ャ ー が 増 大 し,⑤ 情 緒 社 会 の 方 向 に 急 速'

に 進 ん で い る もの と想 像 され る。 ・



④ 計 画 実 現 へ の ギ ヤ ツ プ

こ の よ うな 異 っ た 情 報 化 社 会 が 出 現 す る と想 定 した 場 合,

わ れ わ れ の 目 標 とす る政 策 主 導 型 モ デ ル の 実 現 との 間 に どれ

だ け の ギ ャ ッ プ が 生 ま れ る だ ろ うか 。

まず 達 成 可 能 年 次 に つ い て い え ば,政 策 主 導 型 モ デ ル の

1985年 に 対 し,現 状 延 長 型 モ デ ル で は90年,自 由放 任

型 モ デ ル で は2000年 と,そ れ ぞ れ5年,10年 の遅 れ が

予 想 され る 。 そ こ で,政 策 主 導 型 モ デ ル の 達 成 率 を85年 に

お い て80～100%と 想 定 した 場 合,現 状 延 長 型 モ デ ル で

は50～70%,自 由 放 任 型 モ デル で は10～15%程 度 の

達 成 率 しか 期 待 され な くな る。

そ の 第1の 理 由 は 資 金 面 か ら の 制 約 で あ り,政 策 主 導 型 モ

デ ル が政 府 主 導 の 情 報 社 会 化 計 画 モ デ ル で あ り,総 計20兆

円 の 国 家 資 金 の 投 入 を 想 定 して い るの に 対 し,現 状 延 長 型 モ

デ ル の よ うな 現 状 延 長 型 で は そ の 半 分 の10兆 円 の 国 家 投 資

も あ る い は 困 難 とみ ら れ る し,ま して 自 由 放 任 型 の モ デル で

は 恐 ら く5兆 円以 下 に な るの で は な い か と危 惧 さ れ るか ら で

あ る。

そ の 第2の 理 由 は,政 策 主 導 型 モ デ ル で は 医 療,教 育 を は

じめ,広 帯 域 の デ ー タ通 信 網 な ど長 期 的 な 展 望 を 持 っ た大 型

プ ロ ジ ェ ク"ト が 中 心 に な っ て い るの に,現 状 延 長 型 モ デ ル に

な る と こ れ に 替 っ て 交 通,公 害,流 通 な ど専 ら 社 会 ・経 済 環

一80一



境 整 備 の た め の 社 会 的 プ ロ ジ ェ ク が 主 軸 に な る こ と が 予 想 さ

れ る し,さ らに 自 由 放 任 型 モ デ ル で はMISめ 高 度 化 や コ マ

ー シ ャ ル の 情 報 サ ー ビ ス とい っ た 限 ら れ た 分 野 の 情 報 化 しヵ〉

期 待 で きな くな る か ら で あ る。

⑤ ギ ャ ップ 解 消 の た め の 政 策 変 数

それでは この ような政策主導 型モデル実現 の た め の ギ ャ ッ プ な ど

う した ら解 消 させ る こ と が で き るか 。 数 学 モ デ ル の 観 点 か ら

す れ ば,こ の ギ ャ ッ プ に も っ と も 関 係 の 深 い 政 策 変 数 を動 か

す こ とが そ の キ メ 手 とな る。

と こ ろ で,こ の 政 策 変 数 に つ い て は第1の ア プ ロー チ で フ

ィー ドバ ッ クに 利 用 した6つ の 制 約 条 件 で あ る ① 技 術,② 資

金,③ 要 員,④ 制 度,⑤ 需 要,⑥ 政 策 が こ の 場 合 に も 政 策 変

数 と して そ の ま ま 使 用 で き る。

そ して,こ の うち ⑥ の 「政 策 』が もっ と も 重 要 な 政 策 変 数

に な る こ と は 三 つ の モ デ ル の 比 較 検 討 の 結 果 か ら明 ら

カ〉で あ る。

こ れ に 続 い て ④ のr制 度 』が こ れ に 劣 ら ず 重 要 な 政 策 変 数

で あ るこ ε も,さ きの 分 析 の 結 果 が 明 ら か に して い る と こ ろ

で あ る 。
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そ こで 政 府 の情 報 化 政 策 の 全 般 的 な 立 遅 れの 是 正や 医療,

教 育 な どが代 表す る古 い社 会 制 度 や 慣 習 の持 つ 保 守 的性 格 や

利 害 関 係者 の 抵抗 の 排 除 が情 報 社 会 化計 画 実 現 に 当 っての ギ

ャ ッ プ解 消 の キ メ手 に な るこ とが 解 る。 そ して,技 術 や 資金 ,

要 員の 面 も計 画 実現 の ため の ギ ャ ッ プに な って はい るが,そ

れ 程 決 定 的 で は な い 。す なわ ち 「技 術 」面 では廉 価 大 容 量 記

憶 装 置 や 高 性 能 症状 総 合 検 出器,公 害 物質 の無 害 化 技 術な ど

比 較 的困 難 視 され る新 技 術 に つ い て もす でに そ の 実現 の一 歩

手前 に あ る し,ま たr資 金 』面 で はわ が 国の 経 済 成長 が あ る

程 度 減 速 した と して も年 率10%前 後 を維 持 し,か つ経 済 の

基 調 が民 間 主導 型 か ら政 府 主 導 型 に 移 行 して 行 くこ と を前 提

とす れ ば,情 報 社会 化へ の 国 家 資金 の 供給 は充分 に 確 保 され

得 る。 さらにr要 員 」に っ い て も,一 時 的に は高 級SE(シ

ス テ ム ・エ ンジ ニ アな ど)の 不 足 が 起 るが ,彼 らの 賃 金 が 上

り,新 しい職 業 として のSEや プ ログ ラマ ー の将 来 性 が約 束

され れ ば,そ の 充 足に はそ れ ほ どの 長年 月 を要 しな い とみ ら

れ る。 ま た情 報 や 知識 に対 す るr需 要 」の創 出に つ い て は,

公 害,交 通,流 通,医 療 な ど社 会 的情 報 化 に 対す る潜 在 需 要

はす でに 十 分 あ り,問 題 はMISと か ホー ム ・ター ミナ ル の

普 及 な ど個 人 に よ る利 用面 の 需 要 開 拓 に あ り,こ れ だけ はか
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な り長 期 に わ た る コ ン ピ ュ ー タ 志 向 教 育 が 必 要 に な る と見 ら

れ る。

結 局 の ところ,計 画 実 現 の ギ ャ ッ プ解 消 は政 府 の 情 報 化政

策 の 立遅 れ を どの よ うな 手 段,方 法 を通 じて速 か に是 正す る

か,ま た医 療,教 育 な どの 保 守的 な 制 度 をい か に ス ムー ズに

しか も短 期 間 に新 しい シ ステ ムや 制 度 に 変 革 して行 くか にか

か わ って い る とい え る。

と くに政 府 の政 策 が も っ とも ウエ イ トが 高 く,し か も他 の

政 策変数 に対 し,独 立変 数 と しての 関係 に あ り,こ れ に よ っ

て,他 の 政 策変 数 が大 き く動 くこ とに な る。

政 府 の情 報 社 会 化政 策 の 策 定 が1年 遅 れ れば,そ の実 現 も

1年 遅 れ る とす ら極 論 す るこ とがで き る。
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第7章 引 き金 要 因 と緊 要 課題

最 後 に,本 計 画 の 実 現 を 促 進 す る た め に 早 急 に取 り くむ べ き緊

急 課 題 に つ い て の べ よ う。 こ れ に は 二 つ の 異 な った 性 質 の 課 題 が

あ る。

そ の 一 つ は 引 き 金 要 因(TriggerFactor)と な る べ き 課 題 で あ

る。 す な わ ち,そ れ が 起 爆 剤 とな っ て プ ロ ジ ェ ク トの そ の 後 の 推

進 を い ち じ る し く促 進 す る よ うな 性 質 の 課 題 で あ り,具 体 的 に は

① 遠 隔 医 療 シ ス テ ム,② 学 校 事 務 のEDP化,③ 行 政 デ ー タ ・バ

ン ク の 三 つ が あ げ ら れ る 。 こ れ ら ば 何 れ も① 社 会 的 ニ ー ズ が高 く,

② 制 度 的 な 抵 抗 が 少 く,③ 技 術 的 に もそ れ ほ ど問 題 が な い 。 しか

も,こ れ が 実 施 さ れ る と,こ れ を契 機 と して,そ れ ぞ れ の 分 野 の

そ の 後 の 情 報 化 が ひ じ よ うに 容 易 に な る。 た と えば,遠 隔 医 療 シ

ス テ ム は 無 医 地 区 の 解 消 を 目 指 して お り,こ の 場 合 に は 医 師 の 側

の 反 対 は ほ とん ど起 ら ず,し か も こ の シ ステ ム の 具 体 化 に よ っ て,

地 域 健 康 管 理 な ど,他 の 一 連 の 医 療 シ ス テ ム の 促 進 が容 易 に な る。

同 様 学 校 事 務 のEDP化 は,教 師 を雑 用 か ら 解 放 す る と と もに 彼

ら の コ ン ピ ュー タ に 対 す る 心 理 的 な 抵 抗 を と りの ぞ き,そ の理 解

度 を 高 め る こ とに 役 立 ち,そ れ だ けCAIに よ る個 別 学 習 シ ス テ

ム の 導 入 を容 易 に す る。
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さ ら に 行 政 デ ー タ ・バ ン ク の 設 置 は,各 省 の 個 別 デ ー ター の 平

準 化,統 合 を促 進 し,や が て 脱 省 庁 化 を 可 能 に す る だ け で な く,

戦 略MISの た め の 外 部 情 報 の 提 供,業 種 別 デ ー タ ・バ ン ク 設 置

に 当 っ て の モ デ ル ・ケ ー ス とな る な ど他 の 関 連 プ ロ ジ ェ ク トに 対

して,そ の 実 現 を 促 進 す る要 因 とな る。

も う一 つ は,い ま 直 ち に 着 手 しな け れ ば,後 世 に 大 き な 禍 根 を

残 す よ うな 性 質 の 緊 要 課 題 で あ り,具 体 的 に は ① 幼 小 中学 校 な ど

に対 す る コ ン ピ ュー タ志 向 教 育 制 度 の 確 立 と,② 国 家 的 な 情 報 ア

セ ッ ス メ ン ト機 関 の 設 置,③ デ ー タ通 信 網 に 対 す る基 本 方 針 の 策

定 の 三 つ で あ る。

幼 少 中 学 校 の コ ン ピ ュ ー タ志 向 教 育 は,将 来 の情 報 化 社 会 に 対

応 す る人 間 を育 成 す るた め の 基 礎 に な る もの で,一 見 迂 遠 の よ う

に み え て も っ と も 着 実 な方 策 で あ る。 そ して こ の 場 合,ど の よ う

な 内 容 や シ ス テ ム の 教 育 を 実 施 す べ きか は 全 く未 踏 の 分 野 で あ り,

十 分 な 実 験 と 研 究 を 必 要 とす るが,そ れ 故 に こ そ,い ま直 ち に ご'

の 最 も根 幹 的 な 課 題 に 向 っ て 長 期 的 な 視 野 か ら 本 格 的 に取 り くむ

必 要 が あ る。

ま た 情 報 ア ゼ ス メ ン ト機 関(lnformationAssessmentBσard)

の設 置 は,将 来 の 情 報 の ス プ ロー ル 化 に よ る人 間 相 互 や 世 代 間 の

思 考 や 価 値 観 の 断 絶 を 防 止 す る た め に 重 要 な 役 割 を 演 ず る も の で,
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これ が一 日遅 れ る こ とは それ だけ 無秩 序 な 情 報の 氾 濫 を助長 す る

こ とに な り,そ の 調 整 が ます ます 困 難 に な る。 こ う した意 味合 い

か ら,情 報 ア セ ス メ ン ト機 関 の 設置 もま た緊 要 を 要す る課題 と

い え る。

さ らに,全 国 的 な デー タ通 信 網の 敷 設 は これ また 将来 の 情 報 化

社会 形 成 の技 術 的基 礎 をな す もの で,万 一 そ の方 向 を誤 ーまれば か

っての 明 治維 新 に おけ る鉄 道 の 軌 道 の決 定 と同様 ・ そ の再修 正 に

は ひ じ ょな 困 難 が 伴 う。 そ こで広 帯 域 の デ ー ター 通信 網 を どの よ

うな形 式 内容 の もの にす るか で,将 来 の情 報 化 社 会 の 性 格 が全 く

異 った もの に な って くる だ ろ う。

そ こで,こ れ ら 三 つ の 緊急 課題 に つ い て は そ の正 しい選 択 が 必

要 で,そ れ だけ 最 終 的 な 決定 に は慎 重 を期す べ きだ が,悔 を後 世

に残 さな い ため に,一 日 も早 く本 格 的に これ らの課 題 に とり くむ

こ とが 切 に望 まれ る。
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付 属 資 料1 第1表 一1中 期 イ ン パ ク ト 計 画

プ ロ ジ ェ ク ト 名 プ ロ ジ ェ ク ト の 内 容 イ ン パ ク ト的 効 果 達 成 年 次 所 要 金 額

基 本 構 想 1.将 来 の 情報 化 社 会実現 へ の イ ン・ミク ト的効 果 の高 い情報 化 プ ロ ジ

エク トを長期基本計画の中か ら重点的に選定 する。

2.向 う5ケ 年 間 に総額1兆 円 の国 家 資金 を投 入 す る。

3.国 家の コンセンサス と協 力を得 るため情報 化推進国民 会議 を設置

す る 。

4.最 初 の1年 間 を調 査 ・研 究期 間 と し,残 りの4年 間 で実現 す る。

① 行 政デ ー タ ・バ ンク 1.国 の重 要統 計 資料 の過去10年 分 を フ ァイ ルす る。 1.国 の合 理 的 な政 策決定 に 役立 つ。 1976年
唱920ハ 億 円

2,政 策 決 定 に必 要 な政 策 モ ジ ュー ルお よび共 通 プロ グ ラ ムを用 意す 2.脱 省 庁 化 を促 進 す る。

るo 3.民 間企業 の経営計画の策 定に寄与 す

3.各 省(出 先機 関 を含 む)と は オ ン ・ラ イ ンで結 ぶ。 るo

4.政 府 機 関 だ け で な く民 間 企業 ・大 学 もダ イ レ ク ト ・アク セ スで利 4.本 格 的 な デー タ ・バ ンク設 置 の モ デ

用 で き る。 ル ・ケ ー ス に な る 。

② コ ン ピ ュ ー ト ポ リ ス 1.近 く 建 設 予 定 の ニ ュ ー ・タ ウ ン(多 摩 ニ ュ ー ・ タ ウ ン な ど)を モ 1.将 来 の 情報 都 市建 設 の モ デル ・ケー 1980年 3,600'億 円

計画 デル地区 として」 将来の情報都市建設 を実験 す る。 ス に な るo

2.情 報 化 の中 核 と しては,a.CATV(双 方交 通,ユ ー ザ ー の 自主 2.CATV,℃VS,無 人 化 ス ー バ

選 択 可能)網,b.CVS(無 人操 縦 交 通 シス テ ム)ピ 一の本格的開発 の基礎 デー タが得 られ

c.無 人 化 スー パ ー(生 鮮食 品 中 心),d.地 域 健 康 管理,e.地 域 冷暖 るo

房 を実験 する。 3.市 民の情報都 市化 に対する反応評 価

3.基 本施 設費 は 国 庫負 担 と し,,民 間 デベ ロ ッパ ー に事 業委 託 し,運 に役 立 つ。

常費 のみ住民負 担 とする。 4第3セ ク ターの 可 能性 解 明 に役 立 つ。

③ 広域 ・遠隔医療 シス 1.本 土 の 国立病 院 は 病 院 事務 ・診断 ・治 療'・臨 床医 学 研 究 な ど トー 1.将 来 の 総合 病 院 のオ ー トメ化 に役立 1976年 コ700}億 円

テ ム タ ル ・ シ ス テ ム と して の オ'一 ト メ 化 病 院 の モ デ ル ・ケ ー ス と す る 。 つo





第1表 一2.中 期 イ ン パ ク ト 計 ・画

プ ロ ジ ェ ク ト 名 プ ロ ジ ェ ク ト の 内 容 イ ン パ ク ト的 効 果 達 成 年 次 所 要 金 額

、

2.総 合病院付属の医療工学研究所を設置 し,病 歴 ファイル を利 用 し 2.全 国 の無 医村 解 消の モ デ ル ・ケース

た医療工学的研 究を行 な う。 に な るo

3.離 島 ・僻地を包含 したモデル地区(奄 美諸 島と鹿児 島県の僻地 な 3.発 展 途 上 国へ の医 療援 助 シ ステ ム の A

ど)と 本土の国立総合病院 を結んだ広域遠隔医療 システ ムを開発す 基礎的原型 が得 られる。

る 。 4.旧 来 の医療制度 を根本 的に変革す る

4.周 辺地 区の 交通 事 故 な どに対 す る救 急 医療 シス テ ムを も組 み込 む。 キ メ手 に な る。'

④ コ ン ピ ュ,一 夕 志 向 教 1.教 育大 に教育 工 学研 究 セ ン ター を置 き これ と周 辺 の学 区 内 に あ る

一

1.教 師 の コ ン ピ ュ ー タ ・ ア レ ル ギ ー の 1980年 820億 円

育実験学区 幼,小,中,高 校 と を結 ぶ。 解 消 に役 立 つ。

2学 校 事務 のEDP化,個 別 学習 評 価,コ ン ピ ュー タ志 向教 育 な どに 2.集 団画 一教育か ら個別能 力教育へ の

つ い て実験 す る。 変革

3.教 育工学研究所に おいて実験 の結果 を検 討,評 価 して,標 準的な 3.脱 学年制,入 学 試験制 の廃 止に役立

シス テ ムを設 計,開 発 す る。 つo

4.学 区内 の教 師 に対 し,定 期的 な研 修 並 び にイ ンス トラク ター養 成 4.旧 来 の硬直化 した義務教育制 度を打

を実 施す る。 被 す る突 破 口に なる。

⑤ 広域公 害防止 システ 1.公 害指定地区(水 島な ど)を 対象 とした総合的 な公 害防止 システ 1.本 格 的 な地域 公 害 防止 のモ デル ・ケ 1976年 1,8001億 円

ム ムを 開発 す る。' 一 ス に な る
o

2地 区公害情報 センターを設置 し,こ れ と公害発生源 とを結んで直 2.公 害防 除 技 術 ・機器 の 開発 と実 用化

接,間 接 の予 測 ・警告 ・制 御 を並 駕 す る。 に役立 つ 。

3.公 害測 定 器,公 害防 除 技 術 機器,廃 棄物 の処 理 ・加工 ・関連公 害 3.第 三 セ ク ターの可 能 性 解 明に役 立 つ。

防除施設 な どの開発,施 設投資を含む。 4,公 害産 業 の育 成 ・発 展 を促 進 す る。

4.河 川,海 水,大 気 を含 め た総 括的 な シ ステ ム を考 え る。
',

5.本 プ ロ ジェク ト担 当機 関 と して公 害 防除 開発 事 業 団(第 三 セク タ

一)を 設 置 す る。
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第1表 一3.中 期 ーイ ン パ ク ト 計 画

プ ロ ジ ェ ク ト 名 プ ロ ジ'エ ク ト の 内 容 イ ン パ ク ト的 効 果 達 成 年 次 所 要 金 額

⑥ 頭 脳 集 団 セ ン ター 1,わ が 国 の シンク ・タン クを集 め た高 層 ピル を都 心 に建 設 し,共 通 Lシ ンク ・タ ンクの育 成 強 化 に役立 つ 。 1976年 1,190億 円

に 必 要 な デ ー タ,施 設(コ ン ピ ュ ー タ,デ ー タ ・バ ン ク,TSS装 2.社 会 人 の た め の大学 院 の モ デ ル ・ケ

置 な ど)を 完 備 し,行 政 デー タ ・バ ンクや科 学 技 術 情報 セ ン ター と 一 ス に な る
。

・

結 ぶ。 3.市 民 参 加 シ ス テ ム の モ デ ル ・ケ ー ス

2.プ ロ ジ ェ ク ト中 心 で テ ン ポ ラ リ ー に 結 成 さ れ る シ ン ク ・タ ン ク に に な るo
・

施設 を提供する。

3.企 業 の管理者や専門技術者対 象の長期(1～2年)の 大学院的 な

教育施設 をお く(民 営)。

4.市 民 参 加 セ ンター を開設 し,一 般 市 民 が 社 会 ・公 共 的問 題 に つ い

て政 策 モ デル を使用 し,意 見 を反 映 さ せ るジ ス テ ム をモ デ ル実験 す

るo

⑦ 中小企業 のMls化 1.東 京 都内 の青 色 申告 対 象 事業 所(12万)の 青 色 申告 をEDP化

し,小 規 模事業 所 は地 区 セ ンター に委 託 計 算 し,中 規 模 事 業 所 は 自

社 内 に端 末 機 を お き,セ ンター と結 ぶ。

2.地 区 セ ンター は青 色 申告 の みで な く,経 営 管理 資料(月 報,決 算

書 な ど)を 作成 す る0

3.中 央 セ ンター一をお き,地 区 セ ン ター とネ ッ ト,・ワー クで結 び,企

業診 断 や コ ンサ ル テー シ ・ン を行 な う。

1.中 小 企業 の労 働 力 不定 を カバ ー で き

る0

2.中 小 企業 の経 営 近 代 化 を促 進す る。

1976年 390億 円

⑧ 労働 力再 開発 セ ンタ

●

1.中 高 年 層 を対 象 と した 労働 力再 発の ため の大 規 模 な セ ン ター を開

設 す る。

2.本 人 の経 歴,性 格,環 境 条 件 と潜 在 能力 とを結 びつ けた 能 力 再開

発 の た め の科学 的 シス テ ムを開 発す る。

3.労 働 市 場 セン ター と結ULIs労 働移 動 を容 易に す るた め の 諸方 策 を

確立 す る。

1.中 高年 層 の社 会 活動 を促 進 す る。

2.労 働力 不 足 の 緩 和 に役 立 つ。

3.労 働 力 め流動 化 と再 配 置 に 役立 つ。

4.後 向 きの社 会 補 償 で は な く,生 きが

いの 開発 に 役立 つ。

1976年 550億 円





第1表 一4.中 期 イ ン パ ク ト 計 画

プ ロ ジ ェ ク ト 名 プ ロ ジ ェ ク ト の 内 容 イ ン パ ク ト的 効 果 達 成 年 次 所 要 金 額

4.職 業訓 練や再就職 を主 眼とせず,自 主的な社会活動の開拓 を目指

す る 。

'

⑨ コンピュータ平 和 部 隊
L発 展途上国に対す る経 済援 助の一環 と して,地 域 開発,教 育,医 1.発 展 途 上 国 の情報 化 に役 立 つ。 1976年 30億 円

療 をは じめ と した プロ ジェク ト単 位 の コン ピュー タ平 和 部隊 を計画 2.青 年 層(と くに コ ン ピュー タ専 門 技

的 に派遣 する。 術 者)に 新 しい 目標 を与 え る。'

210人 以上 の チ ー ム編 成 と し,2年 以 上 の 長期 契約 とす る。 3.医 療 ・教 育 面 か らす る新 しい援 助 方

3.プ ロジ ェク トの シス テ ム設計 だ け で な く,関 連 施 設 の供給 を も含 式 を確 立 で きる。

め るo

4.現 地 の 関係 諸機 関 と一 体 とな り,相 手 国 の 自主 的 参 加 を促 す 。





付 属 資 料2 第2表 一1.長 期 基 本 計 画

タ ー ゲ ッ ト名 サ ブ タ ー ゲ ッ ト名 シ ス テ ム の,概 要 達 成 年 度 所 要 金 額

基 本 構 想 1.198'5年 に お け る 中 間 目 標 と し て 「 コ ン ピ ュ ー タ ・マ イ ン ドの 定 着 」 と い う 総 合 夕

一ゲ ツ トを 設定 し,こ れ を達 成す るた め のサ ブ ・タ ーゲ ッ トを選 定 す る。

2.そ の た め に情 報 社 会 化 政 策 基本 大 綱 を策 定 し,向 う14ケ 年間 に 総 額20兆 円の 国 家 資

金 を投 入 す る。

3.本 計 画 の運 営 主 体 に は 民 間企 業 をで き るだ け 活 用 し,第 三 セ ク タ ーの育 成 を計 る。

4.情 報 化の過程 で発生す る情報諸公害を防止す るための諸方策 を準備す る。

i全 国情 報 ネ ッ トワー ク ① 将来の本格的な情報化社 会に対応す るため,現 在 の電 話回線に替 る広帯域 のデ ータ通

.

1985年 (10,793)億 円

}
信綱 の 確 立 を 目指 す。

②1985年 ま でに100万 回線 を達 成す る。(85年 の電 話 回 線 数 は5,000万 と想

定。 そ の2}%を 見 込 む)

離 島 ・僻 地 一 都 市 間 1.離 島280ケ 所,僻 地290ケ 所,各50回 線,計 約30,000回 線 。 1985年 238億 円

2.距 離,離 島27㎞,僻 地23㎞ 。

3.'設 置個 所 診 療 所,学 校,役 所。

4,利 用 分 野 遠 隔 医 療,TSS教 育,行 政 情 報,企 業,パ ブ リ ッ ク ・セ ン タ ー 。

100万 都 市 1.通 信 局 東 京,大 阪,名 古 屋,金 沢,広 島,福 岡,仙 台 。 1980年 4,259億 円

2.回 線 数52万 回 線.
'

100万 都 市間 1.対 象 区 間数13ケ 所2.平 均回 線 数5本 〃 ・374億 円

一般都 市(含 農村) 1.回 線 数45万 回線 1985年 3,845億 円

一般都市間 1.対 象 区 間450ケ 所2.平 均 回線 数50本 〃 1,683億 円

広 域 ブ ロ ック 1.対 象 区 間70ケ 所2.平 均 回線 数4本 〃 394億 円

行政 の合理化

'
.

行政 の 近 代 化 を計 るた めに 行 政 デ ー タ ・バ ン クを1976年 ま で に確立 し,こ れ を 中核 1985年 (6,718)億 円

と して80年 ま で に予 算 の最 適 配 分,ナ シ ョナ ル ・プ ロジ ェ ク トな どに関 す るTPBSを

実 施 し,85年 ま で に政 治へ の 民 意反 映 シ ステ ムの モ デ ル を導 入す る。





第2表 一2.長 期 基 本 計 画

タ ー ゲ ッ ト名 サ プ タ ー ゲ ッ ト名 シ ス テ ム の 概 要
達成 年 度 所 要 金 額

行 政 デ ー タ ・バ ン ク 行 政 デ ー ダ ・バ ンクは2段 階 に 分 け,前 段 で テー プ ・ベー ス の 自動 倉庫 に各 省の基 本 デ
1976年 581億 円

一 夕 を集 中 し
・ オ フ ・ライ ンで集計 す る とと も に,統 計 表 は マ イ ク ロ フィ ッrシュ に収録 し

一 ●

ア イ ス フ レ イ お よ び フ ァ ク シ ミ リ で 受 像 す る 。

i 1.テ ー プ本数1万 本(各 省 の基本 デ ー タ ,過 去10年 分につ き個票 ペ ー ス の もの)。

} 2テ ー プ格 納 自動 倉庫150㎡ 。3.マ イ ク ロ フィ ッシ ュ統 計 表(各 省作 成の 月 別,
`

1

ー

ー

年 次別10年 分)10万 枚。4大 型 コ ン ピュー タ3台(図 表 比 可 能)
。

} 5端 末 機 キ ・ ラ 〃 ・デ ・ ス プ レ イ ,部 課1台 つ つ 部208,

課1,025,そ の 他 計2,000台 。6 .民 間 企 業,大 学,研 究 所 も 有 料 で 利 用 で き る
。

} 7高 性能廉価端末機お よび大容量記憶装 置開発。

{ 行 政 情報 セ ンター 後 段 で ・行 政 情 報 セ ンター に発 展 させ,各 省は 政 策 モ ジ ュー ルお よびTPBS用 プ ロ グ
1980年 1,304億 円

ラム を利 用 して,重 要 施 策 の立 案,評 価 を行 な う。 また政 府 は 予算 の適 正 配 分,ナ シ ョナ

ル ・プ ロ ジ ェ ク ト の 立 案,運 営 ,評 価 に セ ン タ ー を 活 用 す る 。

L民 間 企業,大 学,研 究 所 な どもダ イ レク ト ・ア ク セ スで セ ンター を利 用 で きる
。

2・ 大 型 ス ク リ ー ン ・デ ィ ス プ レ30
。3.政 策 モ ジ ュ ー ル 数10万 。4.検 索 用

(デ ー タ ・ペ ー ス ・マ ネ ジ メ ン ト)ソ フ ト ・ ウ ェ ア 。5 .大 容 量 記 憶 装 置60台 。

6TPBS用 の プ ロ グ ラ ム1,000本 。7ナ シ ョ ナ ル ・プ ロ ジ ェ ク ト 用 ソ フ ト ・ ウ `

エ ア毎 年10本 。

政策科 学研修 センター .高 度 な政策科学の知識 ・技術 を修得させるために中堅幹部 の教 育を実施す ると ともに海 1980年 152億 円

外派遣研究員制 を並用す る。

(研 修 セ ン ター) ①1.敷 地1,000坪2、 建 物3階 建 延900坪3 .教 室5ケ 所30入 ・1976年

4デ ィ ス カ ッ シ ・ ン ・ル ー ム10ケ 所5 .宿 舎2人 部 屋50ケ 所6.浴 室,

r

食 堂
.、7コ ン ピ ュ ー タ 大 型TSS用&行 政 情 報 セ ン タ ー と オ ン ・ ラ イ ン で

結 ぶ9端 末機 デ ィス プ レ イ ・フ ァク シ ミ リ付 プ リン ター450台

10大 型 ス ク ヅー ン ・デ ィ ス プ レ ー15台11
.教 育 用 ソ フ ト ・ ウ ェ ア100本

1a教 授,講 師20名13 .研 修 期 間 平 均3週 間'

(海 外 研 修)一 ②1.・ 海 外 研 修期 間2年 間(修 士お よび博 士 コー ス)2人 員 ・修 士30人 ,博 士
●

1980年





第2表 一3.長 期 基 本 計 画

タ ー ゲ ッ ト名 サ ブ タ ー ゲ ッ ト名 1シ ス テ ム_概 要
達 成 年 度 所 要 金 額

・

10人3・ 派 遣 先 欧米 大学 院4.研 修費(滞 在 費含 む}1年 間12 ,000ド

ル

自治 行 政 デー タ ・パ ン 国家 ベ ース の行 政 デー タ ・パ ンク に準 じ た形 で,主 要 部 道府 県 につ い て は1980年 ま 1985年 3,562億 円

ク で に,そ の 他 の県 につ い て は1985年 ま でに 全県 に設 置す る
。

1・ 各府 県 毎 に1ケ 所 宛2.主 要 市町 村 とオ ン ・ライ ンで結 ぶ3 .利 用 分 野 ・自

治 行 政 事 務 の機 能化,予 算 統制,プ ロ ジ ェク ト別 の 計画 化評 価4 ,シ ステ ム構 成 は

行 政 デ ー タ ・バ ンク に準 ず る5テ ー プ 自動 倉庫6.テ ー プ本 数各 県 平 均

5,000本7.マ イ ク ロ フ ィ シ ュ 平 均2万 枚8 .端 末 機 平 均700台i

9大 型 ス ク リ ー ン ・デ ィ ス プ レ ー 平 均2台 一1α 検 索 用 ソ フ ト ・ ウ ェ ア47本

11.'大 容 量記 憶 装置 平均2台12政 策 モ ジ ュー ル(標 準化 され た もの)5万 本

13・TPBS用 プ ロ グ ラ ム(本 省 の も の か ら改 良)300本14 .大 型 プ ・ ジ ェ ク

ト用 ソフ ト ・ウ ェ ア平 均5件(毎 年)

政 策科学 自治研修 セン 国家ベースの研修 セ ンターに準ず る。政 策科学研 修所 と近接の地域 に設置 す る
。 1980年 202億 円

タ ー 1.東 京 近 郊2規 模 ・国家 ペ ー スの研 修 セ ン ター に準 ず る
。

3一 海外 派 遣 は各府 県 ・修 士1,博 士1,期 間1ケ 年

民 意反 映 シス テ ム 住民 の意 思 を 国 家行 政 に反 映 させ るた め に,各 部道 府 県 に ホ ー ム ・ター ミナル お よび大 1990年

型 ス ク リー ン'デ ご ス 九 一を並 用 した民 意 反 映 シス テ ムを導 入 し 前 段 では大 型 デ ・ス

,プ レ ー 方 式(1985年),後 段 で は ホ ー ム ・タ ー ミ ナ ル 方 式(1990年)を 利 用 す る 。

(大 型 スク リーン方式) ①1.各 府 県 ご とに1ケ 所 設置2.1,000人 が 参 加3.端 末 機 押 し ボ タ ン方 式 1987年 741億 円

各府県単位 4.大 型 ス ク リ ー ン ・デ ィ ス プ レ ー1台'5 .政 策 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン ・モ デ ル 年 間5本

6.大 型 コ ン ピ ュ ー タ

(ホ ー ム ・ター ミナル方 式) ②1.大 型 デ ィ ス プ レ ー を 並 用2,1α000人 参 加3.端 末 機 ホ ー ム ・タ ー ミ
' 1990年 176億 円

全 国 ナ ル4・ 政 策 シ ミ ュ レ ー シ ・ ン 年 間10本5 .大 型 コ ン ピ ュ ー タ1台,ミ ニ コ

ン5台,大 容 量記 憶装 置5台
〉'

MISの 高 度化 ① ・MISの 高度 化 は① マ ネ ー ジエ リア ルMIS(管 理者 段 階)② 戦 略MIS(ト ップ 1985年 (17,357)億 円
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第2表 一4.長 期 基 本 計 画

タ ー ゲ ッ ト名 サ プ タ ー ゲ ッ ト名 シ ス テ ム の .概 要 達 成 年 度 所 要 金 額

段階)③ 国 際MIS(多 国籍企 業)の3段 階 の 発 展 過 程 を 前提 し,マ ネ ジエ リア ルM

ISは1980年,戦 略MISは1985年,国 際MISは1990年 にお い て ,そ れ

それ対象企業の70%以 上 に定着す るものとす る。

②MISの 発展は企業 自体 の努 力に任せ,政 府は これ を側面的に促進す るための施策 と

して①MIS研 修 セ ン タ ーへ の長 期 融資 ② 日本 語 会発 モ ー ド・ラ ンゲ ー ジ や 自動 プ ロ

グラ ミン グ.・プ ログ ラ ム,業 種 構造 モ デル な ど各 種 ソ フ トウ エア の開 発融 資 ③ 業 種 別
'

デー タ ・パ ン クへ の長 期 融 資 を積 極的 に 推 進す る。

MIS研 修 セ ン タ ー ① 企業の トップや管理者,専 門技術者 な どを対象 とした高度 なMISに 関す る本格的研 1976年 357億 円

修 を実施する。 ② 必要 に応 じ海外か ら専 門の講師 を招へ いす る。

③ 研 修 コー ス は1年 の 長 期 コー ス と短期 コー ス(3ケ 月,1ケ 月な ど)に 分 け る。

④ 施 設費,旅 費 用 ソ フ ト ・ウェア開 発 費は 政 府 の長 期 融 資 に よ り賄 う。

1.セ ンター の規 模 は国 立政 策科 学 研修 セ ン ター に準 ず る。

2.会 語 モ ー ド ・ ラ ン ゲ ー ジ,自 動 プ ロ グ ラ ミ ン グ ・プ ロ グ ラ ム 開 発 費 を 加 え る
。

&

業 種 別 デ ー タ ・バ ン ク ① ・50業 種 につ い て,個 別 のデ ー タ ・バ ンク を設 置 す る。 1980年 15,000億 円

② そ れ ぞれ の業 種 別 に予 測 モ デル,構 造 モ デ ル,政 策 モ デ ル を 開発 し,企 業 に オ ー プ ン

で使 用 させ る。

1③ デ ー タ ・バ ン クは 相 互 にス ウィ ッチ ングで き る し,政 府 の行 政 デ ー タ ・バ ンク と も連

結す る。 '

1・ デ ー タ ・バ ン ク 数 は 東 京 ・大 阪 に 各50ケ 所 計100ケ 所2 .東 京 ・大 阪 の デ ー

タ ・バ ン ク は マ イ ク ロ ウ ェ ー ブ で 結 ぶ 。3 ,大 型 コ ン ピ ュ ー タ(TSS図 表 化 可 能)

各1台 、4.大 容 量 記 憶 装 置 各2台
'

国 際 デ ー タ ・ ト ラ ン ス ① 貿 易 ・貨物 輸送,航 空 機,気 象,公 害 な どに関す る刻 々の デー タや ドキ ュ メ ン ト(書 1985年 2,000億 円

ミ ッ シ ョ ン ・セ ン タ ー 式)を 通信衛星を通 じて世界各 国 と相互に伝送 する。

② セ ンター はそ れぞ れ別 個 に設 置 す る。 ③ 各 セ ン ターは 国 際法 規 に関連 あ る ドキ ュ

メン トの チ ェ ック機 能,管 理機 能,統 計 レ フ ァラ ンス を も担 当 す る。 ④ 他 の国 内 の
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第2表 一5・ 長 期 基 本 計 画

`

タ ー ゲ ッ ト名 サ ブ タ ー ゲ ッ ト シ ス テ ム の 概 要
達 成 年 度 所 要 金 額

r

関連 デ ー ダ ・バ ンク と連 結 す る。

…
1.セ ン タ ー 数10ケ 所2大 型 コ ン ピ ュ ー タ(TSS図 表 化 可 能)3

.大 容 量

:
記 憶 装 置2台 ・ マ イ ク ロ フ ィ ッ シ ュ5万 枚4 .端 末 機50台5 .デ_タ.ト ラ

ン ス ミ ッ シ ョ ン,デ ー タ ・ベ ー ス ・ マ ネ ジ メ ン ト
,チ ェ ッ ク ・ ア ン ド ・ オ ウ デ ィ ッ ト.

プ ロ グ ラ ム,そ の 他 の ソ フ ト ・ ウ ェ ア 各100本

コ ン ピュー タ志向 教 育

学校事務の合理化

個 別学習指導 システム

① コン ピュー タ志 向教 育 は 前期(72～80年
.)と 後 期(80～85年)に 分け,前 期

では 学 校 事 務 のEDP,個 別 学 習指 導 に重 点 をお き
,後 期か ら本 格的 な コン ビ=一 ー夕志

向教 育 を幼 児,小,中 学 校 を 中心 に 積極 的 に 推 進す る
。

② 高 校,大 学,社 会 人 に 対す る コ ン ピ ュー タ志向 教 育 は 一 応 除 外す る
。

① 時 間 割 り作 成,採 点,身 体 検 査,.1Q… 性 格 テ ス ト,予 算統制 な ど全 般的 な 学校 事 務

のEDP化 を計 る。

②1980年 ま で に全 国 の ・」・中学 校 に適用 し,教 育 委 員 会 付属 の セ ンター を設 置 し
,各

セン ター は100枚 単 位 と し ,オ ン ・ライ ンで結 ぶ。

1.セ ンタ ー数350ケ 所(小 学校24 ,540校,中 学 校10,839校,計35 ,379

校)2.各 セ ン ター大 型 コ ン ピュー タ1台,大 容 量 記憶 装 置2台 ,端 末機10台

3・ 各 学 校 端 末 機(・MRと デ ・ スW・ ・ 。 〃 ミ リ付)2台,4.ソ フ ト.ウ 。 ア

50本5.デ ー タ通 信回線 数35,000回 線

① 各 生 徒 ごとの学 力 を評価 で きる よ うな出 題 を各 学 年 ,学 級,学 科 ご とに 作成 す る。

② テス トの結 果 を個 人 別 の学 習 ファイ ル に収 め る
。 ③ 個 別 学 習評 価 プ ・グ ラ ム を開

発 す るp、 ④ 各 生徒 の ウィー ク ・ポ イ ン トを ド リル す る,問 題 集 を用意 す る。

⑤ 集 団学 習評 価 シス テ ム(オ ー トア ナ ライザ ー な どを並 用す る)⑥1985年 ま で

に 小 中学校 全 校 に実施 す る。 ⑦ 教 育 委 の セ ン ター 内 に施 設 を設 け る
。

1.施 設 数350ヶ 所2 、 大 型 コ ン ピュー タ1台,大 容 量 記憶装 置5台

3澗 鞠 ・」・中各1万 題 ・.'テ ス 略 学科 観1回 ・.個 別 。 。イル幼 鞠 以 降

1980年

1985年

(110,687)億 円

7,740億 円

590億 円





第2表 一6.長 期 基 本 計 画

タ ー ゲ ッ ト名 サ プ タ ー ゲ ッ ト名 シ ス テ ム の 概 要

全部 6.'ソ フ ト ・ ウ ェ ア は 個 別 学 習 評 価 プ ロ グ ラ ム,集 団 学 習 評 価 プ ロ グ ラ ム

7.児 童数 小 学校960万 人,中 学校4

教 育科学研修 センタL ① 情報 化 社 会 に対 応 した コ ン ピュ ー タ

4 せる。 ② 成績優秀 な教 員にイ ンス

ター を利 用 した教 育 を担 当さ せ る。

1.東 京 近 郊1ケ 所2.規 模 は 自治

名,期 間1年

コ ン ピュー タ志向 教 育 ①1980年 ま で に モ デル地 区 に よる

方 法,内 容 を確 定 す る。 ② コ ン ビ

コ ン ピュー タに よる問題 解 決,知 的 創

③ 前記の個別学習指導 システムを組み

小,中,高 の義 務教 育 制 を前 提 と して

志向教 育を実施す る。

1.幼,小,中,高 校 と も5学 級 ご と に

(教 室 数108.000ケ 所)2.

育用 端末 機40ケ3.各 学 級 ごと

末 機2ケ4.問 題 解決 型 教 育 プ ロ

バ ン ク(デ ィ ス ク ・マ イ ク ロ フ イ ッ シ
'

G Sで100校 ご と の ネ1ソ ト ワ ー ク を 形

回線
・

医療の近代化 ① 救急医療システ ムと遠隔医療 システ
,L

年までに50万 以上都 市,遠 隔医療は

② 後段 において総合病院 の医療 オー ト

1985年 には全国民の個人別健康管

、

情報化社会に対応 したコンピュータ志向教育に関す る新 しい教育技術,能 力を習得さ

成績優秀 な教 員にイ ンス トラクター としての研 修 を行い,地 域 の教 育 セ ン

③ 海外研 修生 を派遣す る。

規模 は 自治研修 センターに準ず る3.海 外派遣各府県2

コ ン ピュー タ志 向教 育 の基 本 方 向,

コ ン ピュー タ志 向教 育 の基 本 をa.個 別能 力主 義,b.マ ン

c.新 しい 倫 理教 育 に お く。

④1985年 に おい て 幼,

小,中,高 の義 務教 育 制 を前 提 と して一 貫 した シス テ ム を開 発 し,全 校 にコ ン ピュー タ

幼,小,中,高 校 と も5学 級 ご とに コン ピ ュー タ志 向教 育 の た め の教 室 を設置 す る

各教 室 に大 型 ス ク リー ン ・デ ィス プ レー1ケ,教

各 学 級 ごとに大 型 スク リー ン ・デ ィス プ レー1ケ,教 育 用 端

問題 解決 型 教 育 プ ロ グ ラム ・モ ジュ ー ル50本5.教 育デ ー タ ・

5.10ケ 所)とTS

6.回 線 数学 校 単 位 と して51,000

僻 地)を 先 行 させ救 急医 療 は1980

年 ま でに50万 以 上都 市,遠 隔 医 療 は1985年 ま で に全 地域 に つい て これ を実 現 す る。

後 段 にお い て総 合 病院 の医 療 オー トメ化,広 域 健 康 管 理 シ ステ ム の実 現 を 目指 し,

達 成 年 度

1980年

1985年

1985年

所 要 金 額

367億 円

101,ggO億 円

(24,000)億 円





第2表 一7.長 期 基 本 計 画

タ ー ゲ ッ ト名 サ ブ タ ー ゲ ッ ト名 シ ス テ ム の 概 要
,

達 成 年 度 所 要 金 額

救急 医療 シス テ ム ① 入 口50万 以 上 都 市 に救 急医 療 セ ンター を設 置す る。 ② セ ン ター と消 防 署,救 急 1980年 160億 円

指 定医 院 をオ ン ・ライ ンで結 ぶ。 ③ 救 急 セ ン ター と交通 セ ンター を結 ん で,救 急 車

のため の通過道路 の交通管制を行 なう。 ④ 救急 センターに事故発生要因,患 者 の治

療経 過 な どに関す る デー タ ・フ ァイル を完 備 し,事 故 防 止,救 急 治 療 の改 善 に 資す る。

⑤ 緊急診断装置 を備 えた救急車を配置する。

1.セ ンター数25ケ 所(10万 以 都 市数)2.セ ン ター 当 り消防 署数 平 均10ケ 所,
'

救 急 医 院数100ケ 所2中 型 コ ン ピ ュー タ,大 型 記憶 装 置1台,端 末 機110台

3.ソ フ ト ・ウ ェア救 急 医療 用 プ ロ グ ラム,健 康 手帳,事 故 要 因 治療 デ ー タ ・フ ァイ ル お
・

よび分析 プ ログ ラム,緊 急 交 通 管制 プ ロ グ ラム4.救 急 車 消防 署 当 り1.5台

遠 隔 医療 シス テ ム ① 全 国570ケ 所 の離 島 ・僻地 に対 す る遠 隔 医療 シ ス テム を1985年 ま で に実 現 す る。 1985年 1,340億 円

② テレビ電話 に よる問診,高 性 能の総合症状検出機器,個 人別医療 ファイル を結 びつけ,

本土 の総 合 医院 と遠 隔地 の保 健 診療 所 とを オ ン ・ライ ン で結 ぶ。 ③'緊 急 措 置,難 病

患 者 は ヘ リコ プ ター で運 ぶ。

1.総 合 医院1ケ 所 当 り10ケ 所の 離 島 ・僻 地 診 療 所2.中 型 コ ン ピュー タ1台,デ

、イ ク ス1台,マ イ ク ロ フ ィ ッ シ ュ1万 枚,端 末 機12台3.廉 価 高 性 能 検 出 機 器 開

発 費(20億 円)1台1億 円4.ソ フ ト ・ ウ ェ ア 問 診 用 ソ フ ト ・ウ ェ ア,半 動 診 断

プ ロ グ ラ ム,個 別 フ ァ イ ル ・ア ナ ラ イ ザ ー ・ プ ロ グ ラ ム5.ヘ リ コ プ タ57台
'

総 合病 院 オー トメ化 シ ① 総 合病 院 の オ ー トメ化 は病 院 事 務 のEDP(予 級制,点 数 計算,薬 剤 在庫,ベ ッ ト管 1985年 7,500億 円
'

ス テ ム 理 な ど)と 診 断治 療 の効 率化(マ ン ・マ シ ンに よる半 自動 診 断,個 人 別 カル テ を使用 し 5

た臨 床 医 学 的研 究)に 分 ける。 ②1980年 ま で に モ デル ・ケー ス と して50億 円

をか けて標 準 的 な オー トメ化 病 院 を設 置。 ③ モ デル 病 院 をサ ン プル と して,病 院 供

給 公 社 を 設立 し,国 立 病院,共 済 病院 な どを含 め,1985年 ま でに各 府 県 に5ケ 所 平

均 めオ ー トメ化 総 合 病 院 を開設 す る。

1.総 合 病院 数"150ケ 所(全 国}2.中 型 コン ピュー タ,デ ィス ク1台,マ イ ク ロ

フイ ・ソシ ュ1万 枚,端 末 機20台,各 種ME機 器3.ソ フ ト ・ウェ ア事務 のEDP

化 関 係100本,診 断 治療 関 係200本,臨 床 的 研 究 フ ァイ ル ・マネ ジメ ン ト,分 析 プ

一_」





第2表 一8.長 期 基 本 計 画

タ ー ゲ ッ ト名 サ プ タ ー ゲ ッ ト名 シ ス テ ム のi概 要
1

達 成 年 度 所 要 金 額

・

ロ グ ラ ム

広域健康管理 センター ① 人 口10万 人 につ い て健 康 管 理 セ ンター を全国(1,500ケ 所)に1985年 ま で に 1985年 15,000億 円

設置する。 ② 毎年2回 金住 民に健康診 断を行 な う。 ③ 全国民の個人別健康 管理

フ ァイル を完 備 す る。 ④ 予 防 医療 シ ス テ ムを確 立 す る。 ⑤ 高性 能 ・高 能 率 の総

合診断ME装 置 を開発する。

1. .健 康 管 理 セ ン タ ー1,500ケ 所2.大 型 コ ン ピ ュ ー タ1台,大 容 量 記 憶 装 置3台,'

マ イ ク ロ フ ィ ッ シ ュ10万 枚,端 末 機30台,3.ソ フ ト ・ウ ェ ア デ ー タ ・フ ァ イ

ル ・マ ネ ジメ ン ト,半 自動 診断 システ ム,予 防 医療 プ ログ ラム4.総 合 診断ME装

.

置1セ ッ ト

公害 防止 システ ム ①1980年 までに全 国主要公害指定地域の公害防止 システムを実施 し,同 じく80年 1985年 (4,870)億 円

までに大 都市 の総合公害防 除 システ ムを実現,1985年 まてに全 国公害情報セ ンター

を設 置す る。

② 公 害 対策 と して,警 告,制 御 の 段階 か ら公害防 止技 術(防 止,無 害化,有 用化)の 開

発,さ らに予 防 事 前 調整 に 進 め る。 ③ 究極 的 な 目標 と して グ ロー バ ル な 国際 協 カ シ

ステ ム へ の発 展 を 目指 す 。

地 区公害防止 システム ① 全公害指定地域の発生源(工 場)に 対す る直接 の警告,予 測,制 御 システムを1980 1980年 710億 円
'

年 ま で に完備 す る。
■

② 同 じく1980年 までに公害防止技術 を開発 し,指 定地域の無公害化 を目指す。

1.公 害 指定 地域 全国50ケ 所(想 定)2.各 地 域 単 位 に地 区 公 害情 報 セ ン ター1ケ

所 β.対 象工 場 数1地 域 当 り100工 場,測 定 個所1工 場 当 り4ケ 所4.中 型
'

コ ン ピ ュ ー タ,測 定 器400ケ,端 末 機120ケ5.オ ン ・ラ イ ン に よ る フ ィ'一 ド

A

バ ッ ク(1分 間 隔)6.予 測,警 告,制 御 ソ フ ト ・ ウ ェ ア

大都市総合公害防除シ ① 大 都 市 につ い ては大 気,河 川,工 場,ゴ ム,騒 音 な ど全般 にわ た る総 合的 な公 害 防 除 1980年 3,630億 円

ス テ ム シ・ス テ ム を1980年 ま で に 実 現 す る 。





第2表 一9.長 期 基 本 計 画

タ ー ゲ ッ ト名 サ プ タ ー ゲ ッ ト名 シ ス テ ム の 概 要
'

達 成 年 度 所 要 金 額

② 交通 管制 や化学公害対策,都 市再 開発な どの諸対 策や市民運動 と結 びつけた総合施策

を推進 す る。

1.100万 以上 都 市,10都 市 に各1ケ 所a直 接 制 御個 所300工 場,関 接 測定

個 所200ケ 所3.大 型 コ ン ピ ュ ー タ1台,大 容 量 デ ィ ス ク2台,マ イ ク ロ フ イ ッ

シ ュ1万 枚,測 定 機器2,000ケ,端 末 機600ケ4.公 害種類 別 の予 測,警 告,

制御 用 プロ グ ラム,総 合広 域公 害 防 除 肩 プ ロ グ ラム

全 国 公害 情報 セ ンター

'

① 全国的規模 において海洋,大 気,化 学 を含めた全国公害情報 センターを1985年 ま 1985年 530億 円

でに設置する。 ② 公害研究機 関 とタイア ップして将来起 るべ き新 しい型 の公害の予

防,事 前調整のための情報活動 を行 な う。 ③ 国際的 な公害防止諸機関 と連繋 してグ
、

ロー バ ルな公 害 防止 情 報 活動 を行 な う。

1.東 京 に設置2.全 国 各地 の 公 害地 域 セ ン ター とオ ン ・ライ ン3.超 大型 コ ン

ピ ュ 一 夕,大 容 量 記 憶 装 置5台,マ イ ク ロ フ ィ ッ シ ュ10万 枚,端 末 機100台,大 型

ス ク リ ー ン ・デ ィ ス プ レ ー5台,マ イ ク ロ ウ ェ ー ブ,通 信 衛 星4 .全 国 を メ ッ シ ュ

別 した公 害 デー タ ・フ ァイル,短 期 総 合公 害 予測,警 告 プ ログ ラム,長 期 同 プ ログ ラム,

公 害 の予 防,事 前 調整 プ ログ ラム,国 際的 な公 害防 止 プ ログ ラ ム

流通機構の近代化 ① 生 鮮食 料 品 の供 給 ・価 格 の安 定 を計 るた め大型 スー パー の シ ステム化 を計 り,こ れ と 1985年 (8、128)億 円

産 地 と を直 結 させ,コ ー ル ド ・チ ェー ンを通 じて 流通 機 構 全 体 の近 代化 を推 進す る。
',

②5,00C世 帯 単位 に大 型 スー パー を設 置 す る。 ③ スー パー の シ ステ ム は冷 凍 自動 ■

倉 庫,サ ン プ ル ・セ リ ン グ ・シ ス テ ム,磁 気 カ ー ドを 結 び つ け た トー タ ル ・ シ ス テ ム と

す る。 ④ スー パー と産 地 市場 は オ ン ・ライ ンで結 び,コ ー ル ド・チ ェー ンは冷 凍 コ

ンテナー と輸送情 報を結合 ⑤rg80年 までにモデル地区として,大 阪 および周
.ム

辺 地区 を含 め,20ス ー パ ー を設 置 し,1985年 ま で に人 口100万 以 上 の 全 国10

都 市 お よ び その 周辺 地 区 に1,000の 大 型 スー パ ー を設置 す る。 ⑥ 所 要 資 金は 国が

長期融資 し,中 小業者の協同化や市民の協 同組合方式 を奨励す る。

モデル地 区 大型 スーパー 1.ス ー パ ー20ケ 所(5,000世 帯 当 り1ケ 所)2.冷 凍 自 動 倉 庫3.サ ン プ 1980年
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第2表 一1α 長 期 基 本 計 画

'

タ ー ゲ ッ ト名 サ ブ タ ー ゲ ッ ト名 シ ス テ ム の 概 要 達 成 年 度 所 要 金 額

1

シス テ ム化

全 国 主要 都 市 ス ー パー ・

シス テ ム化

ル ・セ リ ング設 備5,000品 目4.磁 気 カー ド識 別 装置 付 自動販 売装 置 一 式

5.キ ャ シ ュ ・レ ジ ス ター 付 入 出力端 末 機10台6.中 型 コン ピュー タ1台,大 型 記

憶装 置,オ ン ライ ン用端 末 機5台7.ト ー タル ・シ ステ ム と して の ス ー パ ー情報 シ

ス テ ム(在 庫 管 理,販 売,会 計,在 入,流 通)

1.人 口100万 以 上都 市 全 国10都 市 お よび周辺 地 区2.ス ー パー1000ケ 所

(1都 市 平 均100ケ 所)3.ス ーパ ー の規 模,シ ス テ ムの 内容 は大 阪 地 区 に準 ず

るo

1985年 8.128億 円

交通 体系 のシステ ム化 CVS交 通 シス ヂ ム

(ニー タウ ンCVS)

(東 京 地 区CVS)

広域 交 通情 報 シス テ ム

1※広 域交 通 情 報 シ ステム

①1980年 ま でに ニ ュー タ ウ ンをモ デ ル 地 区 と して,CVS(無 人操 縦交 通 システム)

を実 施 し,1985年 まで に 東 京 の都 心 地 区 にCVSを 実現 す る。

② 全 シス テ ムが コン ピュー タで コ ン トロー ル され る。

③ 軌 道 上 に 二人 乗 リ無 人運転 車 が配 置 され,乗 客 は最 寄 りの ステ ー シ ョンか ら押 しボ タ

ンで 自動 車 お よび 目 的 地の ボ タ ン を押 せ ば,自 動 運転 で 目的地 に運 ば れ る。'

④ 運 営は 交 通営 団 と し,資 金 は 国 の 長期 融 資,社 債 で賄 う。

1.軌 道 延粁 数10粁2.無 人運 転 車100台3.コ ン ト・一 ル ・セ ン ター1ヶ

所 、4.ス テー シ ョン数100ケ 所

1.軌 道 延粁 数1,000粁 .2・ 無人 運 転 車10・000台3・ コ ン トロー ル'セ ン
ター1ケ 所4.ス テー シ ョン数10,000

① 一大 都 市 の都 心 地 区 やハ イ ウェ イ の交 通 渋 滞 を緩和 な い し解 消す る ため,1)広 域 集 中

ダ イ ナ ミック ・コン トr－ ル 方 式 と,2)メ ッシ ュ別 交 通情 報 シ ス テ ム を並 用 す る。

②1976年 ま で に10'0万 以 上 の大都 市 と主 要高 速 道路,1985年 ま で に50万 以

上 の主 要 都 市 と全 国 の高速 道 路 に これ を実 現 す る。

1.大 都 市 の ダイ ナ ミ ック ・コ ン トロー ル方 式 は信 号機,方 向 指 示 機150ケ を ユニ ッ ト

2.メ ッシ ュ別 の交通 情 報 は前 方 の主 要道 路10粁 範 囲 を ユ ニ ッ ト
「

1976年

1985年
.

(7,856)億 円

6,430億 円.

1,426億 円

ホ ー ム ・ タ ー ミ ナ ル の

普 及

① ホ ー ム ・ター ミナ ル の普 及は 前段 と後 段 に分 け,前 段は1980年 まで と し,主 と し
「一

,

て 経営 者,管 理者,専 門 的技 術 者,中 小 企 業 主 な どが 自宅 で業務 用 に 使 用 し,家 庭 の主

婦 や 家庭 は 限 界利 用者 とな る。 ② 後段 では1985年 ま でに 全 世帯 の1%が ホー ム

・ダー ミナ ル を使 用す る。

1985年 (3,270)億 円



G
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第2表 一11.長 期 基 本 計 画

タ ー ゲ ッ ト名 サ ブ タ ー ゲ ッ ト名 シ ス テ ム の 概 要 達 成 年 度 所 要 金 額

ホ ー ム ・タ ー ミナ ル の

,

1.経 営 者,管 理者1万 人(20万 人 の5%),専 門技 術 者3.5万 人(350万 人 の1%), 1980年 1,020億 円

限界利用 中小 企 業業 主(青 色 申告者)1.5万 人(150万 人 の1%),計6万 人

2.ホ ー ム ・タ ー ミ ナ ル6万 台3.1ケ 月TSS料 金15万 円

TSSの 大衆化 1.ホ ー ム ・ター ミナ ルの普 及 台 数25万 台(全 世帯2,500万 世 帯 の1%) 1985年 2,250億 円

2.1ケ 月TSS料 金5万 円

情報化の国際協力 ① 発展途上国に対 し,GNPの0.2%を 情報化 を通ず る国際協力のために拠 出する。 1985年 (10,250)億 円

づ ② 事 業 の 重 点 を地域 開 発,教 育,医 療 にお く。

コ ン ピュー タ平 和部 隊 ① 発展途上国 の社会 ・経済 の発展 と南北格差 の解 消,グ ローバルな国際協 力促進 を 目的 1980年 250億 円

と し売 コ ン ピュー タ平 和 部 隊 を プ ロ ジェク ト中 心 に派遣 す る。

② 付随 した技術 ・設備 ・資金の裏付けをする。

1.毎 年5プ ロ ジ ェ ク ト21プ ロ ジ ェ ク ト平 均30～50人1,0'00億 円

国際 教 育 ネ ッ トワー ク ① 教育 に対 す る 国際協 力 は通 信衛 星 を使用 した グ ロー バ ル ・エデ ュケー シ ・ン ・ネ ッ ト 1985年 5,000億 円

・ワー ク と相 手 国 内 の独 自の教 育 シ ス テ ムの二 つ に な る
。

② 前者 については他の先進諸 国 との協力に ょる国際機構 を通 じ,後 者 は システムの提供

に よる相手 国 の 自主 的 な教 育 システ ムの開 発に協 力,援 助す る。

1.グ ロ ー バ ル ・エ デ ュ ケ ー シ ・ ン ・ネ ッ ト ワ ー ク 拠 出 金 年 間500億 円

2.教 育 情報 シ ス テ ム援 助 年 間500億 円

国 際 医 療 ネ ッ トワー ク 教 育情 報 ネ ッ ト ・ワー ク に準 ず る。 1985年 5,000億 円

1.グ ロ ー バ ル ・メ デ ィ カ ル ・ネ ッ ト ワ ー ク 拠 出 金 年 間1,000億 円 。

2.広 域 健 康 管 理 シ ステ ム,遠 隔医 療 シ ス テ ム な どを導 入 す る。

7

情報 化 デ ィ メ リ ッ ト対 ① 情報化の推進に伴 って発生す る各種 の情 報公害そ の他のデ イメ リツ トについてこれ を 1977年 (530)億 円
'

,

策 予 防 な い し除 去 す る ため の諸 対策 を構 ず る。 ② デ ィメ リ ツ ト対 策 はa.プ ラ イバ シー

の保 護,情 報独 占の排 除,情 報 スプ ロー ル他 の 防止 な どの 情報 公 害対 策 と,輪 情 報革 命

の進展に伴 う省力化,技 術 の陳腐化 によ る不適 応労働 力の再教育,再 配 置の問題に分 け

る。
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第2表 一12・ 長 期 基 本 計 画

'

タ ー ゲ ッ ト名 サ プ タ ー ゲ ッ ト名 シ ス テ ム の 概 要 達 成 年 度 所 要 金 額

情報公害対策 1.プ ライ バ シー 保 護 立 法a情 報 集 中排 除 法3 .ソ フ トウ ェア保 護 立法 1976年 30億 円

4.コ ン ピ ュー タ犯 罪 防 止技 術 の 開発,コ ン ピ ュー タ損 害 保険5 .情 報 アセッスメント機 関

労 働 力再 開 発 セ ン ター ① 単 な る職 業 再 訓 練機 関 では な く,カ ウ ンセ リン グ,能 力 開発 な ど心 理 的,教 育的 側 面 1976年 500億 円

を重視 する。 ② 後 向 きの社会保障政策 では な く新 しい社会復帰の機会 を積極的 に準

備す る。 ③ そ のた めに政府の財投事業 に対す る雇用機会 と結 びつけ た能 力再 開発 を

行 な う。

1.労 働 力 再 開 発 セ ン タ ー モ デ ル ・ケ ー ス と し て1977年 ま で に1 ,000人 を 収 容 す

る本格 的 な セ ンター を 開設 す る。500億 円1

2.労 働組 合 が教 育 ・訓 練機 関,施 設 を設置 す る こ とを奨励 し,国 が 長期 資 金 を融 資す る。

3.こ れ らに 関連 し,労 働 力再 開発法 を制 定 す る。

4.労 働 市 場 セ ンタ ー と有機 的 に結 びつ け る。

{'





'

w
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第3表 情 報 社 会 化 長 期 基 本 計 画 所 要 資 金 一 覧 表 一1
付属資料2(単 位 億円)

プ ロ ジ ェ ク ト 名 本 体 端 末 機 マ ス ・フ ァイ ル ソフ ト・ウエア 研 究 開発 通 信 回線

　

施 設 土 地 ・建 物 運 営 費 メンテナンス費 計 摘 要

,一'〉 一 へ_
.

全 国 情 報 ネ ァトワー ク (10,ブ93.亨) ,端 末100万 円 広 帯域 回線25%電 話 回線75%
■

ト

離 島 ・僻 地 一部 有 間 238.1
・

100万 都 市 4.2597

100万 都市 間 374.2

一般都市(含 農村) 3β455

,

一 般都 市 間

広 域 ブ ロ ック

行 政 の合理 化

行 政 デ ー タ ・バ ン ク

行 政情 報 セ ン ター

政 策 科 学研 修 セ ン ター

自治 行 政 デー タ・パ ン,

政 策 科学 自治研 修センター

(府 県)民 意 反映 シ ステ ム

(全 国)〃

150

420

60

1,440

90

480'

50

60

160

30

1,008・i

45'

16.8

50

18

28,8

14.4:L

1.5

250

(大 容 量 記

400憶 装 置)

20

15

200

10i

sO・i

50

2

寸0

161.百

6

(MT自 製倉

庫)

1

(ス ク リー ン ゲ

イスプレー)

60

6

(ス ク リー)〃デ

ィスプレー)

19.2

(ス ク リー ρ デ

ィス プ レー)

9.6

1022.1'

1065

2011.6

240.270.7

3016.5'

9660.2

109

86.1

151.5

9.3

193.9・

10.21

34.7i

19.5i'

1,682.7

395.7

(6,718.8)

581.2

1,304.6

151.9

3,561.9

201.7,

741.7

175.8

咋
」

コ ン ピ ュー タ ー 超 大 型@50億 円 ×3台 端 末@500万 円 ×2 ,000台

コ ン ピ ュ ー ター 超 大 型@70億 円 ×6台 端 末@300JG[]×5,000台 ミ ニ コ ン@400万 円

×250台 マス ・ フ ァ イ ル@3,000万 円 ×60台

コ ン ピュ ー タ ー@50億 円 ×2台 端 末@1 ,000万 円×500台

コン ビ=一 夕ー@30億 円 ×48台 端 末@500万 円 ×700台 ×48県 マス ・フ ァイノ@3 ,000万 円'×2台 〉〈48県
スク リ→ ・@2,000フff〈2台 ×4弓 県 建 吻5億P⊃ 〈48(洛県5億 円)匝 線948万 円×700×48

コ ン ピ ュ ー ター@30億 円 × ろ台 端 末@1,00〔 坊 円 ×500台

コン ピ ュ ー ター@10億 円 ×48台(各 県1台)端 末 各 県3 ,500万 円 マ ス フ ァイ ル

@3,000万 円 ×48万 円(各 県1台)ス ク リーン@2,000万 円 ×48台

コ ン ビs－ ター(大 型1台 ・ ミ ニ5台)計50億 円 ホーム ・歩一 ミナノ@30万 円 く1万 台 マス ファイル

@5,000万 円 ×5台 回 線@5,000as×1万 ×12回





第3表 情 報 社 会 化 長 期 基 本 計 画 所 要 資 金 一 覧 表 一2_
(単 位 億円)付属資料2

、 一

プ ロ ジ ェ ク ト 名 本 体 端 末 機 マス ・ファイル ソフ ト・ウエ ア 研 究 開 発 通 信回 線 施 設 土 地 ・建 吻
.

運 営 費 メンテナンヌ費 計 摘 要

Mエsの 高 度化 (1ス5573)

Mエs研 修 セ ン ター 120 301 1.8・ 120 1.4 6 17 .1 1z3 43.8 3575
コン ピュ ーター@30億 円×2台 ×2ケ 所 端末@1,000万 円×150台 ×2ケ 所

マ ス ・フ ァイル@5000万 円 ×5台 ×2回 線@48万 円×150×2ケ 所

ス ク リー ン@2,000万 円 ×15台 ×2ケ 所

業 種 別 デー タ ・パ ン ク
15,000 1業 種300億 円×50業 種

国 際 デ ー タ ・ ト ラ ン ス ミ 2,000 200億 円×10ケ 所
ア シ ョ ン セ ン タ ー

コ ン ピュー タ志 向教育 ω α68ス3)

学校事務の合理化 2,450 3,570 210 5 168 350 6371
南

348.7 ス758.7
コンピューター@7億 円 ×350セ ン ター 端 末@1,000万 円 ×35,000校

@1,000×350(セ ンター)×2台 マス ・ファイル@3,000万 ⊃〈2台 ×350セ 〃 一 回線48万 円〉〈35,000

個別学習指導システム ※事務合理化
に含む

※事務合理化
に含む

525 30 353 590.5 マ ス'フ ァ イ ル@3,000万 円 ×5台 ×350

教育工 学 研修 セ ン ター 180 54' 27 50 2.1 25.5 25.9 2ス3 36Z7
コンピュー ター@30億 円 ×2台 ×3ケ 所 端 末@1,000万q×150台 〉〈3つ 所@2,000恥 〈15台 〉〈3ク所

マス ・ファイ九@3 ,000万 円〉〈3台 〉<3回 線48恥 く150×3ク 所

、

コ ンビ ュLタ 志 向教 育 20,400 61,880 765 200 768 5コ00 8,758 4,851 101,990.8 ;ζ蒜 一㍗ 鷲 ζ1裁鱗 習 ㌫1翻 瀦111織 置@… 帆

医療の近代化 (23,998.5)

救 急医 療 シ ス テ ム 25 1.7 Z5 t10, 13.2 (救 急 車)
1a8

25 53.6' 4、8i 1596
コンピューター@1億 円×25台 端末@150万 月×110台 マス ・ファイル@5000研 く25台 回線48万 円

×110×25救 急車@500珊 く250×1.5台 セ〃 一1億 円×25

遠 隔医療 シ ス テ ム 285 428 54.2 15、 50・ 5.4 (ME強 仕器)

58ス1「
188.1 110.3 23 1,338.9

コ ン ピ ュ ー タ ー@5億 円 ×57セ ン ター 端 末@500万F♪ 〈570ク 所 十@500万 円 〉〈5×57セ ン ター

○ ㌘ 警 部 難 論 嘉 辰 諸 。鼎線60鵬70セ ンター司げ 噸 σ0卿

総 合 病院 オー トメ化 ス500 各県@50億 円×3ケ 所×50県
シ セ テ ム

広 域 健 康 管理 セ ン ター
1

15,000 5億 円×750ケ 所 十15億 円×750ケ 所

、





附属資料2

第 3表 情 報 社 会 化 長 期 基 本 計 画 所 要 資 金 一 覧 表 一3
(単 位 億円)

プ ロ ジ ェ ク ト 名 本 体 端 末 機 マス ・ファイ ル ソフ ト・ウエア 研 究 開 発 通 信 回線 施 設 土 地 ・建物 運 営 費 メンテナンヌ費 計 摘 要

一

公 害防 止 シス テ ム (4,8698)

地区公害防止システム 500 241 15, 30・ 0.5 (測 定器)
20

50 5ス2 56.1, 711.2

、

コンピュー ター@10億 円×50台 轍@200万 円×120損1定 器@500万 円×100鋤 く4台

回 線@48万 円 ×100マ ス ・7ア イル@5,000万 円 ×50

大都市総合公害防除 シス
テム 1001 20 6' 120 1,000' 5.8

(測 定 器)

2,100
10 225 42.5 3.62ス3

コン ピュ→ 一@10億q×10端 末@200万 円×1,00〔 冶 測 定 器4,200×500万 円×10マ ス ファイル

@3,000万 円×20ソ フト@10億 円〉〈2本@5億 取20本 回 線1,200×48万 円

全国 公 害 情報 セ ン ター 210 21 さ 200 1
(ス ク リー ン ・

デ ィス プ レー)

11'

10 25.3i 71i 、551.ろ
コン ピュー ター@70翻 ×3台 端 末@200万 円×100台 デ ィス プレー@2 ,000万 耳×5台 モデノレセット

10億 円 マス ・フ ァイノ@3,000万 円×10台 ソフ トウエア@50億 円×4本 回 線48万 ×200

流通機構の近代化 (8,128)

全 国主 要都 市 ス ー パーーシ
ス テ ム

2,000 300 10 2.0001 5,000 7001

.一
1

118 8,128

'

.

1ス ニ パ ー7億3,000万 円 ×1,000所

交 通 体 型 の システ ム化 (ス856)

広域交通情報 システム 50 700 5 300 200 125 46 1,426 コン ピュー クー@5融 く10施 設5億 円 ×10×10端 末@ス000×1 ,000万 円

(フ ァ イ ル ・

東京地区cvs ソフト含 む) 4,000 430 6430 施 設 シテ ィウェイ1.8億 円 〉〈1,000K皿=1,800億 円 ス トップ@2,000万q×6,000梛 』1,200億 円

2,000

ホ ー ム ター ミナ ル の 普 及 (3,270)

ホ ー ム ・ター ミナ ル の 限

界 利 用
300 720 1,020 端 末@50万 円×6万 台 回線10万 円 ×12×6万

T.S,.Sの 大 衆 化 750 1,500 2.2501 端末@50万 円×25万 台 回 線5万 ×12×25万





付属資料2
第3表 情 報 社 会 化 長 期 基 本 計 画 所 要 資 金 一 覧 表 一4

(単位 億円)

プ コ ジ ェ ク ト 名 本 体 端 末 機
}

マス ・フ ァイル ソフ ト・ ウェア 研 究 開 発 通 信回 線 施 設 土 地 ・建 物 運 営 費 メンテナンス費 計 摘 要

情報イ掴 際協か

i

i(10250)
　

コン ピュー タ平 和部 隊
i
i250 5プ ロ ジェ ク ト×10億 円×5年

国 際教 育 ネ ッ トワー ク

…

…5
,000

拠 出金500億 円 ×5年 援 助500億 円 ×5年

(80年 以降5年 間)

国際医 療 ネ ッ トワー ク
・

…

5,000

i

,拠 出金500億 円×5年 援助500億 円×5年

(80年 以 降5年 間)

情 報 化 デ ィメ リ ジ ト対 策

i
…

…(5263)

1

ノ

情報公害対策
、

50 i,。 ハ ー ド ・ソ フ トの 技 術 開 発

労 働 力再 開発 セ ン ター 25 15 3 5 (訓 練 施設)
150

1825
(通 常の3
倍 とした)
111.8

4億円 496.5
コンピューター@5億 円×5台 端 末@150万 円×200×5土 地 建物@36億5千 万 円×5

ファイル@6,000万 円×5(運 営 業 は職 員 の 人 件費 、 研 修老 の 食 費 を含 む為、 当所 の3倍 と した)

合 計 204,455.9

注:メ ンテ カ ス費=(本 本×0.05)十(端 末 ×0.06)十(マ ス ・ファイノv>〈0.05)十(ソ フ トウエア×O、3)

注:運 営 費=(本 体 十 端 末 十 施 設 十 土地 ・建 物)×0.1





付 属 資 料5

「行 政 合理 化 」プ ロ ジ 干ク トの ンス テ ム設 計お よび 積算 内 訳

1.シ ス テ ム 開 発 の ス ケ ジ ュ ー ル 表

'
70脅三75'80859〔}年

`

'
77年

行 政 デ 一 夕バ ン ク一 一一一 △ー ー ー 一 一=一=一=も

△

ー〃牢縮

新

行

、
～

,
ル

ム

ア ク セス

自治 行政 デ ー タパ ンノ(主 要府 県)(全 国)

巨

b

民 意反 映

2.シ ス テ ム 構 成 △ ρ△ー ー一 一+

大 型 ス ク リー ン方 式 ホームターミナル

(1)1977年(行 政 デ ー タ バ ン ク)方 式

〔 ＼.省 庁

キ ャ ラクタ ・デ ィス プレ イ

r蚕 ⊂
緒 庁 ＼

こノ

婿
＼

U

《⊃

/
鋼

戸
)一)=

＼
○ 各省庁

(2)1980年(行 政 デ ー タ バ ン ク 、 自 治 行 政 デ ー タ バ ン ク)

各省庁

○

○

○ キ.ラ ク,.デ ィゴ 。,

/

ケ
＼

,

＼ ふ

"

シ

'ワ

ン

⇒

改

.・

二

・侮
r

×

/

。

『

○
(中 央)

(主 要 部 道 府 県)

キ ∨ ラ ク タ ・デ ィス プレイ

宝飾 町村 ○

○＼

＼/
○ ㌻ ○

○

(主 要 部 道 府 県)

主要市町村 キャラクタ・1

00デ イが レイ

＼//
ヘ ノオ

・一 ◎ ・

_/＼
データバンクC)





■

(3)1985年(行 政 情 報 セ ン タ 、 行 政 科 学 研 修 セ ン タ 、 自治 行 政 デ ー タバ ン ク)

デ ィス プレイ(C・D)

教

趨夷
訂

大 型 ス ク リン

デ ィスプレイ(S・D)

市町村

○キャ ラクタ

デ ィスプレ イ(C.D

○

○/

＼'

大型s・D

＼ こ=ン ノ

○

押ボタン

___一 一 ー 一一→'

.＼

聯
b大 跳 ・D

大 型S.D

⑳
デ ィス

ファクシ ミリ付 、

プ リンタ

(D.P・P)

菖灘o-→ ○

ノ

○

主

要

市

町

村

タ
イ

ノ

⌒壷＼
が

一

た
∫(

d

ボ
押

大型S.D

民 意反映 シス テ ムは、

自治 行 政 デ ー タバ ン クに 統 合





・ ・

ぼ

(4)1990年(1985年 に 同 じ)

庁

デ ィスプレイ各

ファクシミ リ付

プ リン タ

D.F.P

大 型 ス ク リ ン

デ ィス プ レ イ

(s・D)

民意反 影 シ ステ ム

〆

押 ノ

ご8辻こ
ン 自治 行 政

データバ ンク

'←/
大 型s.D

/
○ ψ

大 型S.D

D.F.
、

一 ・
主 要 市 町 村/

∴
農

へ
9

.
当

/
…
。
ぐ

行政情報センタ

/ノ

＼

r、
D・F

.P

要 市

＼}ノ ＼
○

自治 行 政

アータバンク

幅 …
璽

民 意反 映 シス テ ム

大型S.D

町 村

D.F.P大 型S・D

－
主要市町村

シ ス テ ム





3.サ ブ ・プ ロ ジェ ク ト別 の積算 内 訳

プ ・ ジ・ 八 角
一行 政 の鯉 イヒ

ザ ブ ・ プ ロ ジ ェ ク ト名 行 政 デ ・タバ ン ク(全 国1ケ 所)

コ ン ピュ ー タ(超 大 型)

(コ ン ピュー タ周 辺 機 器)

(画 像 送 信 器)

自 動 倉 庫

土 地 建 物

電 力'備

端 末 機

(キ ャ ラク タ ・ディ ス プ レー)

ソ フ'ト ウェ ア開発 費

教 育 費

通 信 回 線料

電 力 料

人 件 費

そ の他 の経 費





「

プ ロ ジ ェ ク ト名 行 政 の合理 化

サ ブ ・プ ロ ジェ ク ト名 行政 情 報 セ ン ター(全 国1ケ 所)

項 目 積 算 基 礎 備 考
・

.

.

A

開 発 費

大容 量 記 憶 装置

設 備 費

コ ン ピ ュー タ(超 大型)

大 容 量 記 憶 装置
〉'

コ ン ピュー タ周 辺機 器

土 地 建 物

電 力 設 費

大 型 スク リー ン ・デ ィス プ レ イ

端 末 機

ソ フ トウェ ア 開発 費

標 準 化 作業 費

政 策 モ ジ ュー ル用 デ ー タ作 成 費

政 策 シミュレーションソフトウェア

TPBS

変 動 費

通 信 回 線料

電 力 料

人 件 費

そ の他 の経 費

2り0、000万 円

700.000万 円 ×6-4,200,000万 円

3,000万 円 ×60-180,000万 円 ・

本 体 に 含 む

100,000万 円

3,000万 円

2.ooo万 円 ×30台=600,00Q万 円

300万 円 ×5,000台 一1,500,000万 円

400万 円×250台 一100,000万 円

3,10G,000万 円

10,000円/人 ・日×30人 ×500日

10,000円/人 ・日=15・000万 円

×(10万 円モジゴ→ レ÷1モ ジューツ 伯 ・人)

1,000ス テツ琳 ×2、000円/ス デ 〉プ × 、

3,000太=600,000万 円

200万 円×1,000本 一200,000万 円

へ

＼2,100,00⑪ 万 円

{

1/

i

合 計1,300億 円

ラ ンダ ムア クセス 可能 な大 容 量 廉価 記 憶 装置(0.001円/ビ ッ ト×1000億

ビッ ト)程 度 とし、 開発 費は そ の20倍 と考 え る。

◎ 行 政 デー タバ ン ク をバー ジ ョン ア ップ す る。

、!徹 ‥ タバン クへ追加

高 速 通 信制 御 装置(48Kビ ッ ト)50回 線 分

各 省1台

ミ ニ コン





プ ロ ジ ェ ク ト名

サ ブ ・ プ ロ ジ ェ ク ト名

行政 の合理 化

政 策科学研 修 セン タ(政 策科学 自治行

固 定 費

敷 地

建 物

コ ン ピ ュー タ(大 型)

コ ン ピ ュ ー タ 周 辺 機 器

変 動 費

通信回線料

力 料

人 件 費

積 算

2,000坪 ×30万 円==:60,000万 円

1,4CO坪 ×30万 円:=・42,000万 円

300、OOO万 円 ×1台=-300,000万 円

M-TU500万 円 ×10台 十 ラ ンダム ア クセ ス

1,000万 円 ×2台 十 通 信 制 御10,000万 円

×4台=-47,000万 円

3,000万 円

1,000万 円 ×300台 一300,000万 円

2,000万 円 ×15台=A"30,000万 円

1,000ス テ ッ プ/本 ×100本 ×2000円

=-T・20
,000フ ラ]=「」

政 セン タも 同 じ)(1研 修 セ ン ター 分)

OD〕

行 政 情 報 セ ン タへ

大型記憶装置

は 研修 セン ター 分)

大 型 ス ク リ1一 ン ■tディ スプ レ ー'・

15台





プ ロ ジ ェ ク ト名

サ ブ ・ プ ロ ジ ェ ク ト名

行 政 の合 理 化

自治行 政 デー タバ ンク(1シ ス テ ム分)

コ ン ピ ュ ー タ(超 大 型)

イ

山

九

プ

ス

ス

イ

ィ

デ

費

デ

ン

成

物

備

機

.

一

作

タ

リ

ア

建

設

ク

ク

エ

末

ラ

ス

ウ

地

力

ヤ

型

ト

キ

大

フ

土

竃

端

ソ

成作歩
一デ用ルーユ

ジモ用策政

費

費良改SBPT

変 動

通 信回 線料

電 力 料

人 件 費

そ の他 の経費

3{〕0,000万 円×1台=300,0.00万 円

本 体 に 含 む

通 信 制 御 装 置10,000万 円×2台
一一20

,000万 円

大 容 量 記 憶 装 置10,000万 円 ×2台
x20

,000万 円

磁 気 テ ー プ 装 置500フ 抄 く50台

=25
,000フ ラ1]ヨ

映 像 送 信器50,000万 円 ×]台 ス50,000万 円

(多 重 形)

7,000万 円

50,000万 円

10,000万 円

300万 円×700台 ・-210,000万 円

2,000万 円 ×2台===4,000万 円

10,000円/人 ・日×(50,000モ ジュー ル

÷2モ ジュー ル/人 ・日)-25,000万 円

10万 円 ×300本=3、000万 円

自動 倉庫

べ
＼

吟

/

○

○

-
・

O

TM

気

↓テ

5000本 格納

10,000本 格 納150m2用(10,000万 円)×0.7

(行 政 デ ー タ ・バ ン ク)

政 策 モ ジ ュ ー ル は 、 国 家 ベ ー ス の 半 分 と す る 。

気 テー プ ×2台

1 大 型s.

2台 ブ

1

-○

ロ)

端 末

700

竿 通

信

制

御

装

置

|

工

一

一

1

コンヒ。ユ 一 夕
一

一

×2台

・ 口1

口1

ロ

ロ ノ

量記憶装置

()へ

＼＼_一∠ ノ

×2台

一 映像送信
機

ひ

(多 重 化)





プ ロ ジ ュ ク ト名

サ ブ ・ プ ロ ジ ェ ク ト名

行 政 の合 理 化

民 意反 映 シ ステ ム(大 型 ス ク リ… ン方 式) 各部道 府県設置 (1府 県 当 り)

(1府 県 当b)

逓

信

制

御

装





プ ロ ジ ェ ク ト名

サ ブ ・ プ ロ ジ ェ ク ト名

行 政 の合理 化

民 意 反 映 シス テ ム(ホ ー ム ター ミナ ル)

固 定 費

コン ピュー タ(大 型)

コ ン ビ=.一 夕(小i型)

通 信 制 御 装 置

大 容 量 記 憶 装置

端 末

大 型 ス ク リー ンデ ィス プ レ イ

土 地 建 物

力 設 備

ソ フ トウ ェア

通 信回 線料

電 力 料

人 件 費

そ の 他

283,000万 円/年

通信 網 は パ ッケ ト交換 、 同報 通 信 等 の デ ーータ伝 送 用 の最 適 網 が完 成 ず み

とす る。

(但 し、 端末 機 を除 く)





付 属 資 料4「 医 療 の 近 代 化 」 の 計 画 内 容 明 細

1.シ ステム コンセプ ト

◎ サ プ タ ーゲ ッ ト1.救 急 医 療 体 制 の 確 立(図 ゴ)

① 人 口50万 以 上 の都 市 に 救 急 医 療 セ ン タ ー を 配 置 。

セ ン タ ー は 急 患 発 生 の 確 認 、 救 急 車 の コ ン 巨 一 ・レ、 救

急病 院 へ の 医 療 情 報 の 提 供 、 蓄 積 さ れ た 情 報 を も と に 救 急

医 療 計 画 の 改 善 な ど を 行 表 う。

② セ ン タ ー と 消 防 署 、警 察(交 通 管 制 セ ン ター)、 救 急

指 定 病 院 は オ ン ラ イ ン で 結 ぶ 。 健 康 管 理 セ ン タ ー(後 述)

が で きた 時 に は こ こ と も オ ン ラ イ ン で 結 ば れ る 。

③ 救 急 診 断 装 置 、 心 電 や脳 波 な どの 信 号 を送 る テ レメ ー

タ リン グ装 置 を 備え た 救 急車 を配 置 す る。(セ ン ターは こ

の 情 報 を も とに 、 適 切 な医 療 機 関 を 決定 し、 救 急車 に 指 令

す る。)

シ ス テ ム の 構 成 要 素

1.救 急 医 療 セ ン タ ー25カ 所(50万 以 上czi)都 市 数)。

セン ターあ た り 消防 署 数 平 均10カ 所 、 救 急 指 定 医 療 機 関

50カ 所 。

2・哩 コ シ ピ=L-一 一'」S(N大 型 諦 装 置 踏 ・ 端 末 機 ・

3ツ ブ ト ウエア 救 急 医 療 用 プ1・ グ ラ ム(患 者 医 療 情 報 検 索 、

救 急 医 療 サ ー ビ ス フ/イ ル 、 救 急 車 コ ン トロ ー ル 用 プ ロ グ

グ ラ ム)

4救 急 車 消 防'暑 当 り1.5台

」



◎サ ブ ター ゲ ッ ト2広 域 遠 隔 医 療(図2)

① 全国570カ 所 の離 島 、僻 地 に対 す る遠 隔 医療 システ ム

② テ レ ビ電 話 や テ レ メ ー タ リング を利 用 した 遠 隔 診 断 離 島 、

僻 地 の保健 医 療 所 と、 本 土 の 総合 病院 をオ ン ラ イン で 結ぶ

③ 移 動型 システ ム と して集 団 検診船(車)と 救 急 用 ヘ リコ プ
'タ

ー

.シ ス テ ム の構 成 要 素

1.総 合 病 院1ヵ 所 あ た り10～15カ 所 の離 島 僻 地 の 診 療 所

2.総 合 病 院 に は遠 隔 医 療 用 と して 中 型 コ ン ビ=一 夕1台 、 デ

ィ ス ク1台 、 マ イ ク ロ フ イ ツ シ ユ装 置 、 医 療 用 端 末

3.遠 隔 医 療 用ME端 末(総 合 病 院 と結 ぶ)

4,ソ フ トウ エ ア 病 歴 プ ア イ ル 、 自動 問 診 プ ロ グ ラ ム 、 生 体

情 報 解 析 プ ログ ラ ム

5・集 団 検 診 船4隻 ・ 集 団検 診 車(マ イ ク ロバ ス
.5台 で1編 成

を、20編 成)、 救 急 用 ヘ リ コ プ タ ー30台 。

◎ サ ブ ター ゲ ッ ト3病 院 の オ ー トメ化 とモ デ ル 地 区(図3)

① 高度 にオ ー トメ化 さ れ た総 合 病 院 を セ ン ター と して持 つ

② 小規 模 医 療 機 関 も地域 医療 サ ー ビス の重 要 な 役 割 を担 う。

(総 合 病 院 とオ ン ラ イン で結 ぶ)、

③ これ を モ デ ル ケ ー ス と して地域 特 性 を考 慮 した地域 医 療 シ

ス テ ム を全 国化 す る。(オ ニ トメ化 総合 病 院 は 各 府県 平均3

カ所)



シ ス テ ム の 構 成 要 素

1.オ ー トメ 化 総 合 病 院150カ 所(全 国)

2.各 総 合 病 院 に 中 型 コ ン ビ・ユ 一 夕、 デ イ ス ク

マ イ ク ロ フ イ ツシ ユ装 置 、 端 末20台

3.小 規 模 医 療 施 設 に 、 専 用 端 末(医 療 経 営 用 、 医 用 情 報 処 理

用)

4.ソ フ ト 病 院 経 営 管 理 用 プnグ ラ ム 、 診 断 治 療 用 プ ログ ラ

ム 、 病 歴 プ ア イノレ、 臨 床 研 究 用 フ ァ イ ル

◎ サ ブ ター ゲ ッ ト4広 域 健 康 管理 体 制 の全 国 化(図4)

① 人 口10万 に1カ 所 の 集団 検 診 セ ン ター 又は 、健 康 管理 セ

ン ター(各750ケ 所)

② 毎 年2回 地域 住 民 の 集 団検 診

③ 個 人別 健康 管 理 フ ァイ ル の整 備
6

シ ス テ ム の 構 成 要 素

1.集 団 健 診 セ ン タ ー一(1ヵ 所5億 円)

中型 コ ン ピ ュ ー タ 利 用

ソ フ ト;自 動 問 診 、 自動 化 学 分 析

2.健 康 管 理 セ ン タ ー

大 型 コ ン ピ ュ ー タ 、 大 容 量 記 憶 装 置 、 マ イ ク ロ フ イ ツシ ユ

装 置

ソ フ ト;個 人 別 健 康 管 理 用 情 報 検 索 ン ス テ ム

地域 的 健 康 管 理 計 画 用 プ ロ グ ラ ム



2.達 成 年 度 と 必 要 資 金

◎ サ ブ タ ーーゲ ソ ト1救 急 医 療

、977年 モ デ ル ケ ーース 、(入 。5。 方 ～ 、 。〆。方 対 象)

鯛 医 療 セ 治 開 発 費(含 ソ フt
,
:)'

10億 円

鰭 輔 鵠 ∴億円

救 急 車1.5千 万 円 ×li5台 ≒2億 円

端 末 、 ネ 。 ト ワ ー ク 開 発 費 癒 円

計15億 円

1985年 人 口5'O万 以 上 の 都 市 で 実 施

セ ンチ 設 備投資
3即 ×

,25'=75翻
救 急車

・.5・午 方 円 ×250二 』40億 円

ネ ッ ト ワ ー ク 、 端 末

1.5億 ×25=40億 円

計155億 円

サ ブ タ ー ゲ ・ ト1合 計170億 円

◎ サ ブ ター グ ッ ト2遠 隔 医 療

1980年 モ デ ル グ ご ズ

既 存 の 総 合病 院 へ の 付 加 投 資30億 円

離 島 ・僻 地 用 診 療 所 ンステ ム 開発 費

10億 円



集 団 検 診 船 開 発 費10億 円

集 団 検 診 車 開 発 費5億 円

救 急 用 ヘ リコ プ タ ー-15億 円

遠 隔 医療 用ME端 末k・ よ び ネ ソ ト ワ ー ク 開 発

費20億 円

ソ フ ト ウ エ ア 開 発 費5億 円

合 計 ざ100億 円

1987年 全 国 化

総 合 病 院(57カ 所)へ の 投 資400億 円

離 島 、 僻 地 診 療 所 シス テ ム(含 端 末 、 ネ ッ ト

ワ ー ク)

1億 円 ×570カ 所 ±570億 円

集 団 検 診 船

6億 円 ×3隻=20億 円

集 団 検 診 車

1.5億 円 ×19編 成 ≒30億 円

救 急 用 ヘ リ コ プ タ ー

10億 円 ×29'台 ‡300億 円

ME機 器 改 良 費10億 円

計 約1,330億 円

サ ブ タ ー ゲ ッ ト2合 計],430億 円

◎サ ブ ター ゲ ソ ぼ 地域 医 療

1979年 モ デ ル 地 区



オ ー ト メ 化 病 院 開 発 費 ㍗'、50億 円

小 規 模 医 病 機 関 用 情 報 シ ス テ ム(含 ネ ソ ト ワ ー

$ク 、 ソ フ ト)・ 、1、 、50億 円

・ ,・ 計100億 円

・・'1987年 各 府 県 平 均3カ 所 の オ ー トメ 化 総 合 病 院 を も

い つ 地 域 医 療 体 制

「
1・'オ ーー トメ イヒ病 院

40億 円 ×150=6,000億 円'

ネ ッ ト ワ ー ク 、 ソ フ ト開 発 費

.10億 円 ×1'50≒1,500億 円

計 、7,500億 円

i・「i'サ プ タ ー ゲ ッ ト3合 計7,600億 円

◎ サ ブ タrゲ ツ・卜4地 域 住 民 健 康 管 理

1980年 モ デ ル 地 区(人 口10・0万 対 象)

集 団 検 診 セ ン タ ー 、 シ ス テ ム 開 発 費

10億 円

,,、 い セ ン タ ー「設 備 費

5億 円 ×'9'カ 所 ≡50億 円

… 健 康 管 理 セ ン タ ー 、 シ ス テ ム 開 発 費

、・・1`tt・20億 円

計80億Fl

1990年 人 口6,000万 入 を カバ ー す る 健 康 管 理 ジ ス

テ ム



集 団 検 診 セ ン タ ー

5f意P〔ヨ×750=3,750億ii「i]

健 康 管 理 セ ン タ ー(ネ ツ トワ'一 ク 、 ソ フ ト含

む).:.15億 円 ×750=1兆1,2×50億 円

計1兆5,000億 円

サ ブ タ ー ゲ ッ ト4合 計1兆5,100億 円

4サ ブ タ ー ゲ ッ ト 総 計 約2兆4,400億 円

3 必要 条 件

。医 療 ン ス テ ム エ ン ジニ アの 大 量養 成 と、 そ れ を 受 け 入れ

る条 件 の整 備

。既 存 の 医 療従 事 者 の 再教 育 、 訓 練 に よる 能 力 開 発 と意 識

の変 革

。新 しい タ イプ の 医 療 従 事 者 の 大量 養 成 と、 そ れ を 受 け 入

これ る 条 件 の 整 備

。医 療 関 係法 の 改 正

。医 療 保 険 制 度 を は じめ とす る 各種 制 度 の改 革

。国 民 の 医 療 に 対 す る 意 識 の 変 革

。医 療 近 代 化 を 推進 す る経済 的 、そ の他 の イ ン セ ン テ ィブ

が 末 端 に ま で 及 ぶ こ と

。ハ ー ドウ エアや ソ フ トウ エア の 標準 化が 進 む こ と。

。医 療 技 術(臨 床 医 学)の 科学 性 、客観 性 が 高 ま る こ と。

。大 量 の シ ス テム を供 給 す る た め に、 医 療 シ ス テ ム供 給 公

社 の よ うな 公 的 機 関 を設 立 す る ことが 望 ま しい 。,



・ コ ン ピ ュ ー タ リゼ ー シ ョン の み に よ つ て 医 療 サ ー ビ ス の

質 や 効 率 が 向 上 す る 分 野 は きわ め て 限 られ て い る こ と を

・認 識 し
、 全 体 と し て の 医 療 サ ー ビズ の あ り方 を 十 分 に 考

慮 し た 環 境 整 備 を 平 行 し て 行 力 う こ と 。

4.メ リ'ツ1ト

'恒 だ れ で も
、 ど こ に い て も あ る レ ベ ル 以 上 の 質 の 医 療 サ ー

ビス を 受 け られ る 可 能 性 が 増 加 す る

。医 療 従 事 者 の 生 産 性 向 上 の 可能 性 が 増 加 す る

'
。医 学 の 進 歩 に 貢 献 す る 分野 も あ る

(デ ー タ の 蓄 積 に よる 効 果)

。診 療 技 術 の 向 上 に 貢 献

(標 準 化 に よ り 医 療 サ ー ビ ス の 質 を コ ン ト ロ・Lル しや

す ・くな り、 医 療 評 価 も客 観 性 を 増 す)・ い

。合 理 的 な 医 療 計 画 を た て る た め の デ 三 夕 を 集 め られ る 。

。医 療 の 分 野 で の 国 際 協 力 を行 な う場 合 に も技 術 を 応 用 で

き る。(特 に 遠 隔 医 療)'.＼

5.一'tデ ィ メ リ ツ ト

。 プ ラ イ バ シ ー の 侵 害 の 危 険 性 が 増 加 す る 病 歴 な ど の 患 者

情 報 が 医 療 行 為 以 外 の 目的 に 使 用 さ れ る 危 険

。 シ ステ ム ダ ウ ン 時 の 障 害 が よ り大 規 模 化 す る お そ れ が あ

る 。

医 療 マ ンパ ワニ の 節 約 の 効 果 の 大 き いこシ ス テ ムの 方 が 、

L



シス テ ムダ ウン時 の マ ニ ュ アル に よる 医療 サ ー ビ ス能 力

が 劣 る危 険性 大

。既 存 の 医 療機 関 との まさ つ

コ ン ピ ユ一 夕 リゼ ー シ ・ン の対 象か らは ずれ た 医 療 機 関

との ギ ヤ ツプ の 拡大 化

。あ る 面 で は 医 学 の 進 歩 を阻 害

例 え ば 東洋 医学 の よ うに 、 システ ムで 取 り扱 わ れ て い な

い 分 野 に つ い て の 研 究努 力が 相 対 的に 低 下す る可 能 性が

ある。

一」



L



健 康 手 帳

制度の普及

個人 病歴 ファイル

の 標 準 化

パ ラメデ ィ カル

スタッフ大量 養 成

医学 教 育 の

再 検 討

機 械化 に適 した診断

治 療 技 術 の 開 発
専 門 病 院 の

充 実

〆

医 用 ソ フ ト の

共 有 化

救 急 医 療

情 報 シ ステ ム

救 急 医 療
モ デ ル 地 区

心 電 図伝 送

ス

及

ピサ
普

主 要 な生 体 情 報

のテレメータリング

移 動型 救急 医療

シ ス テ ム

救急医療体制の

全 国 的 確 立

図1サ ブ タ ー ゲ ッ ト1救 急 医 療 シ ス テ ム





医 療 近 代 化

政 策 の 強 化

健 康 手 帳 制 度

の 普 及

値 入 病 歴

ファイルの標 準化
病 歴 フ ァ イ ル の 、〉

地 域 単位 の集 約ノ

自動 スクリー ニング技術

(含 、 自 動 問 診)

　 位の集約＼

_療 所

専 門 病院 の

充 実

の ネ ッ ト ワ ー ク

/
医 療 関 連 マ ンパ ワ_

の資格制度 ・身 分保 障

パ ラ メデ ィ カル

スタッフ大 量 養 成

医 療SErの

大 量 養 成

機 械 化 に適 した診断 ・

治 療 技 術 の 開 発

TSSサ ー ビ ス

の 普 及

コ ン ピ ュ ー タ

ハー ドの 標 準 化

医 用 ソ フ ト の

共 有 化

診 断 用

CATV

安 価 で 高 性 能

なME機 器

心 電 図伝 送
主 要 な生 体情報 の

テ レ メ ー タリング
一

遠隔医療用救急//

医 療 シ ス テ ム

遠 隔 診 断

技 術 の 確 立

医 療

地 域

図2サ ブ タ ー ゲ ソ ト2遠 隔 医 療 シ ス テ ム





医 療 近 代 化

政 策 の 強 化

健 康 手 帳 .⊃ 個人病歴 ファイル
制 度の普及

医療 関 連 マ ン パ ワー の

資 格 制 度 ・身 分 保 障

一

し

ワく

臣

ノ

、
ヌ

ン

見

マ
合

療

糸

医

籍

国民総 背 番 号

医 療 評 価
システムの実用化

病 歴 フ ァイルの

地 域単 位 の集約

Sサ ー ビ ス

並 及

医 用 ソ フ ト

の 共 有 化

コ ン ピ ュー タ ー

ハ ー ド の 標 準

小規 模医療 機 関用

情報 システムの開発

要都 市 に大規 模

団健 診 セン ター

地域 医 療 サー ビス

モ デ ル 地 区

安価 で高性 能

なME機 器

の

成

r臼

養

療

量

医
大

病 院 事務 の

機 械 化 進行

病 院 ・診 療 所

のネットワー ク

自動 ス ク リー ニ ン グ

技術(含 自動 問 診)

/

/

パ ラ メ デ ィ カ ル

スタップの大量 養成

300床 以上 の病院

で事務機械化が 一般 化

検 査 の

標 準 化

専 門 病 院 の

充 実

医学 教 育 の

再 検 討

機械 化に適 した診断

治 療 技 術 の 開 発

医 師 の 再 教 育
システ ムの充実

図3サ ブ タ ー ゲ ッ ト3病 院 の オ ー ト メ 化 シ ス テ ム





医 療 近代 化

政 策 の 強 化
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付 属 資料5 "TPBS"の 解 説

1:TPBSの 概 要

TPBSは コ ン ピ ユ 一 夕 リゼ ー シ ・ン 委 員 会 が 、 情 報 社 会 化 計

画 を 立 案 す る た め に 創 案 し た 手 法 で あ る 。TIPBSと はTargθts

・91・七 七ing,E・ ユ エ6y'M・d・ ユ 婆uiユdingO・h・du・ing

の 略 称 で ある。TPBSは 前 述 の よ うに情 報 社 会 化 計 画 立 案 の た

め に 開発 した 手法 で あ るが 、そ の方 法 論 は広 く計画 一 般 に 応 用す

る こ との で き る汎 用 性 を 有 して お り、 各種 の 計画 立 案 と 評価 に 利

用 で きる もの で あ る。

TPBSで は最 初 に最 終 目標 を 考え 、次 に 目標 達 成 に 至 る道 程

を 多 くの段 階 に 分け る。 さ らに 目標 達 成 手 段 の 条 件(資 金 、 要 員 、

施 設 な ど)を 具 体 的 な 数 字 で あ らわ し、 これ らの条 件 を 種 々変 更

した場 合 に 目標 達成 が どの よ うに変 る か を コ ン ピ ュー タ を使 って

種 々多角 的 に検 討 す る とい う仕 組 み に な つて い る。1

2.TIPBSと 他 の 手 法 との比 較

TIPBSの 内容 を 理解 しや す くす る ため に 、他 の代 表的 な手 法

と の比較 を して み る と次 の 通 りで あ る。 ま ずKＴ 法(川 喜 田二 郎

氏 の 考 案 した 発 想 法 の 一種)と 比 較 す る と、KＴ 法 は 自由 な発 想

を数 多 ぐひ きだす こ とに 主 力 を お い てい て 、発 想後 の 計 画 立 案 の

段 階 は 全 く枠 外 とftつ て い る。TPBSは 発 想 した ア イ デ ア を さ

らに 体 系 化 して 計 画 の域 ま で高 め 、'どの 案が 最 も良いか を 評価 で

きる よ うに す る 点 に 特 色 が あ る。



技 術 予 測 の 一 種 に デ ル フ ァ イ法 と い う 方 法 が あ る 。 これ は あ る・

事 象 が 将 来 の どの 時 点 に 起 る か の 見 通 し を 何 人 か の 人 々 に ア ン ケ

ー トを し
、集 計 結 果 を フィー ドバ ック して 技 術 の 将 来 動 向 を 見 通 そ う

と す る 方 法 で あ る 。デ ル フ ァ イ 法 で は 「千 九 百 何 年 に 人 工 食 肉 が

、で ぎ る 」 と い う よ うに あ る 技 術 の 開 発 成 功 時 点 だ げ を 問 題 と し

て い る。 ζれ に た い してTPBSは 将 来 の 時 点 を たん に 直 観 的 に

予 想 す る の で は 安 く 、 目標 と 手 段 と の 論 理 体 系 と して 把 握 し、 手

段 を 変 化 さ せ た 時 に 目標 に ど の よ うな 影 響が 及 ぶ か を コ ン ピ ュー

タ を 使 って 政 策 実 験 を して 最 良 の 案 を 求 め て い る 。

国 防 省 を 中 心 と して 発達 した 手 法 に 、PPBSと い う手 法 が あ

る 。PPB、Sは 投 入 費 用 と 効 果 と の 関 係 に お い て 、 い くつ か の

案 の うち 最 良 の 案 を と る・方 法 で あ る。PPBSは ン ス テ ム 分 析 の

考 え 方 を と り入 れ て い る 点 に お い て 、 コ ン ピ ュー タ リゼ ー シ ョン

委 員 会 のTPBSに 似 て い る 点が あ る。 しか しPPBSは 米 国 の

軍 で 発 展 した た め に 独 特 の 考 え 方 に も とつ い て お り 、 ス ペ シャ リ

ス トで な い と 実 際 に 適 用 す る こ とは ほ とん ど 不 可 能 で あ る 。

これ に 対 してTPBSは 同 じ シ ス デ ム 分 析 の 枠 組 み に 乗 っ と

り なが ら も 日本 人 的 発 想 に 基 き 、 ま た 特 殊 な専 門 知 識 を もた な い

人 に で も ンス テ ム ズ ・ア プ ロご チ に よ つ て 計 画 の 立 案 、 評 価 が で

き る よ うに 工 夫 し て あ,る 点 が 異 な る 。 、1

オ ペ レ ー シ ョン ズ ・ リサ ー チ の 手 法 の1つ に 、 リ∵ニア ・プ ロ グ

ラ ミン グ(線 一型 計 画)と い う方 法 が あ る 。 リニ ア ・プ 、ログ ラ ミ ン

グ は 資 源 の 最 適 配 分 な ど に 使 わ れ て い て か な り広 範 な 問 題 に 適 用

さ れ て い る もの の 、 や は リ リニ ア ・プ ロ グ ラ ミン グ に 適 した 問 題



の 型 が あ つ てそ れ 以 外 の 問 題 に は 適 用 で き左い 。 これ に 対 してtT

PBSは 人間 の主 観 を組 織 的 に 分 解 した上 で 体 系化 す るた め に 、

ど の よ うな 種類 の 計画 に も応 用 で き る とい う点が 長所 と な って い

る 。

3.TPBSの 特 色

こ こ でTPBSの 特 色 を ま と め て み る と次 の よ うに 表 現 で きる 。

① 計 画 の 立 案 ・評 価 の た め の 汎 用 ン ステ ム で あ る 。

② 目標 と手 段 を 明 確 化 し 、 手 段 の 何 段 階 も の 連 鎖 を 操 作 す る

こ と に よ つ て 、 目標 達 成 の 程 度 が ど の よ うに変 る か を 具 体

的 に 追 求 で き る 。

③TPBSは 開 か れ た シ ス テ ム で あ り、 一 度 シ ス テ ム を 開 発

した 後 で も 、 追 加 、 削 除 を 容 易 に で き る 。

④TPBsを 使 うに は 、 特 別 の専 門 知 識 を 必 要 と し な い た め

比 較 的 容 易 に 利 用 で き る。

⑤TPBSは バ ッチ 処 理 で も可 能 で あ るが 、 タ イ ム シ ェ ア リ

ン グ ・シ ス テ ム を 利 用 した マ ン ・マ シ ー ン ・イ ン タ ラ ク シ

ョン ・モ ー ドに よ つ て 最 大 の 効 果 を 発 揮 で きる 。

⑥TpBsで は シ ス テ ム 分 析 の 考 え 方 を と り入 れ てk・ り、 質

的 要 因 も数 量 化 し て分 析 す る 。



TPBSの 構 造

技能的要素1

3

4

5

手 段 的 目標1

〃2

〃3

〃'4

〃5

〃6

〃7

"6

19

〃10

〃11'

〃12

〃13

〃14

"15「

〃16

〃'i7

〃18

〃19'

〃20

副砲 標

.副次目標

副次 目標

副次目標

副次目標

十2

3

4

'

5

(り

μア

唖

副次 目標



4.TPBSの 手 順'

TPBSの 手 順 を 段 階 で 分 け る と 、 次 の4つ に 区・分 で き る 。

オ1フ ェ ー ズ

才2フ ェ ー ズ

矛3フ ェ ー ズ

矛4フ ェ ー ズ

目 標 設 定(Targe七 日S'et"ttiri-g)

政 策 モ デ ル 開 発(POユicyMOde■

BuiMing)

達 成 期 限 ・方 法 の 確 定1(Schらduユing)

実 験 に よ る 評 価(si皿Uユ'ati:on)

以 下 で は 順 を 追 っ て 、 各 フ ェ ー ズ の手 順 の 概 要 を 述 べ て み る 。

才1・ フ ェ ー ズ 目 標 設 定 』

① 将 来 の 望 ま し く、 か つ 実 現 可 能 な 姿 を 大 胆 に 描 き 出 す(例 、

情 報 化 社 会 の 終 局 的 な 姿)… … …これ を 最 終 目標 と 呼 ぶ

② こ の最 終 目標 を 具 体 的 な主 タ ー ゲ ッ ト(主 目標)お よび サ

ブ;タ ー ゲ ソ ト(副 次 目標)に お ろ す(例 、 コ ン ピ ュ ー タ

・マ イ ン ドの定 着 、MエSの 確 立 な ど)

③ 各 サ ブ ・タ ー ゲ ッ トご と に 発 展 段 階 別 に 手 段 的 目標 を 設 定

す る(例 、 ゾ フ ト ウ エ ア 開 発 、 要 員 の 養 成 な ど)

矛2フ ェ ー ズ 政 策 モ デ ル 開 発

① 各 手 段 的 目標 を達成す るの に 必 要 な政 策 、 手 段 、 方 法 を つ ア

ン ク シ ヨ ナ ル ・エ レ メ ン ト(機 能 的 要 素)の 形 で 設 定 す る

(例 、 ソ フ トウ エ ア 開 発 補 助 金 ○ ○ 億 円 、 シ ス アム ・エ ン

ジ ニ ア1人 当 り養 成 費 ○ 〇 百 万 円 な ど)

② 目標 ・手 段 的 目標 ・機 能 的 要 素 な どを 論 理 的 に 結 び つ け て

ネ ッ トワ ー ク 化 し、 政 策 モ デ ル を 作 成 す る 。

オ3フ ェ ー ズ 達 成 期 限 ・方 法 の 確 定



① 目標 と各 機 能 的 要 素 に 理 想 的 期 限 期 限 、 実 現 可 能

達 成 期 限 を つ け る 。,

② フ ィ 「 ドバ ック の 場 合 の 優 先 順 位 を つ け る 。

③ 目標 と 実 現 可 能 値 と の 間 に 差 が 生 じた さ い に 差 を埋 め る た

め の ウ エ イ ト(配 分 比 率 を あ らか じめ 設 定 して お く)。

④ 同 種 類 の 目標 や 機 能 的 要 素 を コ ン ピ ュ ー タが 識 別 で き る よ

うに 、 あ らか じめ 戸 一 ド番 号 を 与 え て お く。

矛4フ ェ ー ズ モ デル 実 験 に よる 評 価 と フ ィー ドバ ック

① 与 え た 条 件 に よ つ て コ ン ピ ュー タ を 使 用 し 、 矛1回 試 算 の

ア ウ トプ ッ ト を 出 す 。

'
.② 望 ま し い 目 標 と試 算 結 果 の ギ ヤ ツ プ を ア ウ トプ ッ トす る)

③ 両 者 の ギ ヤ ツ プ を 埋 め る た め 、1)期 限 延 長 、2)規 模 縮

少 、3) ttグレ ー ド ・ダ ウ ン な ど を通 ず る フ ィ ーL-一ド バ ソ ク

を 行 な い 、 オ1回 試 算 の 改 訂 を して 、 ギ ヤ ー7.プが ど の よ う

に埋 古 る か を 検 討 す る 。

④ な お ギ ヤ ツ プが 埋 ら な い 場 合 は 優 先 順 位(各 タ ー ゲ ッ ト ご

と)や ウエ イ ト(配 分 比 率)に よ つ て 手 段 的 目標 や 機 能 的

要 素 の 数 値 を 変 え 、 オ2回 試 算 結 果 を さ らに フ ィ ー ドバ ン

ク して 、 ギ ヤ ツプ が どの よ う に埋 ま る か を 検 討 す る 。

⑤ 以 上 の 各 種 試 算 の 結 果 を 比 較 検 討 して 最 終 の 計 画 案(望 ま

し くか つ 実 現 可 能 な 計 画 案)を 決 定 す る 。

5.TPBSの イ ン プ ッ ト

次 の よ う な も の が イ ン プ ッ ト と な る 。 計 画 の 内 容 に よ つ て は 、

、



下記 の イン プ ッ トの す べ て を必 要 と しな い こ と もあ り うる.

① 最終 目標 の 内容 と達成 期 限 、 内 容 は 金額 、人

② 主 目標 の 内容 と期 限 数 、 個数 、件 数

③ 副次 目標 の 内容 と期 限 た どで 出来 るが

㌶ ㌶ ㌶ ㌶r二:三 輌 表
◎上記頒 因の経 閉係の雛!

⑦ 期 限 延 長 、規 模 縮 少 、 グ レー ト ・ダ ウン

⑧ 優 先 順位

⑨ 配 合 比 率

6.TPBSの ア ウ トプ ソ ト

ア ウ トプ ツ トと して は 次 の よ うな ものが あ る6

① 一与え た条 件 そ の ま ま で の オ1回 試 算 結果

各 段 階 で の 達 成 時 期

所 要 金 額 総 計 と細 目(資 金)'

所要 人 員 総 計 と細 目(人)

所 要 個 数 ま た は 件数 総 計 と細 目(物)

所 要 期 間(年 た ど)

② 目標 とオ1回 試 算 との ギ ヤ ツプの 差

期 間(年 な ど)

一 一 金 額

人員

個 数 ・件 数 左 ど

/'



③ オ エ次 フ ィー ドバ ンク に よ る ギ ヤ ツ プ調 整 結 果
■1

期間

金 額

人 員

個 数 ・件 数 な ど

④ 才2次 フ ィー ドバ ック に よる ギ ヤ ツプ 調 整 結果

⑤ 最終 計 画 案

⑥ 配 分 比率 に ょる ギ ヤ ツプ調 整結 果 …

改 善 度

期 間

金額

人 員

一 個 数 ・件数 な ど

⑦ 最 良 案 の 内容



付 属資料 6

コ ン ピ ュー タ リゼ ー シ ョン 委 員 会 作 業 経 過

1.コ ン ピ ユー一夕 リゼ ー シ ョン委 員 会 発 足

2.作 業 の オ1フ ェー ス 目標 の 設 定

(1)基 本 的 左 考 え 方4

-i}ず
、 オ1に 、KJ法 を 用 い て 、 コ ン ピ ユ一 夕 リ.ゼー シ ヨ

ン の 有 す る 理 念 を 抽 出 し 、 そ の 理 念 に 適 合 す る1980年 の

望 ま しい 姿 を 求 め る(作 業 の 才1フ ェ ー ス)。ltlili3に 、

設 定 さ れ た 各 目標 毎 に 、 そ れ を 達 成 す る た め に 必 要 な 要 素 を

現 在 時 点 に 接 続 す る ま で 挙 げ て い き、 そ れ らの 要 素 間 の 関 係

を 明 確 に す る 。 さ らに 、 そ の ネ ッ トワー ク 化 され た フ ロ ー チ

ャ ー トの 構 成 要 素 に 、 そ の 完 成 が 望 ま しい と み られ る 年 次 を

記 入 す る(オ3フ ェー ス)。 オ3フ ェ ー ス で 作 成 さ れ た ン ロ

ー チ ヤー トに 基 づ い て
、 シ ミ ユ レー シ ・ ン を 実 施 し 、 実 現 可

能 か つ 達 成 が 望 ま しい 姿 を 選 択 す る 。(オ4フ ェ ー ス)。 以

・:土の 基 本 的 な 考 え 方 の も と に
、 我 々は 、 作 業 を 展 開 した 。 下

図 は 、 我 々 の 考 え 方 を 示 した もの で あ る 。

図1.三 次 元 政 策 ■、モ デ ル(略)

②KJ法 に よる 「望 ま し い 情 報 化 社 会 」 の 抽 出

① 専 門 委 員 が 、1980年 の 望 ま しい 情 報 化 社 会 像 を 列 挙

し 、 そ の 各 項 目を エ レ メ ン トと して 、3～4入 一 組 の グ ル

ー プ を 作 り、KJ法 を 実 施 した 。

図2～4KJ法 に よ る 望 ま しい 情 報化 社 会



②3組 の望 書 しい 情 報 化 社 会 を 基 礎 と して 、・「望 ま しい 情

報 化 社 会 の 理 念 」 を抽 出 した 。

図5.情 報 化 社 会 の 理 念(略)

③ 情 報 化 社 会 の 理 念 を 念 頭 に お い て 、'1980年 時 点vato

い て 達 成 の 望 ま しい 目標 を 、 デ ィス カ ッ シ ョン に よ り設定

した ぼ

'図 .5.タ ー ゲ ッ トの 選 定 基 準

④ 以 上 に よ り抽 出 さ れ た 目 標 を 、10項 目 に 絞 る た め に 、

ア ン ケ ー ト調 査 を実 施 し 、 優 先 づ け を 行 な っ た 。

図6.1980年 の 目標 選 定 表(略)

3.作 業 の オ2フ ェ ー ス一 一 方 針 の設 定

(L),達 成 目標 間 の 相 互 関 係 の 明 確 化

τ:z'roの 達 成 目標 間 の 関 係 を 明 確 化 す る た め に 、 イ ン タ ー ラ

〕・ク シ ・ン ・マ ト リ ック ス を 作 成 した 。 こ の と と に よ つ て 、 達

成 目標 間 の 優 先 順 位 及 び コ ン ピ ユニ タ リゼ ー シ ヨン の 進 め 方

'に
つ い て の 方 針が 得 られ る『。 しか し 、 こ の 作 業 は 、 各要 素 に

穗 で お りて み 左 い と・方 針が 正 しい か ど うか評 価 で きない た

め 、 手 順 の 決 定 後 に 再 吟 味 され る べ き で あ る。

図7..1α 大 基 本 ター ゲ ソ ドと そ の 相 互 関係(略)

4.作 業 の 才3フ エー スーーーー一一一－L-一一手 順 の 設 定

(1)目 標 達 成 手 順 の 列 挙 一4-一一;'te備 作 業

設 定 さ れ た 目標 を 達 成 す る た め に 必 要 な 要 因 を 分 析 す る た

め に 、 達 成 手 段 を 類 別 した(例 え ば 、 ハ ー ドウ エ ア 技 術 、 ソ

フ ト ウ エア 技 術 、 資 金 、'法制 た ど)。 二 方 、 目標 に つ い て も

c



/

■

副 次 目標 を 設 定 し た 。

図8.1980年 の コ ン ピ ュ ー タ リゼ ー シ ョン ・'マ ソブ

(略)

② 政 策 モ デ ル ・フ ロ ー チ ャ ー トの 作 成

1980年 の 達 成 目標 を 起 点 と して 、 順 次 、 そ の 達 成 手 段

を 考 察 して い く。 最 終 的 に は 、 現 時 点 に 接 続 す る 。'次 に 、 各

達 成 手 段 の 関係 を 明 確 に して い くと 、 ネ ッ トワ ーク 化 さ れ た

政 策 モ デ ル の フ ロ ー ・チ ャ ー トが 完 成 す る 。

図9.～]1政 策 モ デ ル の フ ロ ー チ ヤー-L卜(略),

(3)ス ケ ジ ユー リツ グ

上 記 の 政 策 モ デ ル の フ ロー ・チ ャ ー トは 、 ネ ッ トワ ー ク 化

す る こ と に よ つ て 、 政 策 実 施 の手 順 を 決 定 した こ と に な る 。

さ らに 、 こ の フ ロー ・チ ャ ー トの 各 要 素 に 、 望 ま しい 達 成 時

期 を 与 え る 。

(∋ 政 策 モ デ ノヒ・フ ロ ー 三チ ャー トの時 系 列 化 、達 成 時 期 の 明

記 さ れ た フ ロ ー チ ャー トを 時 系 列 的 に 整 理 す れ ば 、 どの 時 期

に 、 ど の 政 策 を施 し て い け ば よい か と い う 目標 達 成 の た め の

計 画 表 が 完 成 す る 。

図12～14整 理 さ れ た 政 策 モ デ ル の フ ロ ー ・チ ャ ー ト

(略)

5.シ ミ ユ レ ー=シ ーdンの実 施

(1)ン ミ エ レ ー シ ヨン の 基 本 的 な 考 え 方

我 々 の シ ミ ュ レ ー シ ョン の 基 本 原 則 は 、 ④ モ ジ ュー ル 、 ⇔

ス ケ ー ル 、 ◎ 理 想 型(Desirabユ θ)、 現実延長型(PrOわabユe)



実 現 可 能 型(POssibエe)の3パ タ ー ン に1集約 され る 。

② 積 算 資 料 の作 成 一一モ ジ ュー ル 化

政 策 モ デ ル の フ ロ ー ・チ ャー トの 各 構 成 要 素 に つ い て ・ そ

れ を 実 現 す る た め に 必 要 な 資 金 、 人 員 等 の 積 算 資 料 を 作 成 す

る 。 今 回 に つ い て は 、 政 策 モ デ ル の フ ロ ー ・チ ャー トを 簡 略

'化 じ旋 うえ で
、 積 算 資 料 を作 成 した 。

(3)ス ゲ ー ル に よる 高 度 化'{

目標 の 達 成 度 合 は 、 大 部 分 が 、 ス ケ ー ル 別 発 展 段 階 に ょ つ

て 抱 え られ る 。 ス ケ ー ル は 、 ケ ー ス に よ って 異 な るが 、 一 般

に は 、 ㊨ モ デ ル 、 ◎ モ デ ル 地 区 、 ◎ プ ロ ソク 、e全 国 に 分 げ ら

られ て い る 。1・ON◎ の 相 違 は 、 単 に量 的 拡 大 に とSま らず 、

質 的 発 展 を も含 む もの で あ る 。

(4)・Desirabユ θ－POssib■e-Probab-leの3パ タ ー'ン

④ 望 ま しい 姿 で 達 成 さ れ た もの か 、 ◎ 現 実 延 長 線 上 で 達 成

t'され た もの で あ るか に よ っ て 、 ③ そ の 達 成 期 限 、Φ1980

年 の 達 成 度 合 、 ⑦ 達 成 時 の 金 額 等 は 、 大 き く相 違 し て くる 。

こ の 相 違 は 、④ と ◎ で は 、 政 策 発 動 時 期 、 開 発 投 資 意 欲 等 が

異 な る た め に 生 じて くる 。 そ こ で 、 我 々 は 、 ④ と◎ に つ い て

'そ れ ぞ れ の 積 算 資 料 を作 成 し
1た。1

さ ら に 、 実 現 可 能 で あ りか つ 望 ま しい 姿 は 、 ④ と ◎ の 中 間

に 存 在 す る こ と に な る の で 、 これ を 求 め る た め に 各 種 の シ ミ

ュ レ ー シ ョン を 行 な っ た 。
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(5)シ ミュ レー シ ョン に つ い て の 概 要

Desirabユe

変
動
要
因
予
測
表

グ ・.

レ

ド

化

政 策 モ デル ・フ ローチ ャー ト

匡 三三已

非計量 要因

＼
計量 要因

1函 数 形 の決 定}

'竺

政 策 ウエイト表

D-P連 結函 数

ら
ξ

¢

6 作 業 日 程 表

46年5月 上 旬

5月 下 旬

6月 上 旬

6～8月

9～]1月

46年12月 ～47年3月

47年4月

KJ法 の 実 施

目標 設 定

イ ン タ ー ラ ク シ ヨン ・マ ト リッ ク ス 作 成

政 策 モ デ ル の フ ロ ー チ ヤ ー ド作 成

(欧 米 情 報 化 調 査 団 派 遣 準 備)

積 算 資料 の 作 成

ン ミ ユ レ ー シ ヨン の 実 施
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